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第一章　ラブホテルからＳＯＳ
















　人生初の見合い当日、日生ひなせ歩あゆ美みはこれまた人生初のラブホテルを経験していた。

　しかも、〝下着姿でトイレにこもる〟という、泣くに泣けない状況で――。




　ほんの少し前までドアの外で人の気配がしていた。もちろん、今日の見合い相手だ。名前は田た中なかだったか、田た村むら、いや田た口ぐちだったか……はっきり言えば覚えていない。

『いつまで子供みたいに閉じこもってるつもりなんだ！』

『君も了解してここまでついてきたんだぞ。妙なことを言いふらしたら、ただじゃ済まさないからな！』

　そんなことを言いながらドアを叩たたいていた気がする。

　だが今は――シーンとして物音ひとつ聞こえない。

（ひょっとして、帰ってくれた？）

　歩美がドアに耳を押しつけるようにして外の気配を窺うかがっていたとき、ふいに部屋の電話が鳴った。誰かが出る様子もなく、一向に鳴りやまない。

　彼女は意を決してドアを開いた。

　とても上品とは言いがたい赤い壁が目に飛び込んでくる。安っぽい合皮のソファも赤、巨大なベッドにかけられたカバーも赤、どうやら、この部屋のテーマカラーは赤らしい。だが、さすがに絨じゅう毯たんは白だった。

　窓らしき物はあるが、開閉不可能らしく、当然だが外も見えない。小さな冷蔵庫の横に置かれた自動販売機では何を売っているのか、興味はあるが今はそれどころではなかった。

　歩美はドアに縋すがりつくようにして、八畳程度の部屋を隅々まで見回したが……やはり、見合い相手の姿は消えている。

（よ、よかったぁ）

　ホッとして、鳴り続けている電話に飛びついた。

「は、はい、あの……」

『あ、フロントです。もうすぐお時間ですが、延長されますか？』

「延長？」

『三十分で千円になりますが』

　そうか、これが噂うわさに聞くラブホテルの延長か、と妙な感慨に浸りつつ……。

　七月とはいえ、裸に近い格好でトイレに二時間近くこもっていた。しかもシャワーを浴びた直後だったので、肩も手足も冷たくなっている。どうせならサッと熱いシャワーを浴びて、それから出たほうがいい。

「あ、はい。あの、三十分延長してください」

『……失礼ですが、お連れ様は先に帰られてますよね？　おひとりで？』

　フロントの女性が訝いぶかしげな声で聞き返す。

　こういったホテルの出入りがどんなふうにチェックされているのか、歩美にはよくわからない。だが、『ひとりで延長してどうするつもりなの？』という話なのだろう。

　そもそも、女がひとりで残る、というケース自体が稀まれなのかもしれない。

「は、はぁ、あの……疲れて、休んでいたので……もう一度、お風呂に入ろうかなぁなんて。あの、ひとりでいたらダメなんでしょうか？」

　おずおずと歩美は尋ねてみる。

『いえ、不法行為に利用されるのを防ぐという意味で質問させていただきました。ごゆっくりどうぞ』

「それは……お気遣いどうも」

　歩美はなんとも言えない気分で返事をして受話器を下ろす。

　たしか三時間いくら、という基本料金があり、それに延長料金を合わせても一万円もかからないと思う。勢いで連れ込まれただけの歩美にすれば、実に馬鹿馬鹿しい出費だ。しかし、たとえ勢いでも『イヤになれば断ればいいや』程度の気持ちでついてきてはダメだ、といういい経験にはなった。

　そんなことを考えながら、歩美は浴室に足を踏み入れる。

「……え？」

　浴室の床にばら撒まいたはずの服が見当たらない。慌てて部屋に戻り、目につくところを探すが……影も形もない。

（ひょ……ひょっとして……持っていかれた？　これって、トイレにこもったわたしへの仕返し!?）

　ベッドの横に落ちていたキャメル色のショルダーバッグを探ると、財布や携帯電話は入ったままだった。お金はあるので支払いはできる。でも下着姿のままではここから一歩も出られない。

（どうしよう……どうすればいいの？）

　さっき電話をかけてきたフロントの女性。彼女に頼めば、と考えたが……。

（服を持っていかれたって言えば、犯罪がらみかと思われるんじゃない？　そうなったら、警察を呼ばれたりするかも!?）

　騒ぎになれば当然、兄の光こう太たにも連絡がいくだろう。

　両親のいない歩美にとって十二歳年上の光太は親も同然。叔母が歩美に見合い話を持ってきたとき、光太は即座に断っていた。それを歩美は無断で承諾し、嘘うそをついて見合いに出向いたのだ。

　挙げ句の果てにこれでは、怒られるどころでは済まない。

　光太の性格から考えて、叔母にも見合い相手にも怒鳴り込むはずだ。

（うわぁ……それってやばい）

　ここは恥を忍んで親友の雪ゆき絵えに電話して服を持ってきてもらおう、と携帯電話を握り締めたところでハッと気がついた。

　雪絵は歩美と同じ歳で、高校のときからの親友だ。現在二十歳はたちで大学三年生。歩美は進学しなかったので雪絵と生活サイクルは違うが、今でもしょっちゅう会っている。

　だが、この夏、雪絵に初めての彼氏ができた。その初カレと、夏休みの第一週から一緒に海水浴場のアルバイトに行ってしまった。もちろんバカンスも兼ねた泊まりがけ。電話が繋つながっても助けにきてもらえる場所にはいない。

　雪絵以外に、こういう状況下で服を持って飛んできてくれるような友だちはなかなか思いつかず……。

　歩美は自分の肩を抱いた瞬間、全身がぶるっと震えた。

　着る物がないという状態は、なんと心細いのだろう。落ちついて考えなければ、と思えば思うほど、孤独と焦りに涙が浮かんでくる。

（お見合いを承諾した自分が間違ってたのかな？）

　でも歩美は、〝大人〟になりたかったのだ。兄の負担にならないような、一人前の〝大人〟に。

　それもできれば〝大人の女〟に。

（初キスだの、初体験だのでガタガタ言ってちゃダメなのよ。でも簡単にエッチするわけじゃなくて、きちんと将来のことを考えて……）

　ちゃんとした結婚相手を見つけられたら、一人前の〝大人の女〟になれると思った。そんな理由で初対面の見合い相手に誘われたとき、ラブホテルまでついてきたのだ。でもそれが、そもそもの間違いだったのかもしれない。

　そう考えたとき、歩美の心にひとりの男性の顔が浮かんだ。

（怖い……怖いよ……助けて、和かず也やくん）

　刹せつ那な、手にした携帯電話が小刻みに震え、『アメイジング・グレイス』を奏で始める。

　液晶画面にうつる文字は『高たか千ち穂ほ和也』だった。




　――コンコン。

　入口のドアが慎ましくノックされた。

「は、はいっ！」

　歩美は頭から毛布をかぶり、ドアの近くに駆け寄って返事をする。

『ホテルの者ですが、高千穂さんとおっしゃる男性がお迎えにこられました。鍵を開けさせていただいても問題ありませんか？』

　ドアの向こうから、電話越しに聞いた声と同じ女性の声が聞こえた。

　ホテルの鍵が自動ロックになっているのは普通だが、こういったホテルではフロントで操作しないと内側からも開けられない仕組みらしい。防犯のためだろうが、歩美にしてみれば閉じこめられた気分だ。

「はい、はい、問題ないです」

　歩美はアタフタしながら返事をする。

　カチッとロックが解除され、ドアが開くとひとりの男性が入ってきた。

「ご面倒をおかけしました」

　彼はホテルの女性を振り返り、丁寧に礼を言ってドアを閉める。

　そして、勢いよく歩美のほうに向き直った。

「この……馬鹿娘がっ!!」

　次の瞬間、ドアの向こうまで、確実に届きそうな怒声を歩美に浴びせたのだった。




　＊　＊　＊




　――約二時間前、和也からの電話をとったときのこと。

『か、和也くん……あの、わたし』

　藁わらにも縋る思いで歩美は電話に出た。

『歩美、見合いは昼じゃなかったのか？　こんな時間まで何をしてるんだ』

　和也は明らかに怒っていた。

『な、何って……』

『終わったらすぐに、叔母さんと一緒に帰れと言ったはずだ。それとも何か？　〝シンデレラ〟なんてラブホで見合いがあったとでも言う気か!?』

　できる限り怒らせないように今の状況を説明して、助けにきてもらわなくては、という甘い考えが一瞬で吹き飛ぶ。

『なんでっ!?　どうしてラブホにいるって知ってるの？』

『俺に内緒で何かできると思うなよ。俺は光太みたいに甘くないぞ』

　和也の言葉を聞くなり、光太に内緒で見合いをした結果が今の状態であることを思いだし、顔からスーッと血の気が引いていく。

『とにかく、すぐにそこを出ろ。事情は帰ってから聞く。家には戻らず、俺のマンションに来い』

『ダメなの。出られないの……服が……なくて、帰れなくて……わたし……』

　とり繕つくろうこともできず、今にも泣きそうな声でありのままを口にしていた。

　そして、一度弱音を吐いてしまうと、とたんに全身から力が抜けていく。歩美はペタンと床に座り込んだ。

『……歩美？　どうした歩美、何があった!?』

　ふいに涙がポロポロと流れ落ちる。

『助けて……和也くん、お願い……助けて』

『今、成田だ。飛ばしても、この時間帯なら二時間はかかる。差し迫った危険があるなら、すぐに警察を呼んでやる』

　歩美の泣きながらの〝助けて〟には、いつもは冷静な和也も驚いたようだ。〝警察〟と言う声に力が入っている。

『さ、差し迫ってはいないから……今は、ひとりだから』

『わかった。俺が行くまで待ってろ』

　和也はそう言うと電話を切り、夕方の混み合う道路を二時間きっかりで駆けつけてくれたのだった。

　しかも、ちゃんと歩美の服も用意して――。




　＊　＊　＊




　目の前に怒りを露あらわにした和也が立っていた。

　一八〇センチはある長身で、一五五センチの歩美から見れば大木のようだ。それだけでも威い嚇かくになりそうだが、節制を心がけているせいかゼイ肉のひと欠片かけらもついておらず、ジャケットを着ていると細身に見える。

　だが、脱ぐとしっかり六つに割れた腹筋をしていた。休日、ジムに通っている様子はないが、どうやら海外へのフライトで外国に泊まるとき、時間潰しにホテル内のジムで鍛えているらしい。

　彫りの深い顔立ちをしていて、フライトのときにかけているパイロット用のサングラスがよく似合う。

　今は、サングラスはかけていない。帽子もかぶっておらず、フライトバッグも車に置いてきたみたいだ。左胸につけている社章代わりのウイングバッジも外している。

　だが、紺のダブルジャケットにスラックス、袖には金の四本線。大だい日に本ほん空くう輸ゆ――ＢビーＮエヌＡエーのパイロットの制服はあまりにも目立ち過ぎる。

「和也くん……なんで着替えてこなかったの？　その格好でラブホなんて、メチャクチャ目立つと思うんだけど」

　制服姿に驚きながらも、怒りを少しでも別の方向に逸そらそうと、歩美はわざと軽い口調で答えてみた。

　だが、無駄だったらしい。

　彼は涼しげな目元を鋭くして、大きく息を吐く。ジャケットのボタンを外しながら、少しつらそうにネクタイを緩ゆるめる。そのとき、首筋に汗が流れた。

「シャルル・ド・ゴール空港から十二時間のフライトを終え、すぐにおまえの居い所どころを確認した。とんでもない場所にいることがわかって、電話をかけたら……助けて、だ。そのまま、車を飛ばしてきた俺に言うことはそれだけか？」

　シャルル・ド・ゴール空港ということは、パリから戻ってすぐということ。フライト前後も合わせると、十四時間以上神経を張り詰めていたはず。

　さすがに申し訳ない気持ちになり、歩美の声は小さくなる。

「す、すみません。えっと、ありがとう……ございます」

　和也は苛立ちを隠そうともせず、無造作に前髪をかき上げた。

「もういい。さっさと着替えろ。このまま病院に行くから」

「びょーいん!?　なんでっ」

　思いがけない単語が飛びだし、驚きのあまり歩美の声は裏返る。

「わたし、別にどこも怪け我がなんてしてないし、ただ服を……ひゃっ！」

　唐突に抱き締められ、歩美はそれ以上何も言えなくなった。白いパイロットシャツが汗で湿っている。おそらく車を停めた場所から、全力で走ってきてくれたのだろう。

　歩美がジッとしていると、和也はまるで転んだ子供をいたわるように、彼女の頭を撫なで始めた。

「いいと言ってるだろう。余計なことは言うな。思いだす必要もない。でも、万一のことがあったら困るから、それだけだ」

　耳たぶに熱い吐息が当たり、寒気とは違うゾクゾク感に囚われる。頭の中が真っ白になり、彼の言う『万一』の意味も全く思い浮かばない。

「心配するな。俺が一度でもおまえを傷つけたか？　おまえは俺の言う通りにしていればいい。その野郎の落とし前はきっちりつけてやる！」

　和也の勢いに、歩美は何も言えなくなった。

　和也と初めて会ったのは歩美が小学校に入学した夏、七歳の誕生日だった。

　それ以来のつき合いで、間もなく丸十四年になる。でも、これほどまでの憤りを露わにした声を聞くのは初めてだ。

　兄の光太と同じ歳で、同じ大学に通い、同じパイロットを目指していた和也。光太と親友になってからは日生家に入り浸っていたといってもいい。和也は地方出身でひとり暮らしということもあり、週の半分はうちに泊まっていた。小学生の歩美にとって、最初は兄がもうひとり増えた気分だった。

　大好きな光太よりカッコよくて、背が高くて、頭がよくて……和也と同世代の女性が声をかけてきても冷たく無視するのに、歩美のことだけは光太以上にかまってくれる素敵な男性。

　小学四年生の夏に歩美の両親が交通事故で亡くなるという不幸に見舞われたときも、光太と一緒になって歩美を助けてくれた。

　そんな和也を好きになるなというほうが無理というもの。中学に入るころには、憧れは恋へと変わっていた。

　でも高校に入ってからは、歩美も現実を知る。

　十二歳という年齢差だけでなく、都内の国立大学をストレートで卒業した学歴も、地方の名士のひとり息子という立場も、国内最大手航空会社のパイロットという職業にも、到底、釣り合う歩美ではない。そう思って、何度となく諦あきらめようとしてきた。

　そして今、毛布越しとはいえ大好きな和也に抱き締められ、歩美はしどろもどろになる。

「お、落とし前って、そんな物ぶっ騒そうなこと言わないでよ。だって、お兄ちゃんに知られたら困るし……」

「当たり前だ。光太に言うわけないだろうが」

「あ、ありがとう……でもあの、もう、放してほしいっていうか」

　毛布の下は裸同然だと思うと、どうしても腰が引けてしまう。

　小学生のころは和也に何度もギューッと抱き締めてもらった。

　いや、抱き締められたどころではない。家族の温泉旅行に和也がついてきたときは、一緒のお風呂にも入った仲だ。

　しかもそのとき、歩美は貸切の露天風呂ではしゃぎ過ぎて、湯船の底で足を滑らせ危うく溺おぼれかけた。和也が飛んできて引き上げてくれなければ、大変なことになったかもしれない。あのときはお互いに全裸で抱き合った。

　まあ、歩美が七歳のときだから、和也にとっては男も女もないとは思う。だが歩美にしてみれば、思いだすだけで赤面ものだ。

（和也くんにとってわたしって、いまだに七歳児扱いなのかも。それはそれで、悲し過ぎる……）

　頭からかぶった毛布を握り締めて、少しでも和也から離れようとした。

　ところが、そんな彼女の手を掴つかむと、和也はいきなり毛布を奪いバッと開いた。

「ちょ、ちょっと、和也くん!?」

（わたし、下着姿なんだけど!!）

　動揺する歩美にかまうことなく、和也は厳しいまなざしで、検分するように歩美の身体を見ている。

　見合い相手より凄いことをされている感じがして、和也の視線に歩美はたちまちドキドキし始めた。

「乱暴なことはされなかったみたいだな。見た感じ、痣あざはついてないし、傷もなさそうだ」

　実に冷静に、それこそ七歳児の身体を確認するような口調だ。

「あ、あ、当たり前じゃない！　だから、病院なんて行かなくていいって」

「それは、その野郎がちゃんと……使ったってことか？」

　彼はらしくもなく、視線を逸らし気味にボソッと言う。

「ちゃんとって何？」

　和也が言葉を濁す意味がわからない。

　歩美は和也の手から毛布を取り返しつつ、答えを急せかした。

「ねえ、何を使うの？　はっきり言ってくれないとわからないってば」

　毛布で身体を隠すと、ちょっと強気になって和也に詰め寄る。

　すると、彼は歩美の鈍さを責めるように、ヤケクソ気味に怒鳴った。

「コンドームだ！」

　とたんに、歩美は真っ赤になった。

「コ、コ、コン、コン、コン……つ、使うわけないじゃない！」

「だったら、病院に行かないとマズイだろうがっ！」

　歩美の言葉を聞き、和也がみるみる怒気を帯びた顔つきになる。

「なんでよっ」

「妊娠したらどうするんだ？　おまえはそんなクソ野郎の子供が欲しいのか!?　まさか、マジで結婚しようなんて考えてないだろうなっ!?」

　歩美はびっくりして手を離した。そのまま、ふたりの足元に毛布はふわりと落ちる。

（にんしん!?　って、赤ちゃんってこと？　なんでそうなるのっ!?）

「待って、ちょっと待って。和也くん、落ちついて」

　そういえば、見合い相手から逃げようとトイレにこもり、その間に服を持って帰られてしまった、ということまでは話していなかったかもしれない。

　歩美はそのことに気づき、顔から血の気が引いた。




　＊　＊　＊




　――遡さかのぼること数時間前。

　見合い相手にラブホテルに連れ込まれたときのこと。

「これはお見合いですから。合コンやナンパの出会いとはわけが違うんです。僕らは結婚を考えなきゃいけない。当然、身体の相性だって試してみなきゃダメでしょう」

　そんなセリフを言われたのが、『この先は若いふたりで』と叔母に言われて、見合い相手とふたりきりになって十分後のことだった。

　見合い相手は、和也よりだいぶ背が低い。だが、それでも歩美に比べたら十センチ以上高かった。真面目で実直と見合いの席で紹介された通り、言葉遣いも丁寧で物腰も柔らかい。年齢も二十九歳とギリギリ二十代なので、そんなに離れていないように感じた。

「見るからに清楚なお嬢さんですね。小柄な女性は好きですよ。ぱっちりした瞳も可愛らしいし、今どき珍しいほど初うい々ういしい奥さんになりそうだ」

　なんて褒ほめられたら、見合い初体験の歩美は照れもあって、何を言われてもうなずいてしまう。

　歩美は本来、あまり着飾らないタイプだ。今日のメイクも叔母に連れていかれた美容室でやってもらった。自分で同じメイクをしろと言われても絶対にできないだろう。

　髪は高校を卒業したとき、親友の雪絵に勧められて染めたくらいだ。あまり派手に見えないベージュブラウンのストレートミディアム、パーマはかけたことがなかった。

　性格はかなり後ろ向き。加えて、人に頼りがちで甘えた部分が少しある。それは歩美が日生一家にとって待ちに待ったふたり目の子供、しかも女の子で、両親が亡くなるまでは目一杯甘やかされて育ったせいだった。

　だが、兄妹ふたりになってからはそれなりの苦労はしてきた。

　今ある幸せを大事に思うあまり、変化を好まず、新しいことに尻込みしてしまうのはその辺りに原因がある。わかってはいても、なかなか改善できることではない。しかも、その傾向は歩美より光太のほうが顕著だった。

（いつまでもこのままじゃダメだよね……）

　そんなとき、いつも叔母が光太にばかり持ってくる見合い話を、今回は珍しく歩美に持ってきた。普段なら即行で断っただろう。でも、光太のこと以外にもいろいろ思うことがあり、歩美は承諾してしまったのだ。

　光太は大反対だからもちろん内緒。見合いのことを和也に相談したら、彼も最初は反対していたが、叔母の顔を立てるだけなら、と条件つきで黙認してくれた。

　その条件が、見合い相手とふたりきりにはならないこと。日の高いうちに帰宅すること――の二点。

　言い訳になるが、歩美も最初はそのつもりでいた。

　だが……。

「なんのために、ふたりきりにされたと思うんですか？　大人同士、結婚して上手うまくやっていけるか、ちゃんと確認するように、ということなんですよ。これがお見合いの暗黙のルールです」

　その言葉に歩美は青くなった。

（お見合いってそこまでしなきゃいけないの!?）

　二十歳の歩美にとって、見合いが初めてなのは変わったことではないが、ラブホテルは経験していてもおかしくない年齢だろう。

　だが物心ついたときから、歩美はずっと和也のことが好きだった。その思いを抱えたまま中学高校と過ごし、男女交際は一度も経験せずにここまできた。

　今年成人式を迎え、歩美はもうすぐ二十一歳。

（わたしってちょっと、いや、かなり、世間からずれているのかも……。このままじゃ、将来もっと困る気がする……）

　叔母の紹介だし、結婚するかもしれない人なんだし、どうせ好きな人からは永遠に妹扱い決定なんだし……だったら、この辺でいい加減経験しておくべきではないか。

　ひょっとしたら、諦めきれずにグズグズ思い続けた叶わない恋を、スッパリ諦めるきっかけになるかもしれない。

　そんな結論を出してしまったのだ。

　結果、歩美はたいして嫌がることもせずに、ノコノコとラブホテルまでついてきてしまった。

「あ、シャワー、お先にどうぞ」

　見合い相手にさりげなく言われ、本当に経験してしまっていいのか、と迷いながらも浴室に足を向ける。

　部屋の入口近くにドアが二個あった。右側のドアを開けると、小さな洗面台があり、端のほうに脱衣カゴらしき箱がある。そこまではちょっとしょぼいかな、と歩美は思っていた。

　だが、右を向いて浴室を見た瞬間、思わず歓声をあげてしまった。

「うっわー、猫脚のバスタブって初めて見た！」

　壁は二面が鏡張りだ。バスタブにお湯をはってのんびり浸かりたいところだが、そんな場合ではないだろう。でも、服を脱いで下着姿になったとき、ついつい歩美は鏡に向かってモデルのようなポーズをとってしまった。

　とはいえ、さすがに鏡にうつった全裸を見るのは恥ずかしくて、シャワーはコソコソと済ませたのだった。

　足元のタイルがあたたまる前に脱衣スペースに戻る。

　洗面台の鏡にシャワーに濡ぬれた身体がうつり、あらためて、これから行われるはずのことを考えた。

　肩より少し長めのストレートヘアーをいつもは後ろで縛っている。しかし今日は見合い用に髪をほどき、美容院で毛先をふわっと内巻きにしてもらった。でも、シャワーのお湯がかかったせいでクタッとなってしまっている。

（ここまで考えて、お見合いに来たわけじゃなかった気がする。……やっぱり、もうちょっと考えさせてもらおうかな）

　いっそ、初夜に初体験でもいいのではないだろうか。

　そう提案してみようと思いつつ、歩美は手早く身体を拭ふき、下着を身につけた。そのとき、なぜか鏡にうつったドアノブが動いたのだ。

　たしかに鍵をかけたはずなのに。

　いや、そうでなくとも、入っていると知りながらドアを開けようとするなんて、非常識にもほどがある。

　歩美がそう思って慌てて振り返り、ドアノブに飛びつこうとした。

　だが、一瞬早くドアが開き、見合い相手と正面から向き合う形になってしまったのだった。

「なんで開けるんです……か……」

　口を開いたまま、歩美は動けなくなった。悲鳴すらあげられない。なぜなら、目の前の見合い相手は全裸だったのだ。

「歩美さんは二十歳だったよね？　胸はちょっと小ぶりだけど、いい形してるなぁ。それに、お尻のラインは僕の好みだよ、うん」

　丁寧だった言葉遣いがねっとりとした口調に変わり、歩美は背筋がゾッとした。

（叫ばなきゃ、出ていってって……やっぱり、イヤ。この人とは試さなくてもわかる！）

　心の中ではそう思うのだが、どうにも口も身体も動かない。

　歩美が泣きたくなったとき、男はいっそう目をギラギラさせて近づいてきた。

『その小さなおっぱいを突きだしたポーズ、可愛かったなぁ。鏡越しに見てるだけで、こんなになっちゃってさ』

　その卑ひ猥わいな言葉に、歩美は初めてバスタブの向こうに見える壁一面の鏡が、部屋側からは浴室が丸見えのマジックミラーだということに気づいた。

『一回目は立ったまましようか。ショーツを膝ひざまで下ろして、こっちにお尻を向けて、洗面台に手をついてくれる？』

　男のいやらしい笑い方に、歩美の全身に鳥肌が立った。

　なんでついてきたのだろう、と今さらながら死ぬほど後悔する。

『い、い……や、です。わたし、帰ります』

　なるべくグロテスクな物体から目を逸らしつつ言った。

　出ていってもらって服を着るにしても、マジックミラーだと意味がない。そのとき、浴室の隣にドアがあったことを思いだした。浴室とトイレが一体型でない以上、そのドアがトイレに違いない。

　歩美は服をかき集め、小走りで見合い相手の横を駆け抜けようとした。

　ところが、すれ違う瞬間に腕を掴まれる。

（ヤダ、ヤダ、ヤダ、絶対にイヤ！　同じ空気を吸うのもイヤーッ）

　歩美はスーッと息を吸い込み、思いきり叫んだ。

『きゃあっ！　放して、放して！　もう、ヤダーッ!!』

『デカい声出すんじゃないよ。何言ってんの？　これも見合いだよ、見合い』

　そんな言葉とともに顔が近づいてくる。キスされると思ったとき、手にした服で男の顔を思いきり叩いた。

『いてっ！　何するんだよ。見合い相手に恥かかせた、って言いつけるぞ！』

（それは困るけど……やっぱり、無理っ）

　歩美はとっさに叔母の顔を思い浮かべて謝った。

『ご、ごめんなさい。でも、絶対にイヤです！』

　床に散らばった服を拾わなくては、このホテルから出ることもできない。そう思うのだが、男の顔に押しつけた服は触るのも気持ち悪い。

（でも、我が慢まんしなきゃ。とにかく、拾わなきゃ！）

　歩美が服に手を伸ばしたとき、男の手も歩美の胸に向かって伸びてきた。

『身体の相性を試すって言ったよね？　自分で決めてついてきたんだよね？　今さら、ごめんなさい、は許されないってわかってるよね？』

　もう、服どころではない。歩美は思いきり男の手を振り払う。

　そのままの格好でトイレに飛び込み、鍵をかけて籠ろう城じょうすることになり――。




　＊　＊　＊




　ラブホテルの室内。本来、甘い吐息か荒々しい呼吸に埋もれるはずの場所で、歩美は身振り手振りを加えて必死に和也に説明を繰り返していた。

「だからね……そういうコトはされてないから、病院とか、行かなくて平気だから」

　とりあえず、和也が買ってきてくれた可愛いＴシャツとショートパンツに着替え済みだ。

　ラブホテル近くのデパートの袋に入っていたが、服がないと言ったばかりに下着まで揃そろっていた。Ｍサイズのアウターやショーツはともかく、ブラジャーの今のサイズがＣカップで、アンダー六十五ってことまで知られているのはなぜだろう？

　ブラジャーをつけ始めたのは中学生になってからのこと。当然だが、和也の前を下着姿でうろうろした覚えはないし、高校を卒業してからもちょっとくらいは成長して、今のカップまでサイズアップしている。

（そ、そりゃ、うちに出入りしてるんだから、干してる下着を見たらすぐにわかるけど……。でも、和也くんのそんなトコ、絶対に想像したくないっ！）

　誰もいないのを確認して、コソッと歩美の下着を手に取る和也の姿を思い浮かべ、慌てて馬鹿な妄想を振り払う。

　和也はジャケットのボタンを外し、冷蔵庫からスポーツドリンクの缶を抜きだすと、ベッドの奥にあるソファにどっかと腰かけた。

　赤い合皮のソファはふたり掛けで、壁から一メートルくらい離して置かれてあった。ソファの前には小さな木製のテーブルがあり、見合い相手が飲んだらしいビールの空き缶が三個転がっていた。

　和也は面白くなさそうにその空き缶を睨にらみつけている。

　一方、歩美は和也が来てくれたことで、心に余裕ができたようだ。

　とんでもない状況にもかかわらず、彼の手にある細い缶のスポーツドリンクに気づき、こんなサイズがあったんだ、と少々ずれた部分に感動を覚えていた。

「えっと……わかってくれた？」

「ああ、ようするに、おまえは今もバージンのままってことだろ？」

「そうそう、バージンだから全然問題は……って、なんで知ってるのっ!?」

　歩美は真っ赤になって抗議するが、和也はさっきに比べてずいぶん落ちついた表情でスポーツドリンクを飲んでいる。

『その野郎の落とし前はきっちりつけてやる！』

　先ほどそう言いきったときの和也には、夏なのに背筋がゾッとして寒気を感じたほどだ。

　だがバージン云うん々ぬんはともかく、見合い相手とラブホテルに入った経緯を正直に話したら、さらに罵倒されると思っていたのでかなり拍子抜けだ。

　この事態は喜んでいいのか、怒っていいのか、歩美にもよくわからない。

「それはともかく、おまえが見合いをする気になった事情ってヤツを話せよ」

「そ、それは……」

「それは？」

　和也は歩美を急き立てるように復唱する。

　非常に答えづらい質問だ。どうにも気まずくて、歩美もどこかに座ろうとした。

　だがベッドの上は座りにくい。ソファは和也の座っているふたり掛けが一脚あるだけだ。この空気の中、膝の触れ合う距離に並んで座る気にはなれない。

　しかもここはラブホテル。和也にとっては妹同然だろうが、歩美にすれば片思いの相手。視線を向けられるだけでもドキドキするのに、近づき過ぎてはまともに話ができるはずもない。

　初めはソファの後ろの壁にもたれていたが、なんとなく和也の死角に入るであろう場所……ソファの真後ろに膝を立てて座り込んでしまう。いわゆる、体育座りだ。

　背中合わせに和也の存在を感じながら、歩美は訥とつ々とつと話し始めた。

「だって、さ……お兄ちゃん、叔母さんにお見合いを断るのに、わたしが一人前になるまで自分の結婚は考えない、って言ってたんだもの。お父さんとお母さんが死んだときに、叔母さんにそう約束したって」

　十一年前、両親が亡くなったとき、歩美は十歳、光太は二十二歳だった。

　光太は和也と同じ大学に通い、ふたりともパイロットを目指していた。

　ふたり揃って大日本空輸の選考試験をいくつもパスして、あとは面接と英語のコミュニケーションテストのみ、というところだったのだ。

　だが、採用されたら地上配置期間は様々な場所を経験することになる。羽田や成田ならいいが、地方の空港に配置される可能性もある。しかもそのあと、副操縦士になるための訓練期間は、ドイツやアメリカに二年以上行かなければならない。その間、自由に帰国することもままならなくなる。

　自分の夢を叶えるために、小学生の妹をひとり残して海外にまでは行けない。光太はそう考え、パイロットの夢を諦めたに違いない。

　だが、それ以外にも問題はあった。

　兄妹の両親は小さな洋食屋を経営していた。しかし、自宅を担保にした借り入れが残っていたのだ。それは長年に亘わたる店の運転資金や光太の大学費用で、自宅を売却しなければ返済不可能な額だった。

　事故の相手は無保険車両を運転していた無免許の未成年。しかし父の車も制限以上のスピードを出しており、過失相殺の部分もあったとして処理された。そのため賠償金は、ほぼないに等しかった。

　さらには間が悪いことに、両親の生命保険は支払いが滞り、契約が失効していた。

　頼りにできる親戚は、母の妹である叔母ひとり。叔母は歩美を引きとると言ってくれたらしいが、叔母の夫は施設に預けることを提案した。

「そのときに叔母さんに言ったんだって。成人した家族がいるのに、そんな場所に預ける必要なんてない。自分が責任を持って育てますって」

　光太が叔母夫婦にそう啖たん呵かをきったとき、和也も傍にいたという。

　自宅を売って借金を清算したあと、光太は大学を中退し、父の残した洋食屋を引き継いだ。

『光太はパイロットになるんだから、この店は父さんと母さんとでやれるとこまでやるさ。歩美が嫁に行ったら店じまいして、老後は孫の面倒でもみて過ごすか』

　そんなことを言って笑っていた両親の姿を、昨日のことのように思いだす。

「家が苦しいなら高校に行かずに店を手伝う、って言ったら、お兄ちゃんは、お父さんとお母さんに約束したから絶対に高校は卒業しろ、って……でも、高校のときには大学まで行け、って言いだしたのよ。まあ、成績が悪かったから諦めたみたいだけど」

　歩美が膝を抱えてボソッと口にすると、頭上から和也の声がした。

「そうだな。おまえは塾も行かずに、家から一番近い都立高校に合格したんだよなぁ。で、高二の夏に光太が進学しろって言い始めたとたん、成績が落ちたんだっけ」

　和也に鋭く指摘され、歩美の手は自然と前髪を引っ張っていた。

「だ、だって……勉強が難しくなったから……それに、そもそも勉強って好きじゃないし……」

　歩美の苦しい言い訳に、和也は苦笑いを浮かべた。

　本当に勉強は嫌いだった。一生懸命頑張ったのは、少しでも光太に喜んでほしかったからだ。そして途中で頑張らなくなったのは、高校さえ卒業すれば一人前の大人になれると思ったから。

　光太はちゃんとした会社に就職しろと言ったが、歩美自身が店を手伝うことを選んだ。自分が店のことを覚えて、ひとりでもできるようになりたい。もし、光太にやりたいことがあるなら、今からでもチャレンジしてほしい、と思ったからだった。

　だが、そんな歩美に光太は言った。

『未成年が生意気なことを言うんじゃない』

　それからというもの、歩美の目標は〝二十歳の誕生日〟になった。

「今年成人式だったでしょう？　で、わたしはもう大人だから、ってお兄ちゃんに言ったのに……」

　すると光太は今度の目標を、〝歩美を嫁に出すまで〟に設定していたのだ。

　勝手なこと言わないでよ、と怒りたい気持ちはある。でも、歩美のためにいろいろなことを我慢してきたであろう光太に、反抗なんてできるわけもない。

「で、誰でもいいから結婚しようと思ったのか？」

　和也の声は憮ぶ然ぜんとしていた。

　それは呆あきれたような、怒ったような、微妙なニュアンスだ。

「誰でも、じゃないけど……」

　見合いをして、相手しだいでは結婚を考えてもいいか、と思った理由は他にもあった。でも和也にそれを言うべきかどうか、歩美は困ってしまう。

「選んでるとは到底思えないけどな。見合い当日にラブホテルに連れ込むような、そんなクズ男のどこに惹ひかれたんだ？」

「う……」

　歩美はちょっと迷ったあと口を開く。

「えっとね……スカイエアって航空会社、知ってる？」

　唐突な質問だったが、和也は少し考えるようにして答えてくれた。

「同業だから、一応な」

「お見合い相手の人、そこのパイロットなんだって。あ、ううん、別にだからどうってわけじゃないのよ。なんていうか……和也くんを見てて、パイロットってものすごく真面目で高潔でないとできない仕事なんだろうなぁとか思って」

　ヨイショするつもりはなく、本当に本気でそう思っていた。

　フライト十二時間前から飲酒は禁止といわれているが、和也は二十四時間も前から禁酒している。誰に勧められようとふぐ料理には手もつけず、貝類も生では絶対に食べない。万にひとつも食中毒になり、フライト中に発症したら取り返しがつかないから、だそうだ。

　タバコも吸わないし、生活が乱れるからと言ってギャンブルも一切しない。

『あいつの操縦なら安心して命を預けられる――とは思うけど。でも、親友の立場で言うなら……もうちょっと遊んでもいいと思うんだよなぁ。和也は程々を知らないからなぁ』

　光太さえもそう呟つぶやくほどだ。

　そんな光太だが、歩美の目から見たら、一旦決めたことは譲らないという頑固さはふたりとも大差ない。

　でも、自ら希望した仕事だから、と全身全霊で使命を果たしている和也は、やはりカッコよくて……。ひょっとしたら、パイロットだという見合いの相手も和也のような男性かもしれない、と思ってしまった。

　そんな歩美の言葉を聞くなり、和也は無造作に前髪をかき上げる。そして、笑っているような、それでいてちょっと困ったような顔をした。

「おまえなぁ……いや、自分のことを真面目で高潔じゃないと断言するつもりはない。でもパイロットとはいえ、仕事以外じゃ合コンしか頭になかったり、不倫に精を出してたりする奴らもいる。離婚率もけっこう高いんだぞ」

「……まあ、なんとなくわかった気はする」

　頭の中に見合い相手の姿が浮かび、歩美は身震いした。

「でも、和也くんは違うでしょ？　それに、わたしがパイロットと結婚したら、お兄ちゃんも……パイロットは無理でも、また夢を持とうって思うんじゃないかなぁなんて」

　いつまでも小さな妹ではない。自分のことは心配しなくても大丈夫、と行動で示したかった。

　歩美は赤い壁紙の染みを見るとはなしに目で追いつつ呟く。そのとき、背中のソファがギシッと軋きしんだ。

　ビクビクしながら和也のほうを見ると、彼はやれやれといった様子で首を左右に振っていた。

「その思惑で、光太にコレがばれたら逆効果だな。まだまだ嫁には出せない。男を見る目もないから、今度は彼氏も作るな、とか言いそうだ」

　和也の言葉はもっともで、歩美はしゅんとなる。

　ばれる、ばれない以前に、本当に自分が頼りなさ過ぎて情けない。

「わたしはともかく、お兄ちゃんはもう三十過ぎてるのに、結婚するどころか彼女さえいないじゃない。でも、全部わたしのせいなんだよね。お店、手伝わないほうがいいのかな？　でも家を出る、って言ったら心配かけるだけだよね。あーあ、叔母さんも、どうせならもっとちゃんとした人紹介してよぉ」

　責任転嫁とは思いつつ、叔母のせいにしてしまいそうだ。

　和也は歩美の愚痴が聞こえているのか、いないのか、スポーツドリンクの缶を口につけたまま中空を睨んでいる。

　今回の見合いが断られることになるのは間違いないだろう。でも、あの男は何か嫌がらせを言ったりはしないだろうか？　叔母や叔母の夫の顔を潰した、と言われたら、もっと光太に迷惑をかけてしまう。

　歩美が和也から視線を逸らし、膝を抱えて大きなため息をつこうとしたとき、意外にも機嫌のよさそうな声が上から降ってきた。

「なあ、歩美。おまえが抱えてる問題、一気に解決してやろうか？」

「……はい？」

　何を言いだすのだろうと上を向くと……。

　そこにはこれまで見たこともないほど、蠱こ惑わく的てきな微ほほ笑えみを浮かべる和也が、ソファの背もたれに寄りかかるようにして、歩美を見下ろしていた。







第二章　完璧な計画
















　羽田空港に到着したのが朝六時前。

　昼間の太陽に比べたら、まだ慎ましく思える夏の朝日に目を細めつつ、指定されたパーキングスペースに駐車する。通勤にはハイヤーを使うパイロットも多いが、和也は自家用車で通っていた。頑丈さを誇るドイツ車のＳクラス、無論安全に配慮しての選択だ。

　車から降りつつ、時間を確認して電話をかける。液晶画面には『歩美』の文字がうつり、三回目のコールで繋がった。

『おはよー和也くん。めちゃ早いね。ひょっとして、仕事入った？』

　電話の向こうから元気な声が聞こえる。

「ああ。一応スタンバイだから起きてはいたんだが、五時前に呼びだしがかかったのは初めての経験だな」

　苦笑しつつ、後部座席からフライトバッグを取りだし、車をロックした。

　こんなとき『こんなに早くからどうしたの？』と嫌そうに聞かれないのはありがたい。同じ航空関係の仕事をしていても、わざわざかけてくるな、と言わんばかりの女も多いのだ。

『ひょっとして国際線？　じゃあ、今夜の約束はなしってことで』

　嬉しそうな理由がソレか、と思うと、急に面白くなくなる。

　彼は深呼吸して、あらためて口を開いた。

「残念ながら国内線だ。伊い丹たみと福岡に四レグだから、十六時前には羽田に戻る。十八時までにはそっちに着くかな」

　離陸と着陸で一レグ、通常往復で二レグとなる。今日の場合は伊丹と福岡をそれぞれ往復するので、四レグというわけだ。

『ねえ和也くん……本当にアレを言うの？　あとで面倒なことにならない？』

　往生際の悪い歩美に和也はイラッとした。

「何が面倒なんだ？　俺じゃ不満か？」

『そういう問題じゃなくて……』

　歩美の見合い当日に帰国し、報告書の提出を終えるなり彼女の位置情報を確認した。

　これまでずっと歩美に持たせてきた携帯電話は和也が手配したものだ。光太の承認があるため、和也は保護者の立場で歩美の位置情報を掌握できる。

　もちろん、歩美には内緒だ。

　いずれ歩美が自分で携帯電話を契約するようになれば、もうこの手は使えなくなるだろう。

　それまでには、自分も日生兄妹から離れることを考えなくてはいけない。

　長年、家族同然に過ごしてきたが、本当の家族ではない。どれだけ親身に歩美のことを案じていても、和也は他人にすぎなかった。

　いつか、和也の親切が大きなお世話だと歩美に言われる日がくる。そうなる前に、距離をとったほうがいい。

　和也はそのことを真剣に考えていた……ほんの四日前までは。
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『助けて……和也くん、お願い……助けて』

　電話口から聞こえた歩美の声に、和也は膝が震えた。

　彼にとって〝家族〟とは、都合のよいときに利用する人間の呼び名にすぎない。幸福な家族、愛する息子、尊敬する両親、そんな耳触りのよい言葉に十八年間も翻ほん弄ろうされ続けてきた。

　初めて地元を離れ、そこで得た初めての親友。日生光太の傍は居心地がよく、日生家は和也に家族の温もりを教えてくれた。

　それまでは、人からどう思われてもかまわない。自分の言動で人が傷ついても気にならない、と本気で思っていた。自分には人としての愛情が欠如している。それも、とくに男女間の愛情が。そのことに気づけたのは、光太の両親と知り合えたおかげだ。

　だが、自分の欠点に気づけても、そう簡単に修正できるものではない。

　そんなとき、光太と歩美の両親が交通事故で亡くなった。歩美が十歳になる誕生日当日のことだった。

　子供はできるだけ多く欲しかった、と歩美の両親は話していた。だが光太のあとは一向に子宝に恵まれず、十二年も経って諦めたころに歩美を授かったという。

　家族の誰からも愛され、大切にされてきた歩美。真夏のひまわりのように明るく、無邪気な彼女はいつも笑顔だった。

　日生家を訪れたら、当然のように出迎えてくれる笑顔。

　その笑顔が消え去り、ポロポロと涙を流す歩美の姿は、和也に衝撃を与えた。

　歩美の笑顔を守らなくてはいけない。彼女は誰からも愛され、幸せでいるべき少女なのだ。それは和也の中に芽生えた、初めてのあたたかな思いだった。

　その思いに後押しされるように、両親との突然の別れに泣きじゃくる歩美を抱き締め、和也は誓った。光太が手の届かない部分は、自分が完璧にフォローしよう、と。

　歩美を守るため、家族同様の信頼を得ること――それは和也の中で、唯一無二の使命となった。

　だが、彼女が小学五年生から中学一年生までの二年間、和也は副操縦士の訓練のため日本を離れた。それは彼にとってかなりのハンデだ。ランドセルを背負わなくなるこの時期、少女の心の内を二十代半ばの男が真の意味で理解することは難しい。血の繋がりを持たない男にすればなおさらだ。その貴重な二年間を離れて過ごさなけらばならなかった。

　帰国後も大変だった。

　家族ではない大人の男が、思春期の少女の傍にいることにも様々な問題が生じる。主に周囲の目を気遣い、和也は彼女に対してだけでなく、対外的にも常に理想的な男でいることを求められた。

　そんな和也が一番恐れていたのは、無む垢くな少女は同世代の少年がもたらす危険には非常に無む頓とん着ちゃくだということ。

　光太と一緒にハラハラしていたが、手の打ちようもなかった。

　なんといっても、十代の少年が考えることといえば、すべてがセックスに繋がる。それを知らずに、恋という言葉につられすべてを捧ささげてしまいかねない。もちろん、若い時期の経験も無駄にはならない。それが歩美以外の女の子であったなら、好きにさせてやればいい、と和也も答えたはずだ。

　だが、歩美は別だった。

　彼女だけは、そんな危険な状況に身を晒さらさせるわけにはいかない。

　和也はアメリカでの訓練を終え、帰国後はいつも歩美のことが目に届く場所にいた。もちろん、自分に向けられる歩美の恋心も承知の上でのこと。むしろ、自分に向かうようにコントロールしたともいえる。自分は歩美にとって安全だ。歩美の心が和也に向かう限り、他の男に近寄り、火傷やけどすることはないだろう。

　同じ理屈で、高校を卒業したときも二十歳になったときも、歩美に変わらず『和也くん』と呼ばれることに和也は安あん堵どしていた。

　まだしばらくはこのままの関係でいられる。

　愛を理解しない和也を好きでい続けるのは無駄だと、歩美が気づくまでは、『和也くん』として傍にいればいい。

　このときの和也は、本気でそう思っていた。

　そう思った矢先の見合い話。本当は光太と同じく、真っ向から反対したかった。だがそれでは、歩美にとって父親代わりでもある光太からの、〝逃げ道〟という自分のポジションを失うことになる。

　見合いがしたいと言うなら、させてやればいい。仮にも親戚が間に入った正式な見合いであるなら、相手も無茶はしないだろう。歩美にもきつく言い含めておけば、和也の言葉に従うはず……。

　ところが、その思惑は大きく外れ、歩美の居場所を指し示す位置情報はとんでもない場所を液晶画面にうつしだした。

　そして、歩美は泣きながら助けを求めてきた。

　すべては自分の責任だ。和也の心は反省と後悔でいっぱいになる。

　彼女の気持ちをこちらに向けさせるだけにとどまり、男に対する危機感をきちんと教えずにいた。いつか離れるときのため、近づき過ぎてはいけない、という気遣いだったが、それが裏目に出てしまった。

　それだけではない。

　完璧なコントロールを誇る自制心。あらゆることを理性的に解決し、決して感情的にならない。それが、和也がパイロットとしてマックスに近い評価を得てきた機長適性である。

　その鉄壁の自制心は、歩美の電話越しの泣き声ひとつに脆もろくも崩れ落ちた。

　和也は否いや応おうなしに、コントロール不可能な初めての感情を経験することになった。




　＊　＊　＊




　脇に挟んだ帽子をかぶり、フライトバッグをガラガラと引っ張りながら、携帯電話を手に彼は歩きだす。

「そういう問題だろう？　俺と婚約した。光太にそう言えばすべて解決だ」

　あの日、和也が口にした言葉――『俺と婚約したことにしよう』。

　衝動的な提案だったことは否定しない。だが、考えれば考えるほど歩美に悪い虫を寄せつけない名案に思えてきたのも事実だ。

　歩美は自分の親代わりという立場から光太を解放するため、結婚まで考えている。少なくとも先日の見合い相手が彼女にふさわしい男とは思えないが、このままでは同じ失敗を繰り返しかねない。

「いいか？　大事な妹を半端な男に預けられるわけがない。その点、俺なら文句なしに合格点だ。同じ歳の俺が結婚を決めたとなれば、あいつだって内心焦るに決まってる。それも、おまえの希望通りだろう？」

『それは、そうなんだけど……』

　和也の言い分を認めながらも、歩美はどこか不安げだ。

「そのときにおまえがはっきり言えばいい。〝これからは和也くんに応援してもらうつもり〟ってね」

　すると、芝居では嫌だと言わんばかりの歩美の声が聞こえてくる。

『でも……でも、婚約はお芝居なんでしょう？　いつまでも結婚しなかったから、いくらボンヤリしてるお兄ちゃんでも、絶対、変に思う気がする』

　そういう歩美も相当ボンヤリしている部類に入ると思う。兄妹よく似ている、どっちもどっちと言うべきか。

　和也としては正直に言いがたく、とりあえず黙っていた。

『わたしのせいで、和也くんとお兄ちゃんの友情にヒビが入ったら……』

「そんなものは入らない。おまえはもうすぐ二十一、でも、たった二十一だ。結婚を急ぐ理由もない。歩美がやりたいことを充分にやり終えるまで、俺は待つつもりだ、とあいつに言う。そうだな、信しん憑ぴょう性せいを出すために、おまえは専門学校に通えよ。その費用を俺が出せば、光太もいよいよ自分のことを考える気にもなるさ」

『待って！　そんなこと、ダメよ。だって、どんなに困っても、お兄ちゃんだって和也くんにお金を借りたりしなかったのに。わたしがそんなこと……』

　日生兄妹はこの辺りも潔癖だ。ふたりの両親も同じタイプの人間だった。血筋のせいか、それとも親の教育か。

（どっちにしても、俺にはないものだな……）

　和也は自じ嘲ちょうめいた笑みを口元に浮かべる。

「だからこそ、だ」

『え？　どういう意味？』

　歩美は本気で見当もつかないらしい。

「それだけ、おまえが光太より俺を頼りにし始めたってことになるだろう？　学費に関しては……そうだな、専門学校を出てそれなりの資格をとれば、店を続けても外に出て就職しても、おまえにとってプラスになる。そのときに返してくれたらいい。とにかく、これで二年は婚約期間を稼げる。一石二鳥だ」

　そのとき、建物の自動ドアが開いた。和也は足を踏み入れながら、警備員にＩＤカードを示す。

『和也くんは？　わたしにとってはいろいろプラスになるかもしれないけど、和也くんにとっては……その、つき合ってる人、とか』

　可愛らしいヤキモチに和也は笑みが零こぼれる。

「俺にそんな女がいると思うか？」

『いない……気がする』

　微妙な間をあけて歩美は答えた。

『でもずっといない、わけないよね？　人に言えない恋人……不倫、とか』

　何がどうなれば不倫に思考が進むのか、和也は頭を抱えたくなった。

「馬鹿なことを言うな。その手の遊びは十代で卒業した。そうだな、俺にとって一番のプラスは、歳をとるごとに増える一方の見合い話に、断る理由ができることかな」

　これは本心だ。実家の両親からの話なら、『フライトがある』と言って一方的に断ることができるが、上司からの話にはその手が使えない。

　和也は心の内でため息をついた。

『和也くんは結婚とか考えないの？』

「考えてない」

　即答する。だが、正確に答えるなら『考えていなかった』だろう。

　すると思った通り、歩美は突っ込んで尋ねてきた。

『今はそうでもこの先、気が変わったら？』

「変わらないとは思うけどな。万一、結婚したいと思えば相手はいくらでもいる。俺にプロポーズされて、四日も返事を待たせる女はおまえくらいだ」

　巧妙に、結婚を意識したセリフに変わったことに歩美は気づいただろうか。それは、和也の後方から足音が聞こえたせいでもあった。

『……自分で言う？』

　冗談に受け取れるような和也の言葉に、電話の向こうで赤面しているであろう歩美を想像して、和也は吹きだしてしまう。

（まあ、こんなものだろう）

　同時に、背後で息を呑のむ気配を感じた。

　できるだけ自然な素振りで振り返る。そこには、ＣＡ――客室乗務員の制服を着た二十代の女性がふたり立っていた。

　彼女たちは一瞬驚いたような顔をしたが、すぐに笑顔を作り「おはようございます」と口にする。

　和也も携帯電話を少し離して、「おはよう」と返した。

『あの……和也くん？』

「ああ、すまない。そろそろ仕事だ」

『あ、うん。気をつけて帰ってきてね。急がなくてもいいから……』

　歩美はいつもこの言葉を口にする。彼女が両親と最後に話した言葉が――『早く帰ってきて』だったせいだろう。

　その胸中を察し、和也は軽く目を閉じた。

「必ず帰るから、いい子で待ってろ。今日中に結婚の挨あい拶さつを済ませる。変更はなしだ。考える時間はやったんだ。ノーは聞かないぞ」

　運行管理のすべてをとり仕切る、ステーションコントロールのフロアに和也が足を踏み入れた瞬間、一斉に視線が降り注がれた。

　さっきのふたりは和也の思惑通り、ちょうどいいスピーカーになってくれたらしい。

『イ、イエスだけってこと？　それって、考える時間って言わないんじゃ……』

「――切るぞ」

　そのひと言でピッと通話を切る。

「高千穂です。本日スタンバイで、伊丹行き一三便への搭乗命令を受けました。天候情報をお願いします」

　カウンターの内側に立つ運行管理の担当者に向かって、和也はいつも通りの声をかけた。




　七時ちょうどの便で伊丹空港に飛び、折り返しの便で羽田空港に戻ってきたのが十時十分。

　この日はあと二レグ、福岡空港までの往復が予定に入っていた。

　早めに食事をとるとき、和也は社員食堂を利用する。

「キャプテン！　高千穂キャプテン、聞きましたよ。おめでとうございます！」

　食堂中に聞こえるような大声で話しかけてきたのは、副操縦士の那な波なみだった。

　同じ大学の四年後輩。副操縦士になって一年目の新人だ。髪を黒と見分けがつかないような濃いブラウンに染めており、プライベートではピアスもつけている。パイロットの肩書きをふんだんに使い、私生活を楽しんでいると評判だ。

　和也も那波も自社養成と呼ばれるパイロットで、通常の大学を卒業して大日本空輸にパイロットとして採用された。これだけでも百倍以上の難関をくぐり抜けているので、ふたりとも充分優秀といえるだろう。

　だが和也の場合は訓練を最短期間でこなした上、アメリカでの実機の訓練中には、ある伝説まで作っていた。




　訓練のひとつに、〝片発停止対処訓練〟と呼ばれる緊急時に備えたカリキュラムがある。

　日本国内ではそのほとんどがシミュレーターを使って行われるが、アメリカでは違った。訓練中、実際に二基あるエンジンの一基を切り、片方のエンジンのみで着陸する。

　教官が第一エンジンを切ったとき、絶妙のタイミングでバードストライク――第二エンジンに鳥が飛び込むという事故が発生した。教官は即座に第一エンジンを始動させるが、なぜか始動せず二基とも止まったままになる。そうなると、さすがに教官も前代未聞の出来事で、コックピットはパニックに陥りかけた。

　そんな中、和也は淡々とマニュアル通りの手順を繰り返し、自ら操そう縦じゅう桿かんを握り、第一エンジンを始動させた。そしてそのまま何ごともなかったかのように、機体を着陸させたのである。

　訓練終了時には『カズヤ・タカチホはパイロットとしてパーフェクトの素質を持っている』とまで言われ、エンジントラブルの一件は訓練生たちに今でも語り継がれているという。




　副操縦士になってから丸七年を迎える前に、和也は最年少で大日本空輸の機長に昇格。今は機長としての訓練も終え、実際に搭乗を始めて二ヶ月目だった。

　そんな和也と比べるのは気の毒かもしれないが、那波は自社養成パイロットの平均より昇格ペースが遅い。

　彼と和也はこの二ヶ月で二度、一緒に飛んだ。本来なら、機長と副操縦士の両方が新人というバディはあり得ない。だが、それだけ和也に対する上層部の信頼は厚いということだろう。

　そんな和也の目から見て、那波は決して無能なパイロットではなかった。だが、緊急時の決断に時間がかかるのが彼の最大の問題点だろう。

「この間、成田から制服のまま帰ってましたよね？　キャプテンらしくない慌てぶりで、みんな何があったんだろうって言ってたんです。ひょっとして、あの日に結婚決めたんですか？」

　那波と和也は〝二度一緒に仕事をしただけ〟の関係だ。

　同じ大学とはいえ、四年違えばキャンパス内ですれ違ったこともない。事実、彼と初めて挨拶以外の会話をしたのも、最初に組んだときだった。

　にもかかわらず、那波は楽しそうに笑いながら、馴れ馴れしく隣のカウンター席に座り込む。

「あれ？　カレーですか？　天下の高千穂キャプテンでも、こんな庶民のお昼を食べるんですねぇ」

　和也は表情を変えないまま、スプーンを持つ手を止めた。

「社食はいつもカレーですよ。コーパイの那波さんですね。私に何か？」

　副操縦士のことを『コーパイ』と呼ぶ。そして、機長のことは『キャプテン』と呼んだ。

「相変わらず堅いなぁ。後輩なんですから、どうぞ呼び捨てにしてください。キャプテンは今や時の人ですよ。ＢＮＡの出世頭でＣＡの人気も高いのに、ろくにコンパにも出ないでしょう？　誰とも親しくつき合わないから、彼女がいるらしいってのも噂だけで……ここだけの話、本当はゲイなんじゃないか、なんて」

　それがどうした、と言いたくなった。

　ＣＡたちの人気が高いからどうだというのだ。この場合、和也の人間性が愛されているわけではない。肩書きと給料を計算して、結婚するならちょうどいいというだけの話だ。

　そもそも、パイロットとＣＡのロマンスはドラマや映画の中ほど見かけるものではない。もちろんゼロではないが、彼女たちにとってターゲットはパイロットよりむしろ客だと聞いたことがある。

　誠実なパイロットなら、早々と結婚相手を決めており、肩書きにつられてくるような女性は最初から相手にしていない。そして、残った独身パイロットはこの那波のようなタイプが主流を占めていた。

　恋愛に無む頓とん着ちゃくな和也は、プライドの高いＣＡたちにすれば珍獣レベルなのだ。そういった意味合いの人気だと理解している。

「婚約者とは長いつき合いなんでね。それから、成田の件ですが……。私は自家用車で通勤してますから、今日も自宅から制服で出社しました。そう珍しいことではありませんよ」

　勤務外の着用を禁止している会社もあると聞く。だが大日本空輸では、基本的に個人の采配に委ねられる。

　ただ、遊ゆう興きょう施設やとくに酒類を扱う店への入店は禁止事項のひとつだ。

　那波のように合コンで女の子の気を惹くため着用する連中も多いと聞く。そういう場合は、ウイングバッジを外すことで目こぼしされている。

　和也が制服のままラブホテルに入ったのも、まあ、会社にばれない限りはセーフだろう。

　だが、この程度の説明では引き下がれないのか、那波はニヤけた顔で話を続ける。

「でもそれって、早朝や深夜のときだけですよね？　この間は一番混む時間帯だったし……ほら、ラブホがどうとか、けっこうな剣幕で話してたじゃないですか？　キャプテンの婚約者さんなら超美人なんでしょうねぇ。パーフェクトな才女、とか想像しちゃうなぁ」

　どうやら、おだてて和也の口から惚のろ気け話のひとつでも聞きだしたいらしい。あるいは、今夜の飲み会のネタに婚約者の情報を仕入れたいか。

（余計なことを言って、知らない場所で酒の肴さかなにされるのはごめんだ）

　和也は残ったカレーを黙々と食べ、冷めたコーヒーを一気に飲み干すと席を立つ。

「では、那波さん。次のブリーフィングがあるので、お先に失礼します」

　ブリーフィング――フライト前の打ち合わせを理由に、那波の質問は無視してトレイを抱えた。

　そのまま立ち去ろうとした和也の背中に、那波は慌てた様子で声をかける。

「あ、ちょっと待ってください。次は福岡の二二一便ですよね？」

「はい、そうですが」

　和也は足を止め、那波を振り返った。

「僕がコーパイなんです。よろしくお願いします、キャプテン！」

　帰りもおそらく同じだろう。ということは、五時間もこの調子で相手をすることになる。

　和也はふたたび那波に背を向け、小さくため息をついた。







第三章　歩美を俺にくれ
















　江え戸ど川がわ区く南みなみ葛か西さい。

　葛西臨海公園まで少々時間はかかるが歩いていける場所に、洋食屋『極ごく楽らく鳥ちょう』の店がある。昭和を感じさせるレトロな白い暖簾。描かれた『バードオブパラダイス』の文字。〝極楽鳥〟の別名でもある〝比ひ翼よくの鳥〟の夫婦仲にあやかろうと、歩美の両親が名前を決めた。

　暖簾をくぐると古めかしい木の扉がある。そのすぐ横には、これまた懐かしいショーケースにオムライスやカレーライス、ナポリタンスパゲティ、ハンバーグなどのサンプルが並んでいた。

　ここは今から約二十年前、いきなり仕事を失った父が母とふたりで始めた店だった。

　普通の会社員だった父は、この店に常連として通っていた。だが、念願のふたり目を母のお腹に授かるや否や、会社が倒産してしまう。新しい仕事はなかなか決まらず、落ち込む父にこの店の前の店主は『やってみないか』と声をかけてくれたらしい。

　高齢で後継者のいなかった前の店主は、素人の父に一から料理を仕込んでくれたという。その上、破格の値段でこの店を譲ってくれたのだ。

　常連客もみんな変わらず通ってくれて、両親は苦しい時代をどうにか乗り越えた。

　歩美はその話を父からではなく、光太から聞いていた。

　テーブル席が六つ、カウンターには椅子が七脚あり、満席になっても三十人がせいぜいという小さな店だ。

　でも、この店には長年通い続けてくれる客がいる。

　二十年くらい前はサラリーマンで、父より少し上の年代だった人たちがほとんどだ。今はもう定年退職して、だいたいが七十歳を超えてしまっているが、ノスタルジックな昭和の時代を思わせる雰囲気に惹かれて、今でもみんな足を運んでくれている。




「なんていうか……さ。店の古さのわりに流行はやってるとは思うけど。でも、マスターもバイトくんもせっかくのイケメンなんだし、ご飯もこーんなに美お味いしいんだし、もうちょっと宣伝したら、もっとお客さんが増えると思うんだけどねぇ」

　木製のテーブルに置かれた〝とろとろ卵のオムライス〟をスプーンですくって口に頬ほお張ばりつつ、歩美に話しかけるのは親友の東あずま 雪絵だった。

　早朝に和也と携帯電話で話し、約束した十八時まであと三十分もない。

　時計ばかり気にする歩美の前で、雪絵は幸せそうにオムライスを味わいながら話し続ける。

「お金かけなくってもできると思うのよね。だって、このテーブルなんか相当使い込まれてて……味があるって感じ？　いっそ昭和を飛び越えて、大正風をウリにしたらいいんじゃないかなぁ。あ、ほら、歩美が女学生風の袴はかまを着たりしてさ」

　他に客がいないのをいいことに、言いたい放題だ。

　だが歩美のほうも人のことは言えない。呑のん気きに同じテーブルに座って同じオムライスを食べているのだから。

「そりゃわたしだって、店のためなら袴くらいは穿はいてもいいんだけど。でも、お兄ちゃんが……」

　入口の扉をちらちらと気にしながら、歩美はパクッとオムライスを口に放り込んだ。

「最近じゃランチタイムはけっこう若い人が増えてるでしょ？　夜まで若い人で席が埋まったら、おじいちゃんおばあちゃんたちが入りにくくなるから。だから、このままでいいんだって」

「もったいないなぁ。歩美の袴姿だったら、値段上げても若い男の子たちでいっぱいになると思うんだけどなぁ」

　雪絵の言葉に歩美は首を傾かしげた。歩美の容姿で男子が釣れるなら、とうの昔に和也を一本釣りしていることだろう。

　いい加減呆れた口調で歩美は言い返す。

「そんなわけないじゃない。っていうか、店のことはともかく……先輩のことはどうするの？　海水浴場近くの民宿で先輩と一緒にアルバイトだからぁ……なんて浮かれた電話してきてから、一週間も経ってないのに」

「いいの、もうきっぱり諦めたから」

　アッシュベージュに染めた長い髪をかき上げ、雪絵は残りのオムライスをパクパク口に放り込んでいる。

「浮気ってわけじゃないんでしょう？　許してあげればいいのに」

「許すも許さないも、連絡がないんだからどうしようもないじゃない」

「だから、雪絵ちゃんから連絡すればいいじゃない」

「イヤッ！　絶対にイーヤ!!」

　小柄なせいか下手をすれば高校生に見られる歩美に比べ、雪絵は背が高く、目鼻立ちがクッキリした美人だ。高校時代からとくに化粧をしていなくても、大学生で通るほど大人っぽい。

　その雪絵が口を尖とがらせ、子供が駄々をこねるみたいに叫んでいる。

　雪絵の彼氏はひとつ年上で同じ大学の四年生だと聞いた。大人っぽい容姿から、高校時代から遊んでいると噂された彼女だが、実は歩美と同じで男女交際の経験はゼロ。

　そんな彼女にとって念願の初カレで、『この夏にいよいよ初体験よ』と夏休み直前まではりきっていた。ところがそのアルバイト先の民宿で、知りたくない彼氏の過去を知ってしまったらしい。

　彼氏は大学四年間、毎年同じ民宿でアルバイトをしていた。そして、去年までの三年間、同じ女の子を伴ってアルバイトに入っていたのだという。もちろん、ふたりは恋人同士だった。働き始めた初日から変な感じはしたらしい。民宿の主人から名前を間違われたり、常連客や他のアルバイトから何か言いたそうな目で見られたり。三日目に真相を知り、雪絵はそのまま帰ってきた。

「無神経過ぎると思う。もう別れたっていっても、何も同じところでバイトしなくてもいいじゃない！」

「うーん。まあ、そう思うけど……ね」

　雪絵はオムライスにスプーンを突き刺しながら怒っている。

「民宿のおじさんには、ちゃーんと断って帰ってきたんだから。それなのに、電話もかけてこないなんて。もう、信じられないわよ！」

「う……ん、それは、そうかも……」

　歩美が雪絵の話に今ひとつ身が入らず、生返事になってしまうのには理由があった。

　歩美はカウンターの上にとりつけられた時計をみつめる。長針がそろそろ真上を向いてしまうと思うと、どうにも落ちつかなくなる。

「そろそろ、時間だよね」

　雪絵はニヤけた顔で歩美に話しかける。

「うーん、まあ……え？　なんか言った？」

　歩美が聞き返すと、雪絵はスプーンを軽く目の前で振りながら笑った。

「高千穂さん、結婚の申し込みにくるんでしょ？」

　そのものずばりの言葉に、歩美は大慌てだ。

「ちょ、ちょっと！　ホントにやめて。お兄ちゃんに聞こえたらどうするのよ」

　光太はアルバイトの大学生と厨ちゅう房ぼうのほうにいた。カウンターの奥なので、店内の声も聞こうと思えば聞きとれるだろう。でも、出てくる気配はない。

　これはたぶん、ふたり揃って裏口から出てタバコでも吸っているのだろう。

「どうする、っていいじゃない、聞こえても。教えといてあげないと、ショックで倒れるかもよ？」

　愉快そうに笑いつつ、雪絵は微妙に声のボリュームを上げる。

「もう、他人事だと思って」

　彼氏のことを考えたくないせいか、歩美をからかうとなると実にご機嫌だ。

　雪絵には、見合い相手との顛てん末まつから、和也にお芝居の婚約を持ちかけられた話まで全部話してある。彼女は民宿から引き揚げてきた直後だったので、お互いに全部吐きだして、慰め合ったという感じだ。

「いいじゃない。歩美のほうは……まあ、結果的にはおめでたい話なんだから」

「だから、フリなんだって」

　そう言うと、歩美は視線を落とした。

　本当に本物の彼氏が結婚の申し込みにくるというなら、それは文句なくめでたいだろう。それも相手が和也なら、歩美は今ごろ店の前でスキップしながら彼を待っていると思う。

　でも、あくまでお芝居だ。

　和也の気が変われば、『やっぱりやめよう』と言われる可能性も大きい。

　実をいえば歩美自身も迷っている。やっぱりお芝居で婚約なんて間違っているのではないか。後々、面倒なことになるのではないだろうか、と。

（和也くんとの、今の関係が壊れるのが一番怖いよ）

　途中で芝居をやめることになっても、無事に、と言っていいのかどうかわからないが、歩美の目的を達したとしても……。

　和也と光太、歩美の関係は元通りにはならない気がする。

「やっぱり、やめようかなぁ」

　歩美の中で弱気の虫が騒ぎ始める。

「何言ってるのよ。チャンスじゃない！」

　バッとテーブルに身を乗りだし、雪絵は力強く言葉を続けた。

「ここで頑張らないで、いつ頑張るの？　チャンスなんだから、気合い入れて、高千穂さんを誘惑するのよ」

「ゆ、ゆ、ゆーわく!?」

　歩美の声が裏返った。

「そうよ。ドンドン攻めていって、周りに婚約者だって紹介されたら……ああいうお堅い仕事してる人だもの。本物の婚約になるって！」

　雪絵はこぶしを握り締めて力説する。

　だが、そんな大胆なこと歩美にはとてもできそうにない。

「無理。絶対に無理。考えてもみてよ。ラブホで下着姿まで見られたのよ。それでも、なーんにもなかったんだから。和也くんはわたしのこと女として見てないんだって」

　和也は七歳児を診察するドクターのような声で言ったのだ。

『乱暴なことはされなかったみたいだな。見た感じ、痣はついてないし、傷もなさそうだ』

　そんな和也とは反対に、歩美はドキドキしっ放しだった。

　絶対に誘惑できないと宣言するのも、それはそれで虚むなしい。

　言えば言うほど、歩美はどん底まで落ち込んでしまいそうだ。

「でも、好きなんでしょ？」

　雪絵のストレートな言葉に、歩美はたじろいだ。

「そ、そんなこと……今さら言わなくっても、知ってるじゃない」

「だったら、ここは押さなきゃ！　結婚のことはともかく……どうせ経験するなら、そんなキモイ見合い男なんかより、好きな人のほうがいいに決まってるじゃないの」

　高校一年から友だちになり、そのころから歩美の長年の片思いを知っている雪絵はきっぱりと言いきる。そんな彼女の勢いに、なかなか踏んぎりがつかない歩美も思わずうなずいてしまいそうだ。

「ゆ、雪絵ちゃんはどうするの？　彼氏と初体験するって言ってたけど……結局、そのチャンスはなかったんでしょう？」

「んー、しょうがないよね、この夏は諦める。焦って後悔したくないし。でも大学卒業までには、ね」

「卒業したらお母さんのところに戻って、旅館の女将おかみになるんだっけ？」

「そうそう。このまま父と東京で暮らせたらいいんだけど、その約束で高校のときに出てきたから。約束破ったら、父が母や祖母から責められるもの」

　雪絵は離婚家庭だ。母親の実家は箱根の老舗しにせ旅館を営んでいて、父親はひとり娘の婿に入った。でも嫁姑ならぬ、婿姑問題が勃発し、雪絵が七歳のときに父親は妻子を残して家を出てしまう。それから一年足らずで、両親は離婚してしまった。

　雪絵は今、その父親と一緒に東京で暮らしていた。

　大学を卒業したら箱根に戻り、旅館を継ぐため、女将の修業を始める――その約束で都内の高校に進学を許されたという。

　高校時代から、『就活も婚活も私には関係ないことだから』としょっちゅう言っていた。

　そんなサバサバした物言いの雪絵に、歩美は遠慮がちに話しかける。

「旅館を継ぐのはともかく、結婚相手は自分で決めても許されるんじゃない？」

「ダメダメ、母がそれをやって大失敗したじゃない。祖母だけじゃなくて、親戚が集まるたびにグチグチ言われてきたんだから。絶対に許してくれそうにないもの。第一、もう何人か候補は挙がってるみたいだし」

「それこそ……他人事じゃないんだから」

　真剣に話していても雪絵はどこか冷めた感じがする。しかも美人なので、『お高く止まっている』『冷たい性格』などと、高校のころは陰で言われていたこともあったようだ。

（本当の本当は、諦めてなくて……婿に入ってもいいって言ってくれる人を探してるんじゃないかなぁ、なんて）

　歩美は心に浮かんだ言葉を呑み込んだ。

「でも、ソッコーでホテルに引っ張り込むような男は勘弁してほしいわ。っていうか、ついていかないけどね、私だったら。歩美は素直に人を信用し過ぎよ」

　だが、雪絵は呑み込むタイプではない。落ち込む歩美にガツンと言ってくれる。

「信用っていうか……魔が差したんだってば。そういうのも、そろそろ経験しとくべきかなって思ったし……」

　いい人そうに見えたから、と答えたら、今度は男を見る目がないと言われるだろう。

「パイロットだったし？」

「雪絵ちゃん!!」

　歩美が大きな声をあげたとき、ふいにガランと大きな音がした。扉につけたベルの音だ。

　心臓がドキドキし始めて、パッと振り返る。

「何、デカい声あげてるんだ。客がいないからって店で騒ぐんじゃない」

　白いコックコートとコックズボン、黒いロング丈のエプロン。今は見当たらないが、いつもは短く刈り上げた髪にコック帽をかぶっている。歩美の兄、光太だった。

　光太は高校まで陸上部に所属し、短距離走の選手だった。見るからにスポーツマンタイプで、そのため筋肉馬鹿に見られやすい。だが、国立大学をストレートで合格したのだから、歩美とは比べものにならないくらい頭がいい。

　それにプラスして、面食いの雪絵がイケメンというくらいだから、ルックスも平均点以上だろう。

　歩美にとって自慢の兄、文句なしの〝お兄ちゃん子〟だ。正直に言えば、『結婚なんてしてほしくない』と思っていた時期もあった。でも今は、『他の女の人を見てほしくない』という嫉しっ妬と心は、ほとんど消えている。

　それにはもちろん、和也の存在が大きく関係しており……。

　両親が亡くなったあと、歩美の中で和也の存在は大きくなっていった。だが、最初は家族を失った心の穴を、埋めてくれていただけと言ったほうがいいだろう。〝光太に対する好き〟と、〝和也に対する好き〟は同じだった。

　でも、和也が副操縦士の訓練から戻った中学一年のとき、久しぶりに会った和也が特別な男性に見えた。

　口うるさい光太に比べて、和也は歩美を叱ったことがない。今思えば役割分担があったのかもしれない。

　そんな和也は、歩美が憧れずにはいられないほど優しかった。

『お兄ちゃんの分と一緒に作ったから、和也くんにもあげるね』

　そう言って、バレンタインのチョコレートを始めとして、たくさんの手作りプレゼントを渡してきた。マフラーやセーター、手袋など編み物系はもちろんのこと、誕生日やクリスマスのケーキ、クッキーなどのお菓子系、他にはビーズの携帯ストラップ等々。

　光太以上に、大げさなくらい和也は喜んでくれた。

（思いやりだよね。絶対に、優しさだよね。でも……喜んでくれることが嬉しくて、好きにならずにいられなかったんだもの）

　プレゼントは歩美にとって何より大事なものだ。

　両親が急いで帰って歩美に渡そうとした誕生日プレゼントが、事故車から見つかったあの日から……。

　大事な気持ちを喜んで受け取ってくれる。そんな和也に向かう思いは、少しずつ少しずつ増えていき、それに比例して光太を束縛したいという思いは減っていった。

（愛の量が減ったわけじゃないのよ。比率の問題なんだからね。お兄ちゃんのことは変わらず好きなんだから！）

　光太に向かう歩美の愛が減ったと言っているみたいで、思わず心の中で言い訳してしまう。そんな気持ちを隠したくて、わざとつっけんどんに言った。

「お兄ちゃん!?　なんで外から入ってくるのよ。厨房にいたんじゃないの？」

「ああ、タバコが切れてな。コンビニまで買いに行ってきたんだ」

　光太はニカッと笑う。

「もう！　いい加減、禁煙してって言ってるのに。最近じゃどこに行っても、タバコを吸っていい場所なんて減ってるんだから。お兄ちゃんの健康のために言ってるのよ」

　光太の身体を心配しているのは本当だ。

　すると、光太は肩を竦すくめて言った。

「わかったわかった。なんだよ、今日はおっかないな」

「そんなこと……」

　和也が約束通り来てくれたのだ。と、期待した分、ついつい光太にきつく当たってしまう。

（やめようか、なんて迷ってるくせに、ホントーは雪絵ちゃんの言う通り、チャンスなのかもって思ってる気がする……ひょうたんから駒って言うし。ああ、未練がましい！）

　歩美が考え込んでいると、横から雪絵が口を挟んできた。

「違うんですよ、お兄さんのせいじゃありませんから！」

「ちょっと雪絵ちゃん!?」

　雪絵の嬉き々きとした表情に、歩美はビクッとする。

「あ、お兄さん、今日のオムライスも最高でした！」

　そんな歩美に雪絵はウインクした。

　歩美はホッと息を吐く。

「そうだろう？　なんたって、愛が入ってるからねぇ」

　光太の返事に雪絵は楽しそうに笑うが、歩美のほうは気が気ではない。

　こんな恥ずかしい言葉を平気で口にするから、いつまで経っても恋人のひとりもできないのだと思う。

「お兄さん、その愛で私のバージンもらってくれますか？　初カレにふられちゃって、捧げる相手がいなくなったんです！」

　本気か冗談か……九割方冗談に違いないが、雪絵はそんなことを言い始める。

「俺にくれるの？　そいつは嬉しいなぁ。嫁にきてくれるなら、本当にもらっちゃうけどね」

　光太はそれほど軽い男ではないが、本気で言っているとも思えない。

　ようするにセンスの悪い冗談で、これまでも誘ってくる女性客に同じような答えを返しては、ドン引きされていた。

　問題はそのことに本人が気づかず、逆に『ウケている』と思っていることだろうか。

「あー残念、私、お婿さんもらわないとダメなんですよ。お兄さんと結婚したら、毎日美味しいオムライスが食べられるのになぁ」

「雪絵ちゃん！　それ以上言ったらお兄ちゃんが本気にするからやめてってば」

　歩美が刺とげ々とげしい声で止めると、光太はわざとらしい仕草で雪絵に尋ねる。

「こいつ、何怒ってるの？」

「扉から入ってくる人の予想が外れたもんで、ご機嫌ナナメなだけなんです」

　ふたりで顔を寄せ合いヒソヒソと言う。

「ホントーにやめてよ、雪絵ちゃん!!」

　クスクス笑う雪絵にもっと文句を言おうとしたとき、違う声が聞こえてきた。

「なんの予想を外したのか、教えろよ歩美」

　歩美の身体がビクンと震えた。

　店に入ってきた光太を、和也と間違えたときのドキドキがぶり返してくる。

　歩美が声のした方向にゆっくり視線を向けると、白い暖簾を片手ですくい上げながら、光太の後ろから和也が入ってきた。フライトバッグは抱えているが、今日は私服のスーツ姿だ。

「か、かず……和也く、ん……来たんだ」

　歩美の言葉に光太は笑い始めた。

「なんだよ、今さら。東京にいるときは、毎晩のように飯食いにくるだろうが。たまには可愛いＣＡの二、三人連れてくりゃいいのに。気の利かない野郎だな」

（カッコいいパイロットならともかく、可愛いＣＡなんて論外！）

　歩美は心の中で異論を唱える。

　一方、和也はいつもと変わらない様子で苦笑していた。

「ブリーフィング以外じゃ挨拶しかしないから、ＣＡなんて名前も覚えてないんだけどな。まあ、気を利かせろっていうなら、適当に引っ張ってきてやってもいい。でも今日は光太に話があるんだ。今から時間、とれるか？」

　あまりにも軽い感じで言うので、うっかり聞き流してしまいそうだ。

（婚約の話をするんだよね？　それとも……わたし、なんか勘違いしてる？　都合のいいように受け取ってる、とかだったら……すっごく恥ずかしいんだけど）

　口から飛びだしそうな心臓を宥なだめつつ、歩美は和也から目が離せなかった。
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　もうすぐ日付が変わる。

　歩美は厨房とトイレの横にある通路を抜け、休憩室に使っている和室の襖ふすまをそっと開けた。

「あの……ごめんね、和也くん。急に忙しくなっちゃって、お兄ちゃんももう少ししたら……」

　襖を開けた正面に一いっ間けん分の押入れとその横に床の間、床の間の前には座布団が数枚積んである。部屋の隅に置かれたキャスターつきのハンガーラックには、歩美たちの私服やバッグがぶら下がっていた。

　六畳の和室の真ん中に長方形の座卓が置かれている。座卓の上には空からになった小鉢や小皿が数個、同じく空になったご飯茶碗やお椀が綺き麗れいに重ねて置かれてあった。

　そして座卓の上のあいたスペースに、和也は両腕を置き、その上に頭をのせている。

　歩美は店履きのスリッパを脱いで和室に入り、和也の顔を覗のぞき込んだ。すると、彼は目を閉じて眠っていた。

（そりゃあ疲れてるよね。だって、朝五時に起こされたって言ってたもの）

　和也の顔の横には黒い背表紙のルートマニュアルが開かれたままだ。その開かれたページに目を通すが――歩美には意味不明な暗号文のようだ。

　和也が店に来てすぐ、今までの様子が嘘のように忙しくなった。ほとんどが常連で気の置けない客ばかりだが、食事のあとはみんなが光太に話しかけるので、店から離れられない。

　そんな中、邪魔になるから、と雪絵はすぐに引き揚げていった。

　店の外まで見送ったとき、『頑張るのよっ!!』と握りこぶしを作って励ましてくれたが、せっかくならどこをどう頑張ったらいいのかも教えてほしい。

　誘惑とか初体験とか、やれと言われてできるくらいなら、二十歳までバージンではないだろう。

（あれ？　それって雪絵ちゃんに聞いてもダメなんじゃ……。っていうか、雪絵ちゃんもお兄ちゃんにあんな冗談言ってる場合じゃないってば！）

　ため息をつきつつ、お盆の上に和也が食べ終えた皿をうつす。

　スースーと寝息が聞こえる。ワイシャツの第一ボタンが外してあり、緩めたネクタイと襟えりの隙間から鎖骨が見えた。

　これまでまじまじと見たことはなかったけれど、やはり漠然と思っていた通り、和也はスタイルがいい。あらためて、男と女は骨格から違うんだ、と納得する。骨のひとつひとつがゴツゴツしていて、女に比べたらとても頑丈に思える。

（裸になったら、もっと違うんだろうな……）

　なんて考えたとき、フッと脳裏にグロテスクなモノが浮かんだ。

（最低、最悪、あんなモノ見たくなかった……ああ、もう、なんで覚えてるのよっ！）

　見合い相手は田た川がわといった。今のところ、叔母からはなんの連絡もない。当然、こっちからも問い合わせてはいない。余計なことを言ってヤブヘビになると困るからだ。

　歩美にしても〝初めての経験〟には興味津々だが、それと〝あんなモノ〟はどうも結びつかない。

（でも……アレを避けてたら、初体験はできないんだよね。和也くんにも、あるはずだし……って、当たり前だけど）

　なんとなく田川の全裸に和也の顔を重ねてしまい、歩美は慌てて馬鹿な想像を追い払う。

　雪絵に言った通り、歩美の裸同然の格好を見ても和也は表情ひとつ変えなかった。信じられないくらい怒っていたが、それは迂う闊かつな真似をして歩美が田川に襲われたと思っていたからだ。別に、歩美自身が和也に動揺を与えたわけではない。そう思って彼の寝顔を覗き込むと、なんだか泣きたくなる。

（本当にわたしと婚約するつもりなの？　もしそうだとしたら、どんな態度をとればいいんだろう。わたしも言うべきかな？　和也くんのお嫁さんになりたい、とか）

　トクン、と胸が高鳴る。

　目の前にいる和也が、歩美だけのものになる、そんな勘違いをしてしまいそうだ。これはチャンス、なのかもしれない。雪絵の言葉通り、好きな人にせめて『好き』と伝えるチャンス。上手くいけば、〝初めての人〟になってもらえるチャンス。

　でも、チャンスの捕まえ方がわからない。

（なんて言えばいいんだろう？　たとえば……）

「……キス、して……」

　シンとした和室の空気を震わせ、歩美の声が広がる。自分の息遣いだけが耳に広がり、ふいに恥ずかしくなって和室から出ていこうとしたとき、グッと腕を掴まれた。

「ホントに？」

　突如、和也の声が聞こえてきて歩美は戸と惑まどう。

　次の瞬間、ふわりと身体が傾いた。

　何が起きたのかわからないまま、歩美の視界に四角いペンダントライトと天井の木目が飛び込んでくる。

　でもそれは一瞬のこと――。

　視界の八割を遮さえぎるように、和也の顔がほんの数センチのところまで近づいてきた。

「キスしてほしいのか？」

（きっ、聞かれてた!?　どうしよう……どうしたらいいの？）

　照明の灯りが和也の後ろに見え、まるで後光が射しているみたいだ。

「そ、それは……その……してほしいってわけじゃなくて。あ、でも……してほしくないってこともない、かな。で、でも、別に無理にってわけじゃ」

　しどろもどろになりつつ、それでも和也から目が離せなくなっていた。

　これまで一度も見たことのない瞳の色をしている。いや、別に青やピンクというわけではなく、気配というか雰囲気というか。

（これって、わたしが誘惑してるの？　それともされてる？）

　歩美の頭の中はしだいに真っ白になっていく。

「もう一回、キスして、って言えよ」

　和也がこんな言葉を口にするなんて。しかも、なんて色っぽい、甘いささやきなのだろう。

「そ、そんなこと……」

　和也の視線を唇くちびるに感じる。

「いいから、言えって」

　そして耳の奥に広がる声に、歩美の身体は蕩とろけていく。催眠術にかかったようになり、もう一度さっきの言葉が口をついて出てくる。

「……キ、キ、キス、し」

　最後の「て」の声に重なるように、和也の唇が近づいてきて――。

「おまえら、何してんだ!!」

　甘い空気を引き裂くように襖の開く音が聞こえ、光太の声が響き渡った。




　先ほどとは違う種類の静寂が、和室を包み込む。

　和也が身体を起こした直後、歩美も弾かれたように起き上がり、畳たたみの上に正座していた。

　光太は店履きのスリッパのまま、店の床より三十センチほど高い和室の敷居を踏みつけ、今にも乗り込んできそうだ。

　時計のコチコチという音がやけに耳に聞こえる。そして、エアコンのコンプレッサーが止まった瞬間、歩美は意を決して口を開いた。

「えっと……お兄ちゃ――」

「おまえは黙ってろ。和也……歩美に何してた？」

「見たまんまだ」

　ストレートな質問に和也もストレートに答える。

「俺の目にどううつったか、わかってて言ってるんだろうな？」

　光太の口元は抑えきれない感情で震えている。

「光太、話があるって言ったはずだ」

「話なんかあとだ！　俺はおまえのことをずっと信じてきたから、だからこれまで歩美を……」

「歩美を俺にくれよ」

　わかりやすいような、よくわからないような、短い言葉に光太は固まった。

　歩美も同じように息を呑んで和也の顔を見た。

「く……れ、だと？」

「ああ。俺たちは結婚することにした。ふたりで決めたんだ。喜んでくれるだろう？」

　〝結婚〟の二文字に光太は目を見開く。

「馬鹿な……おまえ、『結婚はしない』って」

　光太の声は小刻みに震えていた。

　そんな光太を和也は真正面から見据え、尚も言い募つのる。

「気が変わった。これまではおまえの代役として、歩美を守ってきたつもりだ。でもこれからは、俺のやり方で一生守っていく」

　歩美は胸の奥がジンとした。

（ホ、ホントに、一生ついていきたい……）

　お芝居だとわかっていても、心が震えるのを止められない。

　だが光太の心情としては、そう簡単に納得できることではなかったようだ。

　勢いをつけて和也に掴みかかり、そのまま、こぶしを振り上げる。

　一方の和也は抵抗する気配もなく、黙って目を閉じた。

「なんで……なんで、おまえなんかに……」

　光太が振り上げた手を下ろす瞬間、歩美は和也に飛びついた。

「ダメッ!!　怪我したら飛べなくなるから。お願いだから、和也くんは殴らないでっ！」

「どけ、歩美！」

「イヤよ。絶対にどかない！」

　歩美の言葉にもいっそう熱がこもる。

「おまえ……お兄ちゃんより、こいつを庇かばうのか!?」

　光太の声が裏返っている。

　自分が結婚して一人前になったら、光太も安心するはず。そう思ったのは間違いだったのだろうか。もしそうなら、少しでも早く『ごめんなさい』と謝って、本当のことを話してしまったほうがいいのかもしれない。

　そんなことを考え、歩美が和也から離れようとしたそのとき――逆に、強く抱き締められた。

「ダメだ、歩美……離れるな」

　掠かすれる声で名前を呼ばれ、歩美は彼の腕の中でピクリとも動けなくなる。

「かず……や、くん？」

「光太、こいつはいつまでも子供じゃない。手を引いてくれる保護者は、もういらないんだ」

　和也の言葉に急き立てられるように、光太は言い返した。

「おまえだって同じじゃないか。歩美のことを、守るって」

「男として守る。俺は兄貴の代役にはなれたけど、本物の兄貴にはなれなかった。だから、おまえも俺にはなれない」

　和也の口から零れる言葉が、歩美の胸を焦がしていく。

　熱くて痛い。でも、どれだけ痛くてもかまわないから、聞いていたいと思った。

　光太は力が抜けたように畳の上に座り込む。

「歩美……本当に和也でいいのか？　もう三十過ぎてるんだぞ。おまえよりひと回りも年上なんだ。田舎には両親もいて、こいつはひとり息子だから、いずれ親の面倒だってみなきゃならない。この間、叔母さんに見合いを勧められて、何かあったのか？　あの日だって、和也と一緒に帰ってきただろう？」

　意外と鋭い光太の言葉に、歩美は目の前がクラクラして倒れそうになった。歩美にだって秘密のひとつやふたつはある。雪絵との話はほとんど内緒話といってもいい。

　だがそれは、光太はもちろん、和也にも内緒のこと。今まで、和也に言えて光太には言えないということは、その逆も含めてなかった。

（お兄ちゃんを騙だますんだ……それって、和也くんを選ぶってこと？　お見合いであったこともお兄ちゃんには知らせないままで……本当に間違ってない？）

　躊躇ためらう歩美の肩に和也の指が食い込む。その指先は、『俺を選べ』と言っているみたいだ。

　そんな和也の指先が、優柔不断な歩美の背中を押す。

「お兄ちゃん、ごめんなさい！　わたし、和也くんの傍にいたい。ずっと、ずっと一緒にいたいの！」

　歩美は思わず、和也を選んでいた。

「クソッ！　勝手に持ってけ。馬鹿野郎！」

　胡坐あぐらをかき、光太はヤケクソのように怒鳴っている。

　すると、和也は調子に乗って歩美を膝の上に抱き上げた。

「へえ、このままお持ち帰りしていいんだ」

「か、和也くん、それって違うんじゃ……」

「当たり前だ！　本当に持っていくんじゃない。いや、その前にさっさと歩美から離れろ。ちゃんと結婚するまで、絶対に手を出すんじゃねぇぞ！　もう出してる、なんて言いやがったら……今度こそぶん殴る!!」

　和也の予想通り、渋々だけど光太は結婚を許してくれた。

　でも、これがお芝居だとばれたら……。

（大変なことになりそうだけど、でも、今は和也くんを選びたい。お兄ちゃんごめん！　いつかちゃんと謝るからね）

　そのころには光太にも恋人ができ、和也と歩美の関係も変わっているかもしれない。もとには戻れなくても、前に進める可能性は残っている。

　光太のヤケ酒に麦茶でつき合う和也を見ながら、歩美はなんだか素敵な未来が待っているような、幸せな気分を味わっていた。







第四章　新居はダブルベッドで
















　真っ白い壁、光が射し込むリビング。対面式のカウンターキッチンには大理石風のタイルが貼られ、高級感を醸かもしだしている。カウンターの向こうに見えるダイニングは開放感溢あふれ、トータルで二十畳程度の広さがもっと広く感じた。

　そんな絵に描いたような光景に呆ぼう然ぜんとしながら……。

　歩美は自分がどうしてこんなところに立っているのか、何がなんだかさっぱりわからずにいた。

「和也……くん？　あの、新しいマンションを探すから手伝ってくれ、って言ったんだよね？」

　お芝居の婚約宣言から二週間後、『やっと時間がとれたからつき合え』と呼びだされて、連れてこられたのが十九階建て新築マンションのモデルルームだった。

　受付で和也が名前を名乗るなり、若い男性スタッフが満面の営業スマイルを見せながら飛んできた。そしてそのまま、すでに人が住んでいるみたいに飾られたモデルルームの中を見て回っている。

　子供のころは一戸建てに、今は光太と狭いコーポに住んでいるので、歩美はマンションで暮らしたことがない。

　もっとも、居い候そうろうとしてなら一年足らずのマンション暮らしは経験があった。

　両親が亡くなって住むところが決まるまでの間、光太と歩美は和也が今も住んでいる港区のマンションに住まわせてもらったことがある。

　小学生の歩美でも『なんか浮いてるな』と思っていたので、二十歳を過ぎていた光太はもっと居心地が悪かっただろう。

　そこはセレブ向けのタワーマンションだが、高層マンション建築ラッシュの初期に建てられたらしく、いささか古かった。一方、今日見学にきたモデルルームは新築なので、仕様的にはまさに至れり尽くせりだ。

「あ、あの……さ。こう言ったらなんだけど、今のマンション、何か問題でもあるの？」

「どうして？」

　リビングに置かれた布製のカウチソファに腰を下ろしながら、和也は不思議そうに聞き返す。

「だって十年以上住んでるでしょう？　理由がないとわざわざ引っ越さない気がして」

「おまえさ、あのマンション嫌いなんじゃないのか？」

　ふいに話を振られ、歩美はびっくりする。

「わ、わたし？　別に嫌いってわけじゃないけど。ただ、居候してたときはすっごく入りづらかったかな。今も月に何回か行くけど、警備員さんが変わるたびに呼び止められるし……」

　オートロックでエントランスにはロビーラウンジがあり、フロントにはコンシェルジュがいる。当然、警備員も常駐していて、初めて顔を合わせるときは必ず声をかけられる。マンションのイメージに歩美がよっぽどふさわしくないらしい。

「そのことも理由のひとつだな。あと、一ＬＤＫじゃ狭い。先々のことを考えたら江戸川区内に居を構えておくのも悪くないと思ってね」

「あの部屋が狭いって……面積だけなら、ここと変わらないんじゃ」

　和也が今住んでいるマンションは、一ＬＤＫとはいえリビングとダイニングだけで四十畳もある。

「あ、でも、ここって四ＬＤＫもあるのよ。どう考えても、独身男性が一人で住むような……って、ねえ、和也くん！」

　歩美の話も聞かず、和也はスタスタと別の部屋に入っていく。

　そこは主寝室だ。部屋の三分の一がダブルベッドで占められており、インテリアはブラウン系でまとめられたシックな部屋だった。

「お、ベッドはやっぱりダブルだよなぁ」

　和也がそんな言葉を口にすると、男性スタッフはすかさず説明を始めた。

「主寝室は広くとっておりますので、もうひと回り大きなクイーンサイズのベッドを置かれても充分余裕がございます。就寝時間の違いなどで、別々のベッドでお休みになりたいということでしたら、ダブルとセミダブルの両方を置かれる方もいらっしゃいますよ」

　壁には薄型の大画面テレビがかけてあった。ウォークインクローゼットがあるので大きな家具を置く必要もない。

　歩美が何気なくベッドの上に座ると、和也も隣にやってくる。

「おまえはどっちがいい？」

　ふわっと歩美の身体が浮き、ふたりの肘ひじがかすかに触れた。

「ど、どっちって……何と何のどっち？」

　和也を意識して歩美の声はうわずる。

「ここに、どーんと天蓋つきのデカいベッドを置くか。それとも、二台並べたほうがいいか。おまえが結婚するとして寝室のレイアウトを決めるなら、どっちがいい？」

　和也はいつもと変わらない表情で、ファミレスと回転寿司ならどっちがいい？というような感じで聞いてきた。

　そうなると、歩美も動揺を抑えて真面目に考えてしまう。

「うーん、わたしは同じベッドで寝たいかも。あ、でも天蓋はいらない。キラキラの姫系はそんな好みじゃないから。どっちかといえば、こういう大人っぽいのが好き。あ、和也くんの部屋のベッド、あれくらいでちょうどいいかなぁ」

「まあ、あれもダブルだからな。ちょうど、これと同じサイズか」

　そう言うと、和也はグッと力を入れてベッドのマットレスを押した。

「そう、だけど、ちょっと待って……きゃ」

　ごく自然に歩美の身体が和也のほうに傾き、そのままもたれかかる。びっくりして立ち上がろうとした歩美の手を、今度はガシッと掴まれた。

「か、和也くん!?」

（こ、ここで、なんかするの？　……いやいや、なんにもできないって）

　びっくりし過ぎて、自分で自分に突っ込みを入れてしまう。

「このサイズのベッドでよけりゃ、主寝室だと余裕だな。でも、ふたりで寝るならちょっと狭くないか？」

　そんなことを聞かれても、未経験の歩美にわかるはずもない。

「そ、それは……寝てみないことには」

「それもそうだ。じゃ、寝てみるとするか」

　なんて和也はさらっと口にする。

「え……ええっ!?」

　そのままふわりと押し倒され、歩美の頭の中は真っ白になった。

（待って、待って、ここはモデルルームなんだからっ！　ス、スタッフの男の人だっているのに……和也くんたら、何考えてるのよっ!?）

　なんと和也自身もゴロンと歩美の横に転がり、肘をついた格好でこちらを見ている。

「うちのベッドよりスプリングが柔らかいな。さて……どんな感じだ？」

　そのまなざしはあり得ないほど色っぽい。魔法をかけられたように、歩美の思考は停止する。

「ど、ど、どんなって、言われても」

　そのとき、咳払いが聞こえた。

「あ、あの、リビングのほうでお待ちしておりますので。ご、ご質問がありましたら、遠慮なくお呼びくださいっ！」

　さっきの男性スタッフは早口でまくし立てるように言うと、主寝室から飛びだしていってしまった。

　ずっと和也に手を掴まれたままなので、歩美は無理やり転がされているにすぎない。でも傍はたから見たら、〝カップルがイチャイチャしているだけ〟に見られている可能性もある。というか、それ以外には見えないだろう。

（あの人、絶対に誤解してる。第一、こんなところで……和也くんの馬鹿っ!!）

　恥ずかしさのあまり、歩美は心の中で叫ぶだけで実際には何も言えなかった。

「あの営業マン、大学出たばっかりってとこか。真っ赤だったな。それにしても、カップルをベッドルームでふたりっきりにしてどうするんだって話」

　おかしそうな和也の声に、ようやく歩美にかけられた魔法が解けた。

「モデルルームのベッドで、普通は何もしません！」

　今度こそ和也の拘束から抜けだし、歩美はベッドから転げ落ちた。

「きゃっ」

「おいおい。ひとりではしゃぐなよ」

　今度はおかしくて堪たまらない、といった感じで笑う。ベッドから見下ろす少年のような笑顔に、思わず見み惚とれてしまいそうだ。

　必死の思いで歩美は彼から視線を外した。

「違うでしょ！　和也くんが変なことするから。そもそも、なんでモデルルーム？　なんで引っ越すの？　狭いなんて今まで一度も言ったことなかったくせに」

　歩美はダークブラウンの絨毯に座り込み、和也を見上げながら文句を言う。

　すると、和也は歩美に手を伸ばしながら立ち上がった。

「おまえと婚約したことだし、あのマンションは親父の名義だからな。いつまでも親がついてちゃ情けないだろ？　だから、そろそろ自分の家を持とうかと思って」

「は……はい？」

　和也が親から独立したいと言うなら、問題はないだろう。ただ、その理由に歩美との婚約を挙げては、和也自身が後々困ることになるのではないか。

　そんな歩美の心配をよそに、和也は言葉を続ける。

「戸建てがいいなら探してもいいけど、でも、俺は普通のサラリーマンとは違うからな。朝出勤して夜帰宅、土日が休みという仕事じゃない。ゴールデンウイークに盆休み、年末年始はまず休めない。安全性を考えたら、マンションのほうがいいだろう？」

「それは……そうかも……」

　思わずうなずきそうになり、歩美はハッとした。

「え？　いや、そうじゃなくて。これって、お兄ちゃんの前だけのお芝居なのに……きゃん！」

　言い返そうとした瞬間、和也が屈んだ。絨毯の上に座り込んだままの歩美の額をペシンと叩く。

「何、馬鹿なこと言ってんだよ。婚約しました、ってだけじゃ変に思うだろうが。こうやって新居を見て回ったりしなきゃ、すぐに〝裏がある〟って思われるぞ」

「そ、そうかな？」

　真面目な顔で和也に言われたら、凄く不安になる。

「当たり前だ。ここのパンフレットを持って帰って、ちゃんと光太の見える場所に置いとけよ。なんか聞かれたら、都心のマンションより店の近くに新居を構えたい、って俺が言ってた。そう答えるんだぞ」

　歩美も、言われてみればそうかもしれない、と思い始め……「うん、わかった」と真剣に答えてしまったのだった。




　モデルルームを出たのが十四時近く。スタッフの人たちに「ありがとうございました」と笑顔で見送られる。

　建物の中はエアコンが効いていて涼しかったが、外に出たとたん、うだるような暑さがふたりを襲う。駐車場の車に飛び込むなり、エアコンを効かせて和也は車を走らせた。

　和也の車の後部座席には〝来場記念〟と書かれた紙袋と、抽選で当たったエスプレッソマシンが積んであった。

「こんなにいろんな物、もらっちゃっていいのかな？」

「いいんじゃないか？　当たったわけだし」

「でも、本当に買うわけでもないのに。和也くんが悪いんだよ」

　しれっとした顔で、『来年辺りに結婚を予定している。彼女の実家と同じ江戸川区内に新居を構え、結婚後はなるべく早く子供を作る予定』なんてことをペラペラと話したのだ。

　しかも、和也の勤務先は国内大手の航空会社、大日本空輸。職業はパイロットで年収二千万円近く、と書くだけで周りの目の色が変わっていた。

「あんなに本当のことばっかり書いたら、この先セールスがうるさいんじゃない？」

「嘘を書くほうがやばいだろうが。でも、パイロットの肩書きってヤツは、本当に役に立つんだな。普段は人づき合いを避けてるから、ここまでとは知らなかった」

　和也は心底感心したように言う。

　たしかに、和也が友人と出歩くところは見たことがない。歩美がいつ訪ねても、マンションに友人を招き入れた気配もなかった。それも男女問わず。

　歩美が和也から誘われていくところは山や海へのドライブがほとんどだ。映画やコンサート、美術館や水族館に遊園地など賑にぎやかな場所は、歩美が頼めば『保護者代わり』と言いながらつき合ってくれる。

「和也くん、人が大勢いるところは好きじゃないもんね」

「そういうわけじゃないさ。ただ、かしこまった場所は苦手だな。ドレスコードのあるレストランとか。仕事以外でスーツを着るのは、先輩の結婚式以来だ。本当に肩が凝る」

　片手でハンドルを握りながら、和也は窮屈そうにブルーのネクタイを緩め、濃紺のスーツの肩を上下に動かした。

　そういえば、制服以外でネクタイを締めている姿などめったに見ない。それが今日は高級ブランドのオーダーメイドスーツを着ている。

「ひょっとして、あんなふうに特別に見てもらえるように、いいスーツ着ていった、とか？」

「雑に扱われるよりいいだろ？」

　それは彼の言う通りだ。どんな客でも等しく見てほしい、とは思う。でもマンションは一生に一度の買い物になるような高額な商品。今日のランチはどこで食べよう、なんていうのとはわけが違う。会社側も、確実にローンが組める高収入の客に愛あい想そがよくなるのは、仕方ないことなのかもしれない。

　だが和也にとってはどうだろう。

（お芝居だから、本気でマンションは買わないよね？　それなのに、ここまでやる？）

　スーツも肩書きも、あくまで芝居を本物っぽく見せるための小道具のはず。

　それとも、モデルルームでどんなふうに扱われるか、というのは、男の沽こ券けんにかかわるほど重要なことなのだろうか？

　歩美が首を捻ひねっていると、和也は少し不満そうに言った。

「で、おまえもマシな格好で来いって言ったはずなんだけどな」

　なんの変へん哲てつもない白い半袖シャツにピンクベージュのタイトスカート。これでもデニムのスカートを穿かなかっただけマシと思ってほしい。

　高校までは、かしこまった席なら制服で通用したし、卒業してからはそんな機会もなかった。先日の見合いが唯一のかしこまった席だったが、ちょっとオシャレなサーモンピンクのスーツは、ブラウスごと見合い相手に持っていかれてしまったのだ。

（泣くに泣けない……というか、いっそ笑うしかないっ）

「いいじゃない。モデルルームの人はとくに気にしてなかったもの。きっと、重要なのは和也くんだけなんだと思う」

「まあ、モデルルームでは、な」

「え？　都心に向かってるからマンションに戻るんじゃないの？　わたし、けっこうお腹空いちゃった。この間、マンションの冷蔵庫チェックしておいたから、戻ったら何か作るね」

　光太は店を継いだあと、商売をしながら調理師免許をとった。そんな光太ほどの腕前ではないが、料理は歩美もひと通りはできる。

　それも、和也が好きな物はとくに頑張って練習してきた。

「いや、今日のランチは予約してるから」

「予約!?　ど、どこ？」

「銀座」

　予約と聞いただけでも驚きなのに、銀座なんて言われたら、歩美はどう反応していいのかわからない。もちろん、銀座にもハンバーガーショップやファミレスはあるし、探せば回転寿司だってあるだろう。

（で、でも、そういうところって予約はとらないよね!?）

　いつもと違う行動ばかりとる和也の横顔を、歩美はまじまじと不思議そうにみつめたのだった。




　銀座のデパートに入るなり、婦人服売り場に連れていかれた。

「いいって、和也くん。この服で入れないような店とか、怖くて行けないって。それに……ここ、高いし」

　最後の辺りはさすがに小さな声だ。

　店員に聞かれたら、とてつもなく恥ずかしい。

「予約してるのはこのデパートの十一階だから、別に今のままでも問題ない」

「だったら……」

「このあと行く店がちょっとな」

　まだ先があるのだと知り、歩美は軽く眩め暈まいを感じた。

「こ、このあとぉ？　まだ、どこかに行くの？」

「うるさい！　いいから黙ってついてきなさい」

　歩美を黙らせたあと、和也は店員に「こいつに似合う服を選んでやってくれ」などと言っている。

　服なんてなんでもいい、とまでは言わない。

　でも光太に負担をかけないように、ずっと気を遣ってきた。そのせいか、ブランド品や流行には疎うとくてさっぱりわからない。ここも有名なブランドなのかもしれないが、今まで全く縁のない店だったので、慣れない雰囲気に歩美はタジタジだ。

（もう、なんでいきなり銀座のデパートで服を買わなきゃいけないのよ。いったい、このあとどこに行くって言うの？）

　トップは白、ボトム部分に鮮やかなピンクが配色されたノースリーブワンピースを着せられ、上から白いレースのボレロを羽は織おらされる。

　試着室から出ると、そのワンピースにぴったりというハイヒールまでちゃっかり用意されていた。

「へえ、いいじゃないか」

　という和也のひと言で、歩美はそのままの姿で店から連れだされたのだった。




　十一階のイタリアンの店でパスタランチを食べ、文字通りヨタヨタしながらデパートを出たのが十五時半。

（美味しかった……ような気がする。っていうか、わたし、何食べたっけ？）

　食事中はほとんど話さず、いつもの半分くらいしか食べられなかった歩美のことを、和也は心配そうな顔で見ていた。

「おまえ、大丈夫か？」

「……たぶん、大丈夫……だと思う」

　それより気になるのが和也との距離だった。イタリアンの店を出てからずっと、歩美は彼の腕を掴んだままだ。

　歩美のほうは恥ずかしくて離そうとするのだが、慣れないハイヒールで何度か転びそうになったこともあって、離すなと厳命されている。

　ドレスアップして、銀座の街を和也と腕を組んで歩いている。

　今の状況をあらためて思い返すだけで、緊張のあまり、さらに転びそうになっても無理はないと思う。

「そんなに緊張するような店か？　ＣＡの子に聞いたら、友だちとよく行くって言ってたんだけどな」

　それは何気ない言葉だった。和也の中ではとくに意味などないのだろう。

　でも歩美にとっては比べられた気がして、これまで感じたことのない嫉妬心が芽生えた。

（なんか……悔しいっていうか。切ないっていうか）

　言いようのない感情に胸がモヤモヤする。

「……この間は挨拶しかしないって言ってたくせに、そういう話もするんだ。けっこう仲がいいのね。わたしはただの洋食屋の娘なんだから、ＣＡの人と同じなわけないじゃない」

　我ながら可愛くないと思いつつ、和也の腕に掴まっていた手を離し、ひとりで歩こうとした。

「おまえ、妬やいてるのか？」

　和也の声は今にも吹きだしそうだ。歩美は馬鹿にされた気がして、余計に悔しくなってしまう。

「そ、そういうんじゃなくて……和也くんが嘘ばっかり言うから！」

「嘘は言ってない。第一、おまえを他の女と比べるかよ」

　少し照れたような、ぶっきらぼうな言い方に、歩美は驚いて彼の顔を見上げる。

（馬鹿にしたんじゃなかったの？　じゃあ……何？）

「ほら、手を出せ。また転ぶぞ」

　そう言われたとたん、ヒールがカクンとして転びそうになる。

　そんな歩美の身体を横からすくい上げるように、和也は支えてくれた。

「言ってる傍からこれだ。無理するな」

　和也の声がやけに近い。それも、吐息が頬に触れる距離。ふいに、和室で彼の唇が近づいてきたときのことを思いだす。

　トクントクンと鼓こ動どうが速まり、歩美は彼から離れようとした。

「和也くんがこんな靴買うからよ。わたしには似合わないのに。こんなの、ふさわしくないっていうか……変だと思う」

　和也に優しくされるのは、嬉しいけど怖い。

　でも、和也は歩美の身体から手を離してくれない。むしろ支える力は強くなる一方だ。そのまま歩美をギュッと抱き締め、「似合ってると思うけどな」と呟いた。

「そ……それは、こういう格好じゃないと、和也くんが恥をかくからってことなんでしょう？　でも、だったら、わたし……」

　自分でも何を言っているのかよくわからない。ただ、いつまでも抱き合っていたら周囲の人に変に思われるのではないか、とそんなことが気にかかった。

　そんな歩美の思いが伝わったのか、和也は腕の力を緩める。

　だが、離れることは許さないとばかり、今度はしっかり恋人繋ぎで手を握り、歩き始めた。

「おまえも知っての通り、俺は気の利いた男じゃない。若い女の子の間で流行ってる店も全くわからない。だから、若そうに見えたＣＡを呼び止めて聞いただけだ」

「どうして？　和也くんも変だよ。こんなこと、今までしたこともないのに」

　それが歩美には不思議でならない。

　モデルルームは百歩譲って、芝居がばれないようにする小細工だったとしても……。銀座のデパートでオシャレな服を買ってくれたり、予約が必要なレストランに入ったり、今までと違い過ぎて、そのことが怖いのかもしれない。

「婚約したのに、今まで通りってわけにはいかない」

　和也は正面を向いたまま、感情を抑えたような声で答える。

「でも、それは――」

「ああ、ここが今日のラストだ。ほら、入るぞ」

　和也は足を止め、顎あごをクイッと動かして目的の場所を示した。

「え？　え？　えーっ!?」

　そして歩美が引っ張り込まれたのは――。




　ジュエリーに一切縁のない歩美でもわかるくらい、世界的に有名なブランドショップに足を踏み入れた。

　広い店内、上品なインテリアと上質なサービス、ダイヤモンドの輝きとともに硬質な空気が流れ、高級感に満ち溢れていた。

　こんなところでいったい彼は何をしようというのだろう？

　ショーケースには桁けた違い、というか、丸がたくさん並び過ぎて桁のよくわからない数字が並んでいる。もちろん、それにふさわしい宝石のついた指輪やネックレスが並んでいるのだろう。しかし、数字のインパクトが強過ぎて『キャー素敵！』という感想すら浮かんでこない。

（うちのお店じゃ一品三桁だもの。どれだけ食べても四桁を超えることはまずないだろうし……今日回ったところって、桁が多過ぎる！）

　間違っても和也自身、こういったジュエリーに興味のあるタイプには思えない。

　だが、とくにアタフタした感じもなく、自然に振る舞っている。これくらい腹が据わっていないと、パイロットなんて仕事は務まらないのだろう。

　ブランドスーツもよく似合っていて、歩美以外の誰も、彼が着慣れないスーツを無理して着ているとは思わないはずだ。

　転ばないように、と力を入れるあまり、へっぴり腰の歩美とは大きな差だった。

　今もショーケースを遠目に見ている歩美とは違い、和也は店員に率先して話しかけている。

　すると、ふいに歩美は呼ばれた。

「歩美、こっちだ。ほら、出してもらったから見てみろよ」

「見ろって何を？」

　少しずつ近づいていくと、ショーケースの上に並べて置かれた指輪が目に入ってきた。そのほとんどに大きなダイヤモンドがついていてキラキラしている。

（見る……だけ、だよね？）

　歩美は恐る恐る和也の横に立つ。

「このたびはおめでとうございます。ご婚約者様にご満足いただけますよう、精一杯お手伝いさせていただきますね」

　ショーケースの内側に立っているのは、この店に飾られたジュエリーが似合いそうなエレガントな女性だった。歩美よりずいぶん年上に見える。ひょっとしたら、和也より上かもしれない。

　いや、そんなことより……。

（〝ご婚約者様〟って何？）

　女性の笑顔につられるように、歩美も思わず笑顔になってしまう。

「あの……それはどうも、すみません。でも、あの……和也くん？」

「これなんかいいと思わないか？」

　歩美は状況を説明してもらおうと肘でつつくが、和也はまるで聞こえない素振りで指輪を見ている。

「ほら、ちょっとつけてみろよ」

「待って……それより、聞きたいことが……ある」

　和也は歩美の言葉を無視して、自分の左手ですくい上げるように歩美の左手を握った。そのまま軽く持ち上げ、手にしたプラチナのダイヤモンドリングを薬指に押し込んでいく。

　まるで儀式のような厳かな感覚に、歩美の身体は硬直した。

「ちょっと大きいかな。でも、おまえには似合ってる」

　指輪なんて一度もはめたことのない指に、ラウンドブリリアントカットの三つの石が煌きらめいている。ダイヤモンドでは最もポピュラーで人気のカットだ。真ん中はホワイトダイヤモンド、左右にセッティングされているのは少し小さ目のピンクダイヤモンドだと、女性が説明してくれた。

　他の指輪に比べたら石はそれほど大きくない。

　だが、デザインも色も可愛らしくて、歩美の目は釘くぎづけになる。

「ひょっとして、おまえもひと目で気に入った？」

「うん、すっごく綺麗。こんなにキラキラした指輪、見たことない」

　亡くなった母の宝石箱にいくつかの指輪やネックレス、イヤリングは入っていたが、こんなに洗練された品はなかったように思う。

　歩美は左手を目の高さに翳かざし、わざと光を反射させてみた。ついでに、目の前に置かれた鏡に向かって指輪をうつす。

（芸能人の婚約会見みたい！）

　鏡には、そんな歩美の姿を嬉しそうにみつめる和也の顔もうつっていた。

「じゃあ、これに決めよう。サイズを合わせてもらって……」

　興味はないが、歩美もやっぱり女の子だ。美しい宝石を見てワクワクしないわけがない。そんな自分の姿を和也も喜んでくれていると思うと、子供のようにはしゃいでしまいそうになる。

　しかし、和也の言葉にハッと我に返る。

（え？　『これに決めよう』って言った!?）

「ま、ま、待って、ちょっと待ってよ、和也くん。決める!?　これに決めるって、決めるって……」

　馬鹿のひとつ覚えというか、歩美は同じ言葉を繰り返してしまう。

「他にも見てみるか？　こっちのハート型も可愛いとは思うけど、おまえの好みじゃない気がするんだよな」

　和也が指差したのはハートシェイプカットのダイヤモンドリング。

「うん、まあ、ハートはちょっと……って、そういう問題じゃなくて！」

　歩美は彼の腕を掴むと、グイと引っ張り、ショーケースから離れた。

「なんで指輪なんか買うの!?」

　先ほどの女性に限らず、他の店員にも聞こえないよう小声で歩美は尋ねる。

「婚約したら婚約指輪を贈るのが普通だから」

　和也は当然のように淡々と答えてくれた。

「ちゃんと見なかったけど、この指輪一個で車一台くらい買える金額なんじゃない？　いくら婚約したっていっても……お芝居でこんな高い指輪、怖くてつけられないって」

　歩美の決死の訴えに、和也は大きくため息をついた。

「わかった。じゃ、芝居が終わったら返してくれればいいから」

　たとえ数日間でも、何百万円もする指輪を持っているのは怖い。光に翳して喜んでいられるのは、今だけと思えるからこそだ。

「でも、もし、落としたり……」

「大丈夫だって。保険にも入ってるし、この手の指輪は財産価値があるから、俺の損にはならない」

（そういう問題じゃないんだってば！）

　歩美は必死に考えて妥協案を口にする。

「もっと安い物でも……」

「見る奴が見たらわかるんだぞ。光太は貴金属に疎くても、店の客が気づいてあいつの耳に入れたら、さらに俺の本気が伝わるというもんだ」

　きっぱり言いきられたら、歩美もそれ以上の文句は言えない。

「う……ん、わかった。でも、普段はつけなくてもいいよね？　だけど家に置いとくのも怖いし……あ、和也くんの家に置いといてもいい？」

「ああ、それはかまわない。じゃ、このスリーストーンの指輪でいいな？」

　歩美はビクビクしながらうなずいた。

　そのあと、ふたりは店の奥にある応接室に通されて、歩美は指のサイズを測ってもらった。しかも自動的にお茶が出されるのではなく、ドリンクオーダーを尋ねてもらえるのだから凄い。

（うーん、やっぱり扱いが違う）

　和也が席を外したとき、先ほどの女性が現れてコーヒーを持ってきてくれた。

「お優しいご婚約者様ですね。お歳が離れていらっしゃるのかしら？」

「えっと……はい。あの、十二歳違うんです」

　とくに嘘をつく必要もないだろう。

「まあ！　だから、愛しくて仕方がないって表情でみつめていらっしゃるのね」

「そ、そんなことは……」

　ないと言うのはまずい気がして、歩美はニコニコと笑ってごまかそうとした。

「年齢は少々離れているほうが、よろしいと思いますわ。妻が若いと、夫も努力していつまでも若々しくいてくれますから。わたくしの主人も十歳年上なんです」

　彼女は口元を押さえ、ふふっと笑いながら言う。

「……はぁ」

「妻の仕事についても理解がありますし、年上の男性のほうが遠慮せずに甘えられますものね。スリーストーンの指輪はあの中で一番のお品でしたし」

　歩美は「えっ？」と思わず声を出してしまった。ショーケースの上に出されていた中で、選んだ指輪は中央の石が一番小さく感じた。

「ピンクダイヤはとても希少なのですよ。あのサイズでもホワイトダイヤの十倍はしますから」

「……じゅう……ばい」

「でも、ご婚約者様は最初から決めておられたみたいですね。たしかに、とてもお似合いでしたから」

　愛されているわけではない。指輪は芝居が終わりしだい返すのだから。

　でも、和也が歩美のことを大切に思っていてくれることは間違いない。そうでなければ、こんな茶番にここまで真剣につき合ってはくれないだろう。

（そう……これは茶番なんだから、忘れちゃダメよ）

　光太が歩美に対する責任から自由になり、自分自身のことを考えてくれるようになるまでの関係。

　でもそれまでは、和也のことを婚約者と呼べる。

（二年？　一年？　ううん、もっと短くなるかもしれない。でも、今は……ちょっとくらい、いいよね？）

　歩美はコーヒーをひと口飲み、ゆっくりカップをソーサーに戻した。

「わたしにダイヤなんて似合わないと思うんですけど、でも、和也……さんはとっても優しいから。あ、でも、優しいだけじゃないんですよ。すっごく真面目で頭がよくて、それに、とっても優秀なパイロットで……」

　歩美は〝お兄ちゃん子〟だ。でもそれ以上に〝和也っ子〟ともいえる。光太のことも自慢の種だが、和也の話を振られると、ことさら夢中になって褒めちぎってしまう。

　しかも今日は〝ご婚約者様〟。気をよくした歩美は、和也がいかに優秀なパイロットかを必死になって説明したのだった。

　まさかそのとき、あまりに褒めまくる歩美の様子に、ドアの外で気後れした和也が立ち尽くしていたことなど……思いもしない歩美だった。







第五章　エアポート・キス
















　八月中旬、就寝中にエアコンのタイマーが切れて、もう一度つけるかどうかベッドの中で迷っていたとき、歩美の携帯電話が鳴った。

『今日の十五時過ぎに羽田に着くから』

　時計を見ると、深夜二時過ぎている。

「えっと……和也くん？」

『他に誰がいるんだ？』

　たしかに、こんな時間に平然と叩き起こしてくれるのは和也以外にはいないだろう。

「あの……こっち夜中の二時なんだけど」

『知ってる。でも、今かけないと到着まで連絡できないから。羽田まで迎えにきてくれ。一緒に飯食って帰ろう』

　歩美の頭の中にクエスチョンマークが飛び交った。寝ぼけているせいかもしれないが、和也の言葉の意味が半分以上わからない。

「は？　迎えにって、なんで？　ご飯はうちで食べたらいいんじゃない？　あの……和也くん？」

『世話になったキャプテンと一緒だから、おまえのこと紹介しておこうと思って。到着ロビーのカフェで待っててくれ』

「……ごめん……意味がよく……」

『婚約しながら挨拶なしってのはやばいんだ。じゃ、頼んだぞ』

　それは、歩美に和也が世話になった機長に挨拶をしろ、ということだろうか？

　ということは、和也は会社に婚約を報告したということ……。

　そこまで考えたとき、歩美はパッと目が覚めた。

「ちょっと待って!!　ねえ、婚約のこと会社で話しちゃったの？　それ自体がやばいんじゃ……和也くん!?」

　歩美がそう叫んだとき、すでに電話は繋がっていなかった。




　二週間前に銀座で買ってもらったワンピースを着て、歩美は精一杯の化粧をする。

「いっ！　痛い、これ……ちょっと痛いんだけど……雪絵ちゃん、どうしたらいいのっ!?」

「何やってんのよ。ビューラーに瞼まぶた挟んでどうするのよ」

　アイメイクなんてしたこともない歩美に、雪絵はメイク道具を一式貸してくれた。

　でも、ごくごく簡単そうに見えたまつ毛をくるんとさせる道具も、慣れていないと瞼まで挟んでしまい、思いきり痛いことを学んだだけのような気もする。

　飲食業なので匂いがキツいような濃いメイクはご法はっ度とだ。歩美も厨房に入ることがあるため、爪は伸ばせないし、当然、マニキュアを塗ったこともない。

　普段は日焼け止め効果も考えたファンデーションと口紅を塗るくらいだ。

　そんな歩美の肌を間近で見ながら、雪絵が怒ったような声をあげた。

「何、この赤ちゃんみたいなツルツル肌。高校のときはニキビがあったじゃない！　あーなんかムカつく」

　たしかにニキビもあったのだが、この一年ほどで綺麗に消えた。

　歩美は手鏡を覗き込みながら、ついさっき、雪絵に言われて整えた眉が気になって仕方がなかった。

「あーもう面倒くさいよぉ……このままでもいいかな？」

　お店の休憩室に座り込み、大きなため息をつく。そんな歩美のセミロングの髪を梳とかしながら、雪絵はきっぱりと言った。

「そりゃいいけどね。ただ、空港で機長さんに挨拶するってことは、横にズラッとＣＡの人が並んでるんじゃないの？」

　雪絵にそんなことを言われたら、歩美は頭の中で、美人なＣＡの姿を次々に思い描いてしまう。

「きっと綺麗なんだろうなぁ」

「たぶんね」

　空港には何度も行ったし、飛行機にも乗ったことがないわけではない。

　七年前、歩美が中学二年になってすぐ、和也が副操縦士として初めて操縦桿を握った。その伊丹行きの便に、和也が歩美と光太のふたりを招待してくれたのだ。和也は両親にも声をかけたらしいが、『忙しい』と言われ、招待そのものを断られたという。

「和也くん、何考えてるんだろう……」

　ビューラーを握り締めたまま、歩美はポツリと呟く。

「さあね。でも、ひょっとしたら本物の婚約にしたいのかもよ？」

　手鏡には、ニヤニヤ笑う雪絵の顔がうつっていた。

　そんな雪絵の手前、歩美は必死になって否定する。

「それはないって！　もしそうなら、ご両親に真っ先に報告するはずじゃない。違う？」

　岡山県の南西に位置する、人口五万人の地方都市が和也の出身地だ。

　父親は市議を務めたこともある。現在は私立大学の学長をしており、高千穂家は過去に市長も輩出したことがある名家だった。

　ひとり息子には、大学卒業後は地元に帰り、教育関係の仕事についてほしかったらしい。そしてゆくゆくは市政に携わり市長に、という夢を描いていたようだ。

　そんな親の反対を押しきり、和也はパイロットになった。初フライトの招待を断ったのも、和也の仕事を認めていない、という意思表示ではないだろうか。

　とはいえ、光太が言っていたように和也はひとり息子だ。親に何かあれば、和也も無視はできないと思う。

　そして結婚となれば、事後承諾、というわけにもいかないはずだった。

　歩美が暗い顔をしながら和也と両親の問題を口にすると、雪絵は怒ったような口調になった。

「だから？」

「雪絵ちゃんだってそうじゃない。やっぱりお母さんやおばあさんが大事だから、旅館を継ぐためにいろいろ諦めるつもりなんでしょう？　和也くんも、ご両親に口を出されることがわかってるから、今まで『結婚しない』って言ってたんじゃないかなぁ、とか」

　親を切り捨てられないけど、言いなりにはなれない。

　和也が、結婚しないと言っている理由がそこにあるのだとしたら、婚約の芝居は親には知られたくないだろう。

「そんなこと歩美には関係ないんだから、ガンガン押したらいいのよ」

　雪絵は強気で言う。

「関係ないって……」

　とても強気になれない歩美は口ごもった。

「歩美は人の考えることを気にし過ぎなの。どう思われようと、何言われようと、自分は自分だって自信持って言えばいいのよ」

「雪絵ちゃんは美人だし、頭もいいし、しっかりしてるけど、わたしはそうじゃないもの……変に強気に出て、また、お兄ちゃんや和也くんに迷惑かけたら……」

　どうしても人の目が気にかかる。自分は自分だと自信を持てなかった。

　その言葉で歩美の言いたいことがわかったらしく、雪絵もため息交じりに言う。

「また小学校のときのこと？　そんなこと、いつまで引きずってるのよ。高校のときだって、歩美は男子に人気あったし、女子にだって友だちになりたいって思われてたんだから」

　雪絵に叱られ、歩美はクッと唇を噛かみ締めた。

　両親が亡くなって一年くらい経ったころ、歩美は寂しさを埋めるため、学校ではことさら光太や和也の自慢話をした。とくにパイロットになる和也のことが誇らしくて、同居していることや、歩美のためならどんなことでもしてくれる、と得意げに語った。

　だがそれが、光太だけでなく和也まで学校に呼びだされる事態になるとは、歩美は夢にも思わなかった。

『小学五年生とはいえ、家族でもない男性との同居はいかがなものでしょうか？　困窮されておられるなら、ご親戚に援助を求めてみられては？』

　歩美から話を聞いた児童が家に帰り親に話した。するとその親が、子供の教育に悪影響を与える、とクレームをつけてきたのだ。

『歩美のせいじゃない、何も悪いことはしていない』

　光太たちはそう言ってくれたが、歩美には忘れることができなかった。

　学校では二度と和也のことは話さない。友だちなんていなくてもいい。光太と暮らせなくなったら、和也に会えなくなったら……そのことのほうが歩美は怖かった。

　自分の気持ちを誰にも話せず、寂しいまま中学時代を過ごした。

　高校で雪絵に出会い、不思議と気が合って、全部話したときはホッとしたのを覚えている。

「友だちは、雪絵ちゃんがいてくれるから、それでいい」

　雪絵は仕方なさそうにため息をつく。

「高千穂さんのこともこのままでいいの？　お兄さんに妹離れしろって言うなら、あんたも兄離れしないとね。夢とか恋愛とか結婚とか、お兄さんに言うだけじゃなくて、自分も踏みだしてみるべきよ」

　雪絵の言い分は正論に聞こえる。

　そう思いながらも、歩美は『頑張る』と言えずにいた。

「でも……もし、ご両親にメチャクチャ反対されたら？　そうなったら、もとにも戻れないし、先にも進めない。だったら和也くんの会社関係の人に知られるのもどうかなぁって」

「それでもいいじゃない。本当に好きなら手に入れるチャンスなのよ！　リスクを恐れていてどうするの！」

（だ、だからって、こぶしを握り締めて言わなくっても……）

　歩美がそのことを突っ込もうとしたとき、襖が開いて光太が顔を見せた。

「何がチャンスなんだ？」

　求婚から約一ヶ月が過ぎ、光太もようやく落ちつきを取り戻している。

　和也から渡されたモデルルームのパンフレットも効果抜群で――。

『こんな広いマンション……おまえら、何人子供作る気だよ。まさか、もう……なんて言わないだろうなっ！　ったく……でも、親父はひとりっ子で、お袋には妹がひとり。悦えつ子こ叔母さんに子供ができなかったから、俺たちにはイトコもいないんだよなぁ』

　なんてことをボソッと零していた。

　これは脈ありだ。和也もひとりっ子、歩美と和也に子供が生まれたとき、光太が結婚して子供を作らない限りイトコはできない。自分も結婚を考えたほうがいいのかもしれない……という方向に思考が向くのも、そう遠いことじゃない気がする。

「だから、和也くんの同僚に挨拶するわけじゃない。〝お似合い〟って言ってもらえるチャンスだから、ばっちり決めていかないと、って言ってるの」

　歩美が一生懸命に笑って言うと、光太は軽くため息をついた。

「まあ、あんまり無理はするな。おまえはおまえだ。間違ってもＣＡの綺麗なお姉さんと張り合おうとすんなよ。絶対に勝てないから」

　わかってはいても、あまりにしみじみ言われると反論したくなる。

「そ、そんなことないもん！　和也くんは……えっと」

　そういえばこのワンピースを着たときも、『いいじゃないか』『似合ってると思うけどな』と言っただけ。とくに『可愛い』『綺麗』とは言ってはくれなかった。当たり前だが、『好きだよ』『愛してる』なんて言葉もない。

（それって、『好きだよ』『愛してる』って言ってほしいってこと、だよね）

　結局落ち込むだけで反論の根拠が見つからず、歩美はただ意地になることしかできなくなった。

「無理なんてしてない。わたしだって……マスカラくらい、つけられるから」

「それは、わかってるさ。でも所詮、二十歳になったばかりのヒヨコはヒヨコだよ。つらい思いをする前に、やめるなら早いほうが傷も浅いってことだ」

　光太の言葉に歩美はムッと顔を顰しかめた。

「たとえヒヨコだって、和也くんはわたしを選んでくれたのよ。それなのに、お兄ちゃんはわたしのこと子供扱いばっかりして。雪絵ちゃんが励ましてくれても、ずっと不安が消えないのは……お兄ちゃんのせいなんだから！」

　光太の心配も無理はない。今までだったら、『やっぱりそうだよねぇ』と笑って、歩美も光太の言葉を受け入れていたはずだ。

　でも、あちこちで婚約者と呼ばれていることで、歩美はこれまで以上に和也のことを好きになっていた。

「不安って……おまえ、本当に和也と上手くいってるのか？」

「どうしてそんなふうに言うの？　お兄ちゃんがそんなふうに言うたび、和也くんにわたしはふさわしくないって言われてるみたい」

　雪絵も心配そうな顔で見ている。

　歩美は自分がむきになっていることに気づいていた。和也から与えられる〝今だけの幸せ〟は、一緒にいられる短い時間しか効果がない。離れたら、とたんに寂しくなり、不安でいっぱいになる。

「すまん、歩美……つい」

　光太は心配そうに歩美をみつめている。

　そんな光太の表情を見て歩美はハッとする。そしてすぐに表情を切り替えて、明るい声を出した。

「ごめんなさい！　和也くんは優し過ぎて、どこに行っても褒められるの。嬉しいんだけど、でもその分、モテるだろうなぁって思ったら、ちょっと心配になっただけ。あ、でも浮気したとかじゃないから……和也くんに言ったらダメだからね」

　光太がそれを信じたかどうかはわからないが、歩美の頭に手を置き、ポンポンと二回撫でるように叩くと、何も言わずに背中を向けたのだった。
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　羽田空港、新国際線旅客ターミナル。

　十五時過ぎといえば、多数の便が行き交い混み合う時間帯だ。何度来ても迷いそうになる。でも、到着ロビーでボックス席のあるカフェはひとつだけなので、歩美はそこに向かって歩く。

　通路に、和也と同じＢＮＡの制服をきたＣＡたちがいた。

（うわぁ……やっぱり美人ばっかり。ひょっとして和也くんと同じ便？　いやいや、ちょっと早いってば。空港なんだから、ＣＡさんはいっぱいいて当然じゃない。落ちつけ、わたし！）

　精一杯着飾っても、ＣＡの彼女らが白鳥なら、歩美はヒヨコだ。

　素早くすれ違おうとしたとき、歩美の耳に聞き慣れた名前が飛び込んできた。

「先輩、例の噂、本当だと思います？」

「なんのこと？」

「高千穂キャプテンのことです。婚約したって」

　歩美より少し年上に見える女性が先輩ＣＡに話しかけているようだ。その内容が和也と自分のことだと知り、歩美の足はピタッと止まる。

「ああ、高千穂キャプテンのことなら、生い駒こまさんに聞いたほうが早いと思うわ。そうですよね？　生駒チーフ」

　生駒……その名前に聞き覚えがあるような、ないような……歩美は必死に思いだそうとするが、どうしても思いだせない。

「あら？　どうして私？」

「だって、大学時代におつき合いされてたって聞きましたよ。今もステイ先で高千穂キャプテンが食事に誘うのって、チーフだけですし」

　国内線は一日何レグも繰り返して、最終便に搭乗しない限り現地にステイ――宿泊することはない。でも国際線はそうはいかない。十二時間も飛んで、そのまま折り返し便に搭乗など無茶な話だ。たいてい、現地に一日半か二日滞在し、帰国便に搭乗して戻ってくる。

　その間、現地でＣＡを口説き、情事を楽しむパイロットの話は歩美もよく聞く。

　だが和也はそういったことはいつも否定していた。

（でも、ホントは違うのかもしれない。うちに女性を連れてきたり、部屋に連れ込んだりしないのは……外国で遊んでたから、とか？）

　とんでもない想像に不安が膨らみ、息をするのも苦しくなる。

「あの高千穂キャプテンが婚約なんて言うから、てっきりお相手はチーフだと思ったんですけどねぇ」

「やめてちょうだい。完璧主義の彼を満足させられる自信は、私にはないわね。仕事もプライベートもダメ出しばかりじゃ嫌になるもの」

　彼女の首元に咲くブルーのスカーフは大輪の薔ば薇らのようだ。『チーフ』と呼ばれたその女性は、背が高く、意思の強そうな瞳をしていた。前髪を綺麗に分けたショートボブは理知的に見えるだけでなく、仕事のできる女性のセクシーさも醸しだしている。美しい姿勢からも、〝自信がない〟という言葉とは裏腹な、溢れんばかりの自信が感じられた。

　歩美には眩し過ぎて、とても顔を上げていられなかった。

「完璧主義……それってベッドのほうもってことですか？」

「なんか想像できないよね。どんな顔して……ねえ？」

「こらこら、いい加減にしなさい。そんなこと私に振っても教えてあげないわよ」

　後輩ふたりの言葉に他のＣＡたちからも視線を向けられ、彼女は困ったように笑う。

「えー、それって自分で試してみろってことですか？」

　今度はもう少し高いトーンの笑い声が辺りに響いた。

　そのとき、女性の中に聞き覚えのある男性の声が混ざった。

「こんな場所で、女子高生みたいに騒ぐべきじゃありませんね。生駒さん、あなたがいながら何をしているんですか？」

　ＣＡたちの後方から和也の声が聞こえてきて、歩美はさらに動けなくなった。

　幸か不幸か、背の低い歩美はＣＡたちに埋もれてしまい、和也の目には入らないようだ。そんな場所で立ち止まっていることを周囲の人に不審に思われないよう、歩美は慌てて空港案内のパンフレットを広げる。

　だが、彼女たちが移動すれば、和也と正面から向き合う形になる。

（ど、ど、どうしよう……っていうか、和也くんって仕事中は敬語なんだ。いつもはあんなに俺様なのに）

　クルーと会話する彼と遭遇したことがなかったので、新鮮な口調に激しい鼓動がいつまでも鎮まらない。

（とりあえず、和也くんにばれないようにそっと後退しよう）

　すぐ後ろに柱があるので、その影に隠れて彼らをやりすごす。それから駆け足でカフェに行けばいい。

　小さな身体をさらに小さくして、歩美が後ずさりを始めたとき、彼女はとんでもないことを口にしたのだ。

「申し訳ありません。実は……私と高千穂キャプテンの、大学時代の初体験をみんなが聞きたがったもので」

　それはまるで和也に挑戦するような言いようだった。

　歩美もびっくりして顔を上げる。パンフレット越しに目を凝らすと、ネームプレートには〝生駒多た恵え〟と書かれてあった。

（やっぱり……なんか聞いたことがある。和也くんの……大学時代の恋人？）

　大学一年目から和也のことは知っている。

　とはいえ、歩美の両親が亡くなる以前のことは、それほど記憶にない。あらためて年齢差を感じ、多恵の言葉の内容ともども、大きなショックを受けていた。

　そして、そんな歩美に追い打ちをかけたのは和也本人だった。

「それで？」

（かっ、和也くん、否定しないの!?）

　歩美のパンフレットを掴む手に力が入る。

「ご結婚が決まったのに、昔のことが明るみに出てもかまわないのかしら？」

「勤務中以外なら、どうぞご勝手に」

　若いＣＡたちは最初こそ頬を緩めたが……。

　挑むような多恵の口調と、意に介さずという態度を貫く和也のやりとりに、笑っている場合ではないと思ったようだ。

　周囲に微妙な空気と緊張感が漂い、ＣＡたちが慌てて動き始めた。

　直後、歩美から和也までの間にぽっかりと空間ができる。すると、動揺を露わにしたまま立ち尽くす歩美の姿が、和也の目に晒されることになり――。

「あ……ゆみ？」

　自分の名前を耳にした瞬間、彼女は身を翻ひるがえした。
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　ゲートを抜けて到着ロビーに立ったとき、ＣＡたちの話し声が聞こえた。どうやら、彼女たちの話題は和也の婚約話らしい。

「ＣＡやＧＨにモテまくりで羨うらやましいことだね。天才機長殿」

　敵意を隠そうともせず和也に話しかけてきたのは、ＧＨ――グランドホステスと結婚した副操縦士の青お梅うめである。

　和也より十歳も年上だが、機長への昇進にお呼びがかからない。それは無論、和也のせいではないのだが、青梅自身はそう思っていないようだ。

『若くて経験のないパイロットを機長にしてどうするんだ？　上司のゴマすりが上手くて、要領のいいヤツばかり昇進させやがって。高千穂なんてその最たるもんじゃないか。何が史上最年少キャプテンだ』

　酔ったときにそんな愚痴を零していたらしい。

　彼はコックピットでも、年下の機長に暴言を吐くことがあるという。昇進に結びつかないのは、そういった部分に問題があるのではないか、と思うが、あえて注意してやるほど和也は親切ではなかった。

「ＧＨさんにモテるのは青梅さんのほうじゃないですか」

　そう言うと、見る間に青梅の顔色が悪くなっていく。

「あれ？　青梅さんも離婚組でしたか？　じゃあ、今度はＣＡさんでも……」

「馬鹿を言うな！　女房は、ちょっと実家に帰ってるだけだ。ああ、おまえもついに結婚するんだよな。でも、女ってヤツはそう思い通りには操縦できないもんだ。計算通りにはいかないし、覚悟しとくんだなっ」

　青梅は少し言葉を荒らげつつ、吐き捨てるように言う。

「おっしゃる通りですね。女性の操縦方法はマニュアル通りにはいきませんから。機長になるほうがよほど楽そうです」

　思わず吐と露ろしてしまった本心だが、機長になれない青梅には嫌味に聞こえたようだ。和也を睨み、憤慨した顔で黙り込んでしまった。

（また敵を増やしたな。いや、もともと嫌われてるから、変わりなしってことか）

　和也が小さく息を吐いたとき、今回のフライトのＰＩＣ――責任機長である出水いずみが舌打ちした。

「なんだ、あのＣＡたちは！」

　出水の視線の先には、同じ機で帰ってきたばかりの生駒を始めとするＣＡの一団がいた。

「おい、高千穂。あれははしゃぎ過ぎだ。注意してやめさせなさい」

「はい。出水キャプテン」

　和也は出水に頭を下げた。

　国際線の長距離フライトとなると、機長と副操縦士のふたりだけで乗りきるのは厳しい。高度二五〇〇〇フィート――約七六〇〇メートルを超えると、コックピットでパイロットがひとりになるときは酸素マスクを着用する決まりもある。ちょっとトイレに行くのもかなり不便なことだ。

　他にも、いくら自動操縦とはいえ、すべてを機械任せにしてのんびりしているわけではない。常に目視で周囲の状況を捉え、計器で異常がないかを確認してアクシデントに備えている。だが、その緊張状態を半日維持するのは難しい。

　そのための交代要員として、長距離フライトには機長の資格を持つパイロットが二名搭乗する。それはダブルキャプテンといわれるもので、今回は和也と、この出水が担当だった。

　往路は和也が、復路は出水がＰＩＣに指名され、指名された機長がその機の全責任を負うことになっていた。

　出水機長はあと数年で定年を迎えるベテラン機長だ。和也は副操縦士になるとき、出水に訓練教官を務めてもらった。そのため、何年経っても彼には頭が上がらない。

　その出水の指示で、和也は多恵に注意を喚起したのだった。

　生駒多恵とは大学時代に出会った。美人で頭もよく、非の打ちどころのない女性だと思う。ステイ先で同行するのはいつも多恵からの誘いがあるためだが、ふたりの間に男女のムードが漂ったことはない。かといって声高に友情を論じるほどの熱い空気もなく、腐れ縁、あるいは似た者同士といったところか。和也は多恵にそんな印象を持っていた。

　その多恵がここまで和也に噛みついてくるとは、予想外だ。

（おまえと寝た覚えはない、と叫ぶほどのこともないか）

　社内で誰にどう思われようが、痛くも痒かゆくもない。

　和也が誤解してほしくない人物は、この世の中でたったひとり――。
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「歩美……おまえ……」

　なぜ、ＣＡの影に隠れるようにして、ここに歩美が立っているのか。

　カフェで待っているように言ったはずだった。

（ひょっとして、今の話をすべて聞かれてしまったのか？）

　歩美の顔を見た瞬間、和也の中に動揺が走った。その大きな瞳に煌めく光が見え、何も言わずに彼女は背中を向けた。

　次の瞬間、抑えきれない思いが和也の内から外に飛びだす。

　それは十年にも亘り、和也が同僚たちの前でかぶり続けた無表情の仮面。完璧主義の虚像を見事に砕け散らせた。

「待てよ、歩美！　逃げるんじゃない!!」

　和也は手にしたフライトバッグを目の前にいた多恵に押しつけた。

「ちょ、ちょっと、高千穂くん？」

「悪い、生駒。それを頼む!!」

「頼むって、デブリは？　高千穂くーん!?」

　すでに和也は走りだしていた。

　背後から彼の名前を呼ぶ声が聞こえる。着陸後はデブリーフィング――本日の飛行に関する反省会をして、報告書を提出しなければならない。ようするに、和也はまだ勤務中なのだ。

（ＣＡたちはともかく、出水キャプテンやコーパイの前で……俺は何をやってるんだ）

　人混みをかき分け、白いボレロにかかるストレートミディアムの茶色の髪を見失わないように、意識を集中する。

　職務放棄して、ごく個人的に親しい女性を追いかけるなど、どう軽く見ても始末書ものだ。下手をすれば乗務停止もあり得る。

　たとえそうであっても、今は歩美のあとを追わないわけにはいかなかった。

　一階に下り、エントランスから外に出たところで彼女の腕を掴む。

「きゃ！」

　歩美は小さな悲鳴をあげ、和也から顔を背そむけた。

「なんで逃げるんだ？」

　和也は肩で息をしながら尋ねる。

　どうして歩美が逃げるのか、そして和也自身もどうしてこんなに動揺しているのか、全くわからなかった。

「ご、ごめんなさい」

「いや、だから理由を聞いてるだけだ。さっきの生駒の件が原因なら、あれは……」

　歩美はふいに顔を上げ、食い入るように彼の顔をみつめた。

（いつの間に……こんな顔をするようになってたんだ）

　涙に濡れた艶めいたまなざしに、和也の鼓動が大きく打った。

「違うの！　そうじゃないの。あの……和也くんに特別な女性がいても、全然おかしくないっていうか……。むしろ、いて当然だと思うし。それに、あの生駒さんだっけ？　わたし、あの人の名前に聞き覚えがあって……だから、やっぱりって思っただけなの」

　歩美の返事を聞いた瞬間、十年以上も前のことなのに、と和也は思わず感心してしまった。

　たしかに、多恵の名前は和也と光太の話にちょくちょく登場していただろう。なぜなら大学生のとき、光太が多恵とつき合っていたからだ。

　ただ、自宅に招いて家族に紹介したという話は聞かない。

　歩美は光太の幸せを心から望んでいる。それは間違いないが、昔の恋人の存在は疎ましく感じるかもしれない。または、ふたりの別離は光太の大学中退と重なる。それを知れば、歩美が自分の責任だと思い込む可能性もあった。

　歩美を気遣うあまり、真実を告げられず躊ちゅう躇ちょする和也の態度に、歩美の疑惑は確信へと進んだらしい。

「雪絵ちゃんに教えてもらって、いつもの三割増しに見えるようメイクしてみたんだけど……ぜーんぜんダメ。少しでも大人っぽくって頑張っても、これだもんねぇ」

　前髪をツンツン引っ張りながら、歩美は泣き笑いのような表情を作る。

　それはいつもと同じ、精一杯の強がりにしか見えない。だがなぜだろう、愛らしい仔犬を抱き上げ、撫で回したいような衝動に駆られる。

「歩美……おまえ、マスカラつけてるのか？」

　和也がグッと顔を近づけると、歩美の頬がピンクに染まった。

「うん。やっぱり……似合わない？」

「いや、そういう問題じゃなく。ウォータープルーフでなきゃ、泣いたらパンダになるぞ」

「パ……パン……ダ!?」

　歩美は素すっ頓とん狂きょうな声をあげ、目を見開く。

「ウォーターなんとかって、なんだったっけ？　ううん、それより……和也くん、なんでそんなこと知ってるのっ!?」

「ダテに歳は食ってないからな。マスカラが落ちないタイプか見てやるから、目を閉じてみろ」

　和也は自分でも、何を言っているのだろう、と不思議な気持ちになった。

　おそらく歩美は気づいていない。まさしく女を口説くためにあるような、このセリフの意味を。そして、このセリフがもたらす結果も……。

（我ながら、正気とは思えない。勤務中だぞ、俺）

　まだ心の隅に理性が残っていた。そのほんのわずかな理性で、歩美に目を閉じるな、と念じる。

（さすがの歩美も、そこまで都合よく動いちゃくれない……）

　そう思ったとき、歩美は純粋に和也の言葉を信じた表情で、スッと目を閉じたのだ。

　ふいに甦よみがえる記憶、店の休憩室で聞こえた、掠れるような『……キス、して……』の声。光太が来なければ、おそらくあのときに奪っていたであろう桜色の唇が目の前にあった。

（よせ。やめろ。考えるな。今、勤務中で……）

　和也は思いつく限りの言葉で自分を引き止めようとした。

「和也くん……ねえ、まだ？」

　心細げな声は、まるでキスを強ね請だる甘えた声に和也の脳内で変換される。

（歩美はマスカラを見てほしいと言ってるんだ。他の意味なんて……あるはずがないのに……ええい、クソッ!!）

　彼女の無防備な唇は、和也に向かって差しだされて見える。

　無意識のまま和也の手が動いていた。

　つばに金色の刺し繍しゅうが施された帽子を取り、吸い込まれるように歩美の唇の上に、自分の唇を重ねていた。

　生まれて初めて、和也自身が求めたキスだった。

　トクトクと鼓動が駆け足を刻み始める。

　全身の血が沸ふっ騰とうするように、熱いものが和也の身体中を駆け巡った。

　和也の耳に、通り過ぎる人々の嘆息と揶や揄ゆの声、そして尻上がりに伸びる冷やかしの口笛が届く。

（俺は……何をやってるんだ？）

　制服姿のまま、空港でやるべきことではない。離れなくては――と思ったとき、歩美の指先が白いシャツ越しに和也の胸に触れた。

　突き飛ばすつもりかもしれない。十四年間、積み重ねた信頼を失ったのかもしれない。歩美が泣きだしたとき、自分はどうフォローすればいいのだろう？

（いや、考えるだけ無駄か。そのときはもう、フォローするチャンスすらなくなるんだ。俺は二度と歩美に……）

〝二度と歩美に会えない〟

　その思いに囚われたとき、和也は心臓が凍りついた。

（失いたくない。歩美を失うわけにはいかない。たとえそれが……愛でなくとも）

　和也は自分が人を愛せるとは思っていなかった。だから、自分の中にあるこの激しい感情の呼び名に気づくことができなかったのだ。

　そのとき、歩美の指がパイロットシャツをギュッと掴み、わずかだが、和也に身体を預けてきた。

　ほんの少し残っていた理性が泡のように消えていく。

　和也は歩美の腰と背中に手を回し、さらに深く、ふたりは吐息を重ね合った。







第六章　初めての……
















（和也くんの唇がこんなに熱いなんて）

　歩美はそのことに立ちくらみすら感じていた。

　聞きたいことはたくさんある。でも今は、何も考えることができない。ただただ、重ねられた唇から流れ込む吐息を懸命に受け止めるだけだった。

「……歩美、これ以上はやばい……」

　離れた唇から、掠れるような声が聞こえてくる。

「実は、まだ仕事が終わってないんだ。それに空港のエントランスでこんなこと……本当にやばい」

　和也の声がわりとしっかりしてきて、歩美も周囲の視線に気づき始めた。

　ヒソヒソ声にプラスして「キャー、パイロットよぉ」「マジでキスしてるぅ」なんていう黄色い声も。さらには「新しいドラマの撮影？」「あんな俳優いた？」と立ち止まって眺める人たちまで。

（た、たしかに、これはやばい気がする。そもそも、和也くん……なんでこんなところでキスなんてするのっ!?）

　顔を上げたいけれど、恥ずかし過ぎて上を向くことができない。

「とりあえず、車のキーだ。いつもの場所に停めてある。即行で終わらせるから、車で待っててくれ」

「カ、カ、カフェは？」

　歩美は声が震えて上手くしゃべれない。

　すると、和也の指先が震える彼女の唇に触れた。

「そっちは仕切り直しだ。おまえも、この状況下で空港内をうろつきたくないだろ？」

　少し硬い指先が、歩美の口元を軽くなぞる。

　ゾクゾクして膝から崩れ落ちてしまいそうだ。歩美が彼の胸に倒れ込みそうになったそのとき、ふいにその指先が唇をむぎゅっと掴んだ。

「ほら、エロい顔してないで先に行け。残ったほうが注目を浴びるぞ。行かないなら、おまえを置いて俺は逃げる」

「エロいって……和也くんの馬鹿！　逃げるなんて酷いっ!!」

　とっさに言い返したとき、和也がプッと笑った。

「元気になったじゃないか。ほら、行けよ」

　歩美は車のキーを掴むと、和也に背中を向けて走りだした。




　立体駐車場の隅っこがいつもの駐車スペースだ。一般客と同じ駐車場を同じ料金で利用していると聞いたとき、『社員なのに？』と不思議に感じたことを思いだす。

　ロックを開け、助手席に乗り込むなり、歩美は自分の唇に触ってみた。

（キス……しちゃった）

　しかも相手は大好きな和也。

　どうしてそういうことになったのか、必死に思いだそうとするものの、見当もつかない。歩美自身、彼を誘惑した覚えはない。『珍しくしっかりメイクしている姿に誘惑された』とでも言われたら、なんて言い返せばいいのだろう。

　キスはほんのりとコーヒーの味がした。

（和也くん、着陸前に機内でコーヒー飲んだのかな？　キスって、そういうのがわかるんだ）

　そんなたわいもないことで歩美はドキドキが止まらなくなる。

　多恵の存在を知って、直前まで自分の気持ちを持て余していたのに。そんなことはもう、どうでもよくなってきている。

　そのまま数十分が過ぎ……考えても考えても、キスの意味はわからない。だが、そういつまでもエンジンをかけっ放しにはできないということに気づいた。

　歩美が車の中で待つのを諦め、エアコンの効いているところに移動しようと思ったときだ。カチリと音がして後部座席のドアが開いた。

「悪い、やっと終わった」

　さっきと同じ、制服姿のままの和也がいた。

　フライトバッグを後部座席に押し込みながら、歩美のほうを見ている。いつもの歩美ならここで『すっごく待ったんだから、お寿司おごってね』とか軽口を叩くところだろう。

　それが今は彼の顔を見るだけで、一瞬のうちに頭の中がショートしたみたいに真っ白になる。論理的な思考なんて、どこを探しても出てきそうにない。

「おまえ、顔真っ赤。ひょっとして、さっきのキスを思いだしてるわけ？」

　和也はそんなことを言いながら運転席に乗り込む。

「ち、ちが……違うもの。そんな……キス、なんて」

　違うと言いたいあまり、まるでバイバイするように両手を左右に振ってしまった。

　その動作がおかしかったのか、和也は必死に笑いをこらえている感じだ。

（なんで和也くんはこんな平気な顔ができるの？　わたしは顔を見るのも恥ずかしくて、これからどうしようって思ってるくらいなのに）

　そこまで考え、ハッとした。

（そっか……和也くんは慣れてるんだ。さっきのキスくらい、何度も経験したことがあるのよ。だから、たいしたことじゃないんだ）

　愛や恋とは関係のない行為。つまり、和也にとってキスはたいした意味を持たないのだ。

　浮き立った気持ちがあっという間に萎なえてしまう。

（ひとりで浮かれて……馬鹿みたい）

　歩美の心は空気の抜けた風船のようになる。

「キスなんて、何？」

　歩美がジッとフロントガラスをみつめ、目まぐるしくいろんなことを考えていると、和也は答えを急かすように質問してきた。

「キスなんて……和也くんにしてみたら、たいしたことじゃないのよね。でも、わたしには……初めてのキスだったのに。す……好きな人と、したいなぁって、大事にしてたのに」

「嘘つけ。初めて会った見合い相手に、バージンまでやろうとしたくせに」

　歩美はグッと言葉に詰まる。

「それは……あのときは……」

　なんとか言い訳しようとするけれど、どうも自分の気持ちにぴったりの言葉が出てこない。

　ただ、恋には波があると思う。

　すっごく好き、と思えるときと、別の人でもいいかも、と思えるとき。絶対にそのどちらかではなくて、ゆっくりと寄せては返す波のような恋情。何もかも攫さらってしまうほどの高波のような情熱が噴きだすこともあれば、波打ち際が遠過ぎて、恋をしていることすら忘れそうになるときもある。

　見合いをしたときは、今ほど和也に対する思いは強くなかった。

　相手がいい人なら好きになれるかもしれない。キスやセックスを経験して大人の女になれば、もっと和也に対する気持ちは消えていくのかもしれない、と。

「でも……何も、なかったもの」

　歩美はポツリと呟く。

「当たり前だ」

　和也のほうは憮然として言い返してきた。

「でも、でも……好きな人と」

「歩美、おまえは俺のことが好きなんだろ？」

「……え？」

　歩美は絶句した。

　ずっと隠してきたつもりだった。和也は兄同然、とことさら人前では言ってきたと思う。和也にも、時々見惚れることはあったと思うが、基本的に光太と同じ扱いをしてきたはずだった。

（それなのに……でも、どうしてこんなときに言うの？　どうして……あんなキスをしたあとで言うのよ）

　間違いではないが、思いきり肯定されてしまったら、イエスとも言いがたい。

「それとも、俺のことが嫌いか？」

　一転して優しい声色に変わった。

　歩美もそれに合わせるように、ソフトに返事をしてしまう。

「嫌いじゃ……ない、けど」

「俺にキスされて嫌だったか？　もう二度としたくないか？　見合い相手にされたほうがよかったと思うか？」

「馬鹿なこと言わないで！　和也くんのほうがいいに決まってるじゃない。そんな、そんなこと……」

　立て続けに質問されたが、最後の問いだけはきっちり否定したくて声を荒らげてしまった。でも、そんな歩美の返事に和也はニヤリと笑う。

（ほらみろ、って感じがメチャクチャ悔しいんだけど……）

　彼にとって都合がいいように誘導された気がして、歩美も頑張って言い返してみる。

「あんなところで……ファーストキス、とか、したくなかったっていうか」

「ああ、人前でってことか？」

　ひと口に人前といってもいろいろある。

　たとえば、結婚式でする〝誓いのキス〟も人前だが、あれは別物だ。キスするところを偶然見られてしまった、というパターンも許せると思う。

　でも今日のような、まさしく公衆の面前で初めてのキスを経験するなんて、考えたこともなかった。

　もちろん、どこでするか、ではない。誰とするか、が一番重要だということはわかっている。わかっていても、ソレとコレとは別なのだ。

「夢っていうか……憧れっていうか……そんなのがあったのに」

「たとえば？」

「ふたりっきりで、デートの別れ際とか？　そういうシチュエーションってあるじゃない！」

「ああ、あるかもな。車で送っていって、そのまま車の中で、とか」

　歩美は思わず「そうそう」と同意してしまう。

　その直後、目の前が暗くなった。助手席のヘッドレストに手を置き、運転席に座った和也が覆いかぶさってきたのだ。

「か、和也くんっ!?」

「じゃ、ファーストキスをやり直してみるか？」

　歩美にしてみれば、それは信じられない提案だった。

（そ、そういうことって、やり直せるの？）

　実をいえばシチュエーションよりもっと大きな問題というか、大事な点がある。

　でも、それを言葉にしたら、和也はきっと歩美に触れることもなくなるだろう。そんな迷いを胸に抱えたまま、歩美は漆黒の瞳に吸い寄せられるようにうなずいていた。

「……うん、やり直した……い」

　和也は脱いだ帽子を後部座席に放り投げ、その直後、歩美に口づけた。

　キスの途中で和也はほんの少し唇を離し、優しげな声でささやく。

「歩美、頼むから目を閉じてくれ」

　歩美も閉じたいと思っている。でも、さっきはキスのことなど考えもせず、『マスカラが落ちないタイプか見てやる』と言われて目を閉じた。

　でも今は、緊張のあまり瞼を閉じようとしても開いたままだった。

「できない、の……瞼が固まった感じがして」

　そのとき、和也の唇が瞼の上に降ってきた。音を立てながら、チュッチュッとキスされ、魔法にかけられたように何も見えなくなっていく。

　そしてふたたび唇が重なった。

　軽くなぞるように啄ついばむようなキスを続け、歩美の下唇を優しく甘噛みした。

「やぁ……んん……っ」

　自分の口から漏れた声に歩美はびっくりする。

　和也を誘っているような、そんないやらしい声。戸惑いながらも、キスは歩美の服を剥はいでいくような感じさえする。少しずつ身軽になっていく錯覚。裸にされた心に優しい快楽が与えられる。

　距離をとるために彼の胸に手を置いたが、縮まる距離を感じながらも、歩美は逆らえずにいた。

「ん……やぁ……待っ、待って……」

　刹那、穏やかだったキスが激しくなった。

　強く押し当てられ、すべてを奪いとり、舐なめとっていく荒々しい唇。和也の舌先に凌辱されるような感覚に陥る。

　でもそれは、決して嫌な感覚ではない。

　それどころか強く愛されているみたいで、すべてを受け入れようとしてしまう。

　だが、和也の手がワンピースの裾すそから滑り込み、太ももに触れた瞬間、歩美の身体は固まった。

（どこまで……するの？　和也くんは、わたしのこと……どう思ってるの？）

　それは歩美が聞きたくても聞けない大事なこと。

　――わたしのことが好き？　愛してる？――

　きっと和也はこう答えるはずだ。『ごめん、おまえがガキだってこと忘れてた。婚約は芝居だから。勘違いするなよ』って。

　それくらいなら、黙ってされるがままになっていたほうがいい。

　雪絵が言っていたように、同じ初めてを経験するなら、もちろん好きな人と経験したほうがいいに決まっている。たとえもっと失恋の傷が深くなって、泣くことになったとしても……。

　求められたら応じよう、歩美がそんな気持ちを固め始めたとき、和也の唇が離れた。

　同時に太ももからも手が離され、歩美は思わずホッと息を吐く。

「歩美、晩飯はおまえの家で食おう。それでいいな？」

　和也は運転席に戻り、シートに背中を押し当てるようにして、ちょっと乱暴に言う。その様子が不機嫌そうに思えて、歩美は理不尽なものを感じた。

「別にいいけど……どうして怒ってるの？」

「怒ってない。そんな理由じゃないんだ。とにかく、しばらく話しかけるな。静かにしてろ」

　和也は早口になり、会話すら面倒な感じだ。

　歩美はカッとして、思わずむきになってしまう。

「わたしの……キスが下手だったから？　そんなのしょうがないじゃない。初めてだって言ったでしょう？　そ、それとも、脚、触られて……逃げそうになったから？　びっくりしただけで、わたしは……和也くんなら、別に」

　その瞬間――バンッとヘッドレストを叩かれ、歩美はビクッと身を竦める。

「いい加減にしろ！　おまえが無邪気なのは知ってるが、今はやばいんだ。頼むから、ちょっと黙っててくれ」

　それは信じられないくらい乱暴な仕草だった。まるで、歩美が和也を苦しめているかのようだ。

「キスされて……怒られて……わけがわかんない」

　じわっと目頭が熱くなり、はらはらと涙が歩美の頬を伝う。

　すると、横から大きなため息が聞こえてきた。

「あのさ、今の俺は、珍しく野生の狩りモードに入ってるんだって」

「……はぃ？」

「だから……このまままっすぐ光太のもとに送り届けないと、晩飯の前におまえを食っちまうぞってこと」

　一瞬で涙が止まった。

（ど、ど、どういう、こと？　和也くんの言ってる意味って……アレっていうか、ソレっていうか……そういうことなの!?）

　こういう場合はなんと返事をするのが正しいのだろう。

　心臓がドッドッドッと全力疾走をしたみたいに激しくなり、スーハースーハーと何度も深呼吸をしてみる。

　そして恐る恐る運転席に視線を向けると、綺麗にセットされた髪をクシャクシャとかき乱し、ハンドルに抱きつくようにして和也はこっちを見ていた。

　数秒間、ふたりの視線が絡み合う。

　車内の空気が瞬またたく間に艶を帯び、ふたたび、彼の唇に吸い込まれそうな錯覚に陥る。

「ああ、クソッ！　ちょっと頭を冷やそう」

　そんなことを言いながら、和也はパワーウインドーのボタンを押すが……なぜか後部座席の窓が下がっていく。

「ったく！　歩美、しばらくこっち見るなよ！」

　小声で自分に悪態をついているところを見ると、どうやら本気で焦っているらしい。

　歩美は蚊の鳴くような声で和也に告げる。

「なんで、見たらダメなの？　っていうか、窓……開けると暑くなって頭は冷えないと思う。エアコンの温度を下げたら？」

　どんなときも落ちついていて、慌てふためく姿など見たこともない。光太や歩美の前では大笑いしたり、怒ったり、ときには怒鳴ったりする和也だが、他の人の前ではそれもしないと光太から聞いた。

（いったい、和也くんはどうしちゃったの？）

　そんな和也の醜態を目まの当たりにして、歩美の頭もこんがらかっていた。

「だから、見るなって」

　片手で顔を覆うようにして、歩美の視線から逃げようとする。

「ご、ごめん、でも」

「二十歳のおまえから見たら、三十二の俺はオッサンなんだろうな。でも、まだまだ枯れちゃいないし、それどころか、人としても男としても未熟なレベルだ。情けないから、あんまり見るな」

　和也の弱音を聞いたのはこのときが初めてだった。歩美はこれ以上ないほどびっくりする。

（和也くんが、自分のことを〝未熟〟だなんて、信じられない）

　歩美はコクンと唾を飲み込んだ。

「わ、わたし……和也くんとふたりで、晩ごはん食べにいきたいなっ」

　膝の上で両手を祈るようにギュッと握り締め、言い終えたとき、手の甲にクッキリと爪痕がついていた。

　緊張し過ぎて変に明るい声になってしまい、車内に微妙な空気が流れる。

「歩美、俺が言ってる意味、わかってるのか？」

　和也のまなざしは真剣だった。

「わかってるよ。和也くんから見たら、二十歳は子供かもしれないけど、でも、言ってる意味はちゃんとわかってる」

　そこはきっぱりと言いきる。

　歩美の心に恐れはあったが、和也を好きな気持ちに間違いはない。

「俺を見合い相手の代わりにする気か？」

「違うの！　あのお見合い相手が、和也くんの代わりだったの……」

（でも……こんなこと、わたしから言っていいの？）

　とたんに、歩美の中で弱気の虫が騒ぎ始める。好きだけど、でも……そこで気持ちがストップするのだ。

　その瞬間、雪絵の声が頭の中に響いた。

『本当に好きなら手に入れるチャンスなのよ！　リスクを恐れていてどうするの！』

　不安に立ち止まりそうになる背中を、雪絵の言葉が後押ししてくれた。

「かっ、和也くんと初体験したいって思ってて、でも絶対に無理って思って諦めて、お見合いしたの。だから、和也くんになら……か、か、狩られちゃっても……いいよ」

　和也のほうを見ずに、ひと息に言いきった。

　我ながら、頑張った、と思う。

　誘惑になっているかどうかはともかく、今の歩美にはこれが精一杯だ。これでダメなら、あとは全裸で迫るしかないが、さすがにそこまでの覚悟はない。

（なんか言ってよ！　怒るとか、笑うとか……なんでもいいから、リアクション返してくれないと……）

　黙ったままの和也の顔を見ることもできず、歩美はワンピースの裾をギュッと握り締めていた。

　そのとき、唐突に車が動き始める。

「おい、シートベルトを締めろ」

　声の調子から和也の感情は読みとれなかった。

　もう一度、勇気を出して聞いてみようか、と思ったとき、和也が返事をくれた。

「飯食いに行くぞ。ふたりきりで……場所は俺に任せるな？」

　急に温度が上昇し、熱を孕はらんだ声に変わる。

　そんな和也の声を聞き、歩美は「……はい」と答えていた。
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　寝返りを打った瞬間、身体がふわりと弾んだ感じがした。

　ゆらゆらと小舟に揺られているような、そんな不思議な感覚だ。少しずつ、心地よいメロディが耳の奥に滑り込んでくる。

（あ……これって、パッヘルベルのカノンだ……高校のとき、掃除の時間にかかってた曲。これを聞くと、掃除しなくちゃって思うのよねぇ。条件反射っていうのかな？）

　懐かしい曲に意識が引き寄せられる。でも少しすると、この曲はいったいどこから聞こえてくるのだろうということに頭を捻っていた。

　少なくとも、光太が朝からこんな曲をかけるとは思えない。いや、そもそも歩美より先に起きるということがあり得ないのだ。

　兄妹の住むコーポは近くに小学校がある。朝、寝坊したときは子供たちのはしゃぐ声や、子供につき添う母親たちの話し声で目が覚めるはずだった。

　でも、今朝は何も聞こえない。

　ということは、まだ起きる時間ではないのだ。こんなに気持ちいいのだから、もう少しゆっくり寝ていたい。

　せめて目覚まし時計のベルが鳴るまで……。

（あれ？　わたし、昨日の夜目覚ましセットしたっけ？　っていうか、家に帰った？）

　そのとき、指先にあたたかい物が触れた。

　それは布団や枕を抱き締めたときとは違う感触。少し硬くてザラザラしている。温もりは人肌のように思えた。真っ平ではなく、隆起した場所もあり、そして呼吸音に合わせて少し上下して……。

（え？　上下って……動いてるっ!?）

　歩美の意識は一気に覚醒へと近づく。

　目を開けると見たことのない白い天井。横を向くと、そこには和也の顔が……直後、歩美はベッドの上に跳ね起きた。

「か、か、か……ずや、くん？　なんで？　どうして？　ここってどこ？」

　和也も今、歩美の声で目を覚ましたようだ。

「はぁ？　おまえ……朝から、騒ぐなよ」

「騒ぐなって言われても……わたし……」

「ここは新宿にあるホテルの四十五階。昨日ふたりでチェックインして、食事はルームサービスをとって、『夜景が素敵』『シャンパンが美味しい』とか言って、はしゃいでたのはおまえだろうが」

　そんなふうに言われて、歩美も少しずつ昨夜のことを思いだしてきた。
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『場所は俺に任せるな？』

　そう言われて連れてこられたのが、新宿にある外資系のホテルだった。

　駐車場のある地下三階からエレベーターに乗り、チェックインスペースのある四十一階に到着する。そこは天井の高い、解放感たっぷりのラウンジだった。時刻はすでに十八時、秋や冬なら真っ暗だろう。しかし暑いこの時期、ガラス張りの天井から光が降り注いでいた。

　奥のレセプションは瀟しょう洒しゃなインテリアで統一されていた。そのあと、テーブルに座ってチェックインの手続きをした。ただ、ホテルマンたちが歩美の顔を見るなり一瞬動きを止めた気がする。だがとくに何も言われず、歩美は気のせいと思うことにした。

　とにかく、そこまでの手続きがスムーズだったのは、途中でコンビニに停まったとき、和也が予約を入れてくれたおかげだった。

　実をいえば、最初は和也のマンションに戻るのかと思った。

　彼のマンションは港区の一等地にあり、しかも十七階。文句なく、都内の夜景を楽しめる絶好のロケーションだ。

　ただ、彼のマンションだと、ご飯は歩美が作ることになっただろう。

　そのあと四十五階のスイートルームまで案内された。

　室内には淡いグリーンのカーペットが敷かれ、通路を進むとソファセットやテレビのある広いリビングが姿を見せた。ひとり掛けのソファが二脚に三人掛けのソファが一脚、真ん中に円形のガラステーブルが置かれている。

　リビングの窓にかけられたカーテンといい、ソファに使われているファブリックといい、すべてがグリーンと調和したアースカラーだった。

（比べるべきじゃないんだろうけど……やっぱりラブホとは段違いって感じ）

　歩美はそのまま窓辺に近づき、夕暮れの迫る都内を見下ろした。

　マンションの倍以上の高さから見下ろすその景色は、歩美がこれまで見たこともない東京だった。

「凄い！　凄いよ、和也くん！　こんな高いトコからの東京って初めて見た！」

　興奮する歩美に、和也は苦笑しつつ近づいてくる。

「そんな騒ぐほどのことか？」

「だって、和也くんのマンションよりも高いんだよ」

　そう言って歩美は目を輝かせた。

「悪いが、俺は毎日のように、もっと高いところを飛んでる」

　言われてみれば、たしかにその通りだ。

　少し冷静になると、歩美は自分の置かれている状況を思いだした。

（和也くんとふたりきりでホテルのスイートにいるんだ。それでもって……た、食べられちゃうんだ）

　とたんにドキドキが甦った。

「飯はルームサービスでいいか？」

「え？　ど、どうして？　えっと……ここのレストランって最上階にあるんでしょう？　ついでだし、もっと高いトコから都内を見てみたい」

（ビビッてないけど……そうじゃないんだけど……もうちょっと時間が欲しいかもっ）

　そんな気持ちで言ってみる。

「それはいいんだけどな……」

　まじまじと顔を覗き込まれると、またキスされるのかと思ってアタフタしてしまう。

「な、何？」

「フロントの人が困ったような顔してたの覚えてるか？　まず、その顔をどうにかしてこいよ。パンダになってる」

　言われて初めて歩美も気がついた。

　そういえば、車の中で泣いてしまった。マスカラがウォータープルーフタイプでなければ、目の周りが黒くなっているに決まっている。

「キャー！　もう、和也くんの馬鹿！　それを先に言ってよっ!!」

　などと叫んで、大慌てでバスルームに飛び込んだ。

　問題はそのあと……。

　歩美は部屋の中に戻るなり、和也に頭を下げた。

「あの、ごめんなさい。家を出るときに急いでて、メイクポーチ忘れてきたみたい」

　おっちょこちょいにもほどがある。

　近所のファミレスならともかく、こんなに凄いホテルのレストランならドレスコードもあるだろう。そんな中、さすがの歩美もスッピンでは入りづらい。

　和也は身体をふたつ折りにして笑いまくり、結局、スイートのリビングにディナーをセッティングしてもらったのだった。

　ディナーはイタリアンともフレンチとも違う、シェフの創作料理をコースでいただいた。

　フォアグラやトリュフがふんだんに使われ、魚料理だけでなく和牛の料理まで。でも、一番印象に残ったのは素朴な味のキャロットケーキだろうか。

　舌に慣れ親しんだ食材だからこそ、それがいかに手の込んだ料理であるかを教えてくれた。

　そこまでは歩美もしっかり覚えている。

　たぶん原因は、ディナーが始まってから少しずつ飲んでいたシャンパンだろう。

　お酒は今年になって飲み始めた。でも、あまり好きではないので、本当にチビチビとしか飲めない。

　暑い夜、風呂あがりにビールをゴクゴク飲むのが美味しい、という感覚は、歩美には全く理解不能だ。麦茶やカルピスでもいいじゃない、と思ってしまう。でもそれを口にしたら、またお子様扱いされそうで誰にも言ってはいなかった。

　だが、今夜は別だ。

　和也が歩美のためにオーダーしてくれたメニューの中に、可愛らしいピンク色のシャンパンボトルがあった。

　老舗高級ワインブランドの〝クリスタル・ロゼ〟――フランスのシャンパーニュ地方で作られた極上のシャンパン。歩美はこのときまで知らなかったのだが、シャンパーニュ地方で作られたスパークリングワインのことだけをシャンパンと呼ぶらしい。

　そしてその〝クリスタル・ロゼ〟のお味は……お子様用のシャンパンしか知らない歩美にとって、それは革命的な味だった。苦手なお酒ということを忘れてしまいそうなほど、甘くフルーティで飲み心地がいい。

　そこから、歩美の記憶は少しずつ曖あい昧まいになり始める。

「和也くんてば、いっつもこんなトコにＣＡさん連れ込んでエッチしてるんだぁ」

　ファーストキスから始まり、一流ホテルのスイートルーム、本物のシャンパンと初体験が続き、いよいよ〝初めてのエッチ〟と思うと、酷くハイテンションになっていただろう。

　そうでなかったら、和也に『ＣＡさん連れ込んで』なんて、絶対に言えない。

「そんなことするかよ。第一、こんなホテルのスイートなんかしょっちゅう利用してたら、たちまち破産するぞ。俺はしがない民間航空会社のパイロットなの。どっかの財閥の御曹司とは違うんだからな」

「じゃあ……どーして、わたしのこと、連れてきてくれたの？」

　エアコンはとてもよく効いていて、室内の温度は快適だった。にもかかわらず、歩美はしだいに我慢できないほどの暑さを感じ始める。

「初めてならいい思い出にしてやりたいと思うだろうが。場末のラブホに飛び込むような男と一緒にする……」

　ふいに和也の声が途切れた。

　いや、絶句したと言ったほうがいいのかもしれない。

「あ、歩美っ!?　おまえ、何してるんだ」

「えっとぉ……暑いから、脱いじゃおうと思って」

　暑かった。そう、どうしようもなく暑かったことはしっかり記憶に残っている。

　ボレロをさっさと脱いだあと、自ら背中のファスナーを下ろした。するとワンピースがストンと足元に落ちる。歩美は早々に、ブラジャーとショーツだけの姿を和也の前に晒していた。

　太ももまでのストッキングを穿いていたので、ラブホテルのときよりはマシ、と言いたいが……。

　歩美は三人掛けソファの背もたれにちょっとだけお尻をのせ、立ったままの状態でストッキングをクルクル脱ぎ始めた気がする。しかも左足が上手く脱げなくて、ツルッとお尻が滑り、倒れそうになった。

「おいっ！」

　和也が支えてくれて、歩美は倒れずに済んだように思う。

　片足にストッキングを引っかけた状態で、歩美はソファの上に転がっていた。ソファの生地は光沢のある黒のベルベット。肌触りがよく、少しひんやりしていて、歩美は頬ずりしたい気持ちになった。

　そのとき、上から和也が近づいてきた。

　部屋に入ったときに上着は脱いでいて、彼は半袖のパイロットシャツを着ていた。肩章の金の四本線がやけに輝いて見えた気がする。

「歩美……おまえ、グラス一杯しか飲んでないだろう？　それで、これか。どれだけ弱いんだ」

「弱くないもん！　ぜーんぜん平気。わたし、和也くんとエッチしたいのっ」

　思いだすのも恥ずかしいことを言いながら、歩美は紺色のネクタイを掴み、必死でほどこうとした。

「わかった。待て待て、それじゃ逆だ。俺の首を絞めてどうする。こうするんだ、ちょっと待てって」

　目の前で和也はシュッとネクタイをほどき、床に放り投げた。

　ひとつ、ふたつと次々にシャツのボタンを外していく。小麦色に日焼けした胸板が見え、腹筋まで露わになった。

「わあ、和也くん、いつの間に泳ぎに行ったの？　ハワイ？　わたしも行きたーい」

「残念ながら、俺はハワイに飛んだことはない。ステイであいた時間、ホテルのプールサイドで時間を潰してて焼けただけだ」

「金髪のビキニの美女をナンパするの？　Ｃカップのわたしじゃダメなんだぁ」

　そのとき、和也の唇が胸の谷間に触れた。

　いや、寄せて上げたら谷間ができるはずの位置に触れた、というのが正しい。そのまま大きな手で胸全体をふわっと掴まれ、優しく押し上げるように揉もまれた。

「和也……くん、胸……触ってるの？」

「嫌ならやめるから、早めに言え」

「や……じゃない。だって、わたし……和也くんが、好きだもん……」

　そう言った瞬間、和也の顔がちょっと困ったような切ない表情になり、そしてすぐに優しい笑顔に変わった。

　頬にキスされて、耳たぶにも唇を押し当てられ、和也の震えるような声が聞こえてきて――。
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「で？　覚えてるのはそこまでか？」

　歩美は途方に暮れたまま、小さくうなずいた。

　和也のほうは、白いシーツの上に横たわり、肘をついて頭を手で支えている。最初は呆れた顔をしていたが、なぜだかしだいに頬が緩みつつあった。

　彼はクイクイと指先で歩美を呼ぶようなジェスチャーをした。

「大事なことを教えてやるから、耳を貸せ」

　言われるままに身体を前に倒し、和也の口元に耳を近づける。

　逞たくましい肩や二の腕がすぐ目の前にきて、歩美は目のやり場に困った。だが、よく考えればついさっきまでこの腕を枕にして寝ていたような……。

　そのとき、耳の奥に和也の吐息がかかった。

「おまえさ、自分が下着一枚身につけてないって、知ってたか？」

「……え？」

　一瞬何を言われているのかわからず、歩美はポカンとして――その数秒後、スイートの寝室に悲鳴が響き渡った。
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　一糸まとわぬ姿を和也に見られてしまった。

　ショックのあまり、歩美は自分の身体を抱き締めたままベッドに突っ伏した。そんな彼女の身体を包み込むように何かがかぶせられる。

　それは、真っ白いバスローブだった。

「下着はまだ乾いてないんじゃないか？　とにかく、これ着てろよ」

「乾いてって……なんで？」

「それは俺が聞きたい」

　なんでも、和也が歩美にシャワーを勧めたら、いきなり脱いだ下着を洗い始めたらしい。

　歩美は自分に『何考えてるのよ！』と突っ込みたい気分になった。

「み……見た、よね？」

　怖々尋ねると、和也は実にあっけらかんと答える。

「見たよ。当たり前だろ？　俺たちの仲で何を今さら」

　和也のそのひと言で、歩美は顔から火が出そうになった。

「わ、わたしたちの……仲？」

　歩美は彼に背を向け、ベッドに座ったままで、バスローブに袖を通して前を結ぼうとした。

　そのとき――。

「きゃっ！」

　起き上がった和也が、背後から歩美をギュッと抱き締めたのだ。

　胸元に回された和也の手が、彼女の柔らかな膨らみをなぞるように彷徨さまよう。そのままスルリとバスローブの中に滑り込み、乳房に触れてそっと押し上げた。

「あっ……やぁんっ……和也くん、何を」

「見ろよ。コレが俺たちの関係。でもな、せっかく一流ホテルのスイートに泊まって、思い出に残る一夜にしてやったのに……普通、忘れるか？」

　桜色の先端ギリギリの位置、真紅の薔薇を散らしたような痕が残っている。

（コレってひょっとして、キスマーク？　こ、こんなところにキスされたのに、なんで覚えてないのっ）

　和也の指は歩美の肌から離れようとせず、そのまま胸の先端を二本の指で弄もてあそび続けている。

　初めての感覚に、歩美は恥ずかしくて泣いてしまいそうだ。

「もう……お願い、離して」

「つれないな。昨日の夜は、離さないでってしがみついてきたくせに」

「そんなこと……ごめんなさい。わたし、覚えて……」

　言われれば言われるほど、覚えていないことが切なく、自分が底抜けの愚か者に思えてしまう。

「まだ七時だ。チェックアウトまでにはたっぷり時間がある。忘れたところ、もう一度繰り返そうか？」

　もう片方の手で歩美の髪を左右に分け、露わになった白いうなじに和也は唇を押し当てた。熱くぬめりのある舌に首筋を舐められ、身体の芯が火ほ照てってくる。

　じわりと広がる快感。

　歩美は太ももにギュッと力を入れた。

（わたし、この感覚を知ってるような……）

「和也くん、わたし、あの」

　耳元で息を吐く音が聞こえ、スッと和也が身を引いた。

「また泣かせるわけにはいかないからな。シャワー、先に使っていいか？」

　そう言いながら和也はベッドから下りる。

　歩美はそのとき初めて、彼も全裸だと気がついた。どうやらこのバスローブは和也が着ていた物らしい。

　和也が立ち上がった瞬間、引き締まったヒップが目に飛び込んできて、歩美は慌てて横を向く。

「あっと、尻を向けて悪い。あいにくと、今は前を向くことができないんだ」

「そ、そんなの、どっちでもいいけど……でも、どうして前は向けないの？　あ、別に見たいわけじゃないのよ」

　和也はクスッと笑う。

「男の事情だよ」

「男の？」

　わけがわからず、きょとんとした顔で尋ねる。

「朝は元気なんでね」

　そこまで言われて、歩美にもようやくわかった。

　わかったとたん、一気に耳まで熱くなる。

「見たい？」

「みっ……見ない！　今日はやめとく！」

「ＯＫ。じゃ、今度にしよう。ああ、そうだ。言っとくけど、例の見合い相手と一緒にするなよ」

「わ、わかってるっ」

　何がどうわかっているのか、全然わからないがそう答えていた。

　和也はおかしそうに声を立てて笑いながらバスルームに消えていく。

　そんな彼の後ろ姿を頬を染めてみつめる自分の姿が、正面に置かれたドレッサーの鏡にうつっていて、恥ずかしくなる歩美だった。




　ホテルには特別な日とお願いしていたらしく、チェックアウトは午後になっていた。

　だが、朝食を食べたあと、すぐにホテルを出ることになる。理由は簡単、電源を切ったままの携帯電話に、光太からのメッセージが山のように入っていたせいだ。

「和也くんが連絡してくれてると思ったんだもの……」

　和也の誘いにうなずき、ホテルに着いたとき、ついつい電源を切ってしまった。あとから時間を見計らって、以前みたいに『和也くんの家に泊まります』とメールでも送っておけばいい。そう思っていた。

　歩美がそんなことをブツブツ言っていると、和也は車を運転しながら呆れたように笑う。

「おいおい、前とは状況が違うんだ。俺たちは婚約してるんだぞ。〝家に泊まる〟も〝ホテルに泊まる〟も中身は一緒だろうが」

「一緒って……」

　あまりにもあっけらかんと言われ、歩美は開いた口が塞ふさがらない。

　昨日から、和也の雰囲気が変わった気がする。

　なんというか、よく笑うようになった。これまでも歩美の前では屈くっ託たくない笑顔を見せてくれていたが、今までとは何かが違うのだ。

　何気ないとき、ふと気づくと和也が傍にいる。

　スイートの窓から早朝の都内を見下ろしたときも、シャワーを浴びたばかりの和也がすぐ後ろに立っていた。濡れた髪とボディソープの香りにわけもなくときめいて、歩美は立っていられないほどだった。

　エレベーターに乗ったときや、ふたりで並んで歩くときの距離のとり方が、自然と近づいているのを感じる。

　そして、身体だけではなく心の距離も明らかに縮まっていた。

（それって……やっぱり昨日の夜、和也くんと……）

　今朝胸を触られとき、歩美の中に同じ感覚が甦った。それはきっと、同じ経験をしたからなんだと思う。

　でもその先は……。

（ああ、もう、やっぱり思いだせない！　わたしの馬鹿、馬鹿、馬鹿―っ!!）

　まさか面と向かって、『和也くん、わたしの処女を奪った？』なんて聞けない。

　噂に聞く、身体の痛みは感じない。何かが挟まったというか、押し込まれたような違和感もなかった。

　ただ、和也の存在を肌で感じるだけで、下腹部にこれまで経験したことのない熱が生まれる。身体が火照って、モゾモゾしてしまう奇妙な感覚。内股や大事な部分に誰かが触れたような、触れてほしいような、歩美自身も上手く説明できなかった。

「光太には俺から話すから、そう気にするな」

「気にするってば！　だって、そういうことになったって、言うようなものじゃない」

「まあ、そうだな」

　それがどうした、と言わんばかりの顔だ。

　でも歩美としては、光太に『そうかもしれない』と思われていたとしても、はっきり『そういう関係になりました』と言うこととは別に思える。

「そうだなって……和也くんは平気なの？　それとも、これくらいよくあること、とか？」

「おまえ、やっぱり生駒が言ったこと誤解してるだろう？」

　和也はトントンとハンドルを叩きながら続ける。

「十代のころは馬鹿なこともやった。でも、おまえの家族に会って、俺は変わったんだ。まあ、それ以降、女とのつき合いがゼロとは言わないが……適当なセックスはしてない。スイートに泊まったり、シャンパンを選んだり、俺にとっても初めての経験だからな」

「ホントに？」

「ミルク味のキスも初めてだった」

　言われた瞬間はなんのことかわからなかった。でも、昨日の和也と空港でしたキスがコーヒー味だったことを思いだし、歩美はハッとする。

「あ、あれはミルクじゃなくて……ソフトクリームを食べただけ。だって、暑かったんだもの」

　ただ、バニラソフトだからミルクといえばミルクかもしれない。

　その直後、車が路肩にキッと停止し、和也が身を乗りだしてきた。そして『今はどんな味がするかな？』とでもいわんばかりに、とても真っ昼間とは思えない顔つきで歩美をみつめている。

「試してみてもいいか？」

「こ、ここでっ!?」

　さっき窓から周囲を見たとき、だいぶ家の近くまで戻ってきていると思った。住宅街なので人通りは少ないといえば少ないが、誰かが通れば知り合いである可能性は大だ。

「お店のお客さんとか……見られたら、困るっていうか。あとで、お芝居って言えなくなるし……」

「もう言えないだろうが。おまえにキスした時点で、芝居はおしまい。身体の関係ができた以上、結婚は当然だ。そんなことも考えずに『狩られてもいい』なんて言ったわけか？」

　〝カラダのカンケイ〟――彼自身が作った甘いムードを壊すような、どこか生々しい響きのする言葉。それを和也は全く気にならない様子で口にしている。

（やっぱりわたし、しちゃったんだ……）

　歩美は頭をガツンと殴られた感じがした。

　和也との経験は嫌じゃない。むしろ望んでいた。でも、なんにも覚えていないなんて信じられない。

（でも、和也くんが嘘を言うはずないし……それに、結婚って……）

　じわじわと和也の言葉を思いだし、歩美はハッとしたように口元を押さえた。

「俺のことが好きなら、とくに問題はないだろう？　俺もおまえのことは大事に思ってる。もうすぐおじさんとおばさんの命日だから、ふたりで報告に……」

「ダメ！　そんなの、ダメよ」

　我慢できず、和也の言葉に反論していた。

　歩美の勢いに驚いたのか、和也はポカンとした顔をしている。

「なんでだ？」

「忘れたの？　お父さんが〝極楽鳥〟って名前をお店につけた意味、それをわたしに教えてくれたのは和也くんなのに……」

　歩美の言葉に和也は目を見開いた。
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　両親が亡くなったとき、光太は葬儀等の様々な手配や手続き、店のことや親戚たちへの対応に走り回っていた。

　かつての日生家は江戸川区内に一戸建ての家があった。店までは車で十分弱の距離。でも店には駐車場がないので、両親は三十分ほど歩いて通っていたと思う。

　二階建て、三ＬＤＫの家は四人家族には充分な大きさだった。両親は店に出ていていないことが多く、歩美がひとりで留守番をするのはかなり心細い。そのため、歩美も店にいることが多かった。

　その大きな家が、叔母や叔母の夫、他にも見たことのない親戚たちでいっぱいだった。そんな大人たちは、顔を寄せてはヒソヒソ話をしている。内容はもちろん、歩美をどうするか、誰が面倒をみるのか、ということだった。

　そこに歩美が入ると、とたんにみんなが作り笑いを浮かべて話を逸らす。

　小学四年生は何もわからない歳ではない。わかっていても受け入れられない微妙な年齢なのだ。聞かせまいとするなら、完全に歩美のいない場所で話をしてほしかった。

　でも、そのことは口には出せない。

　なぜなら、両親が事故の直前にスピードを出し過ぎていたのは、歩美のためだったから。自責の念に押し潰されそうになりながら、寂しくても寂しいと言えず、歩美はジッと耐えていた。

　自分の家なのに居づらくて、ふと気づけば、歩美は店に来ていた。

　そして、そんなひとりぼっちの彼女に気づいてくれたのは和也だけだった。

「歩美が早く帰ってきてって言ったからだよね……誕生日だから、今日中にプレゼントが欲しいって言ったから……」

「それは違う。歩美ちゃんのせいじゃない」

「もうプレゼントはいらない。一生いらない。クリスマスプレゼントも、お年玉も欲しくない。なんにもいらないから……お父さんとお母さんを返してほしい……」

　そのときは、どうして和也がそこにいたのか深く考えなかったが、自宅にいない歩美を心配して、探し回ってくれたという。

　歩美はいつも店の奥にある休憩室の入口に座り込み、忙しく働く両親の姿を見ていた。同じ場所に座り、二度と見ることのできない光景を思いだしては、涙が溢れて止まらなくなる。

　震える小さな肩を、彼女の涙が止まるまで和也は抱き締めてくれた。

「歩美ちゃんには光太がいる。俺もずっと傍にいる。それじゃダメかな？」

「ダメじゃないよ。ダメじゃないけど……でも、お父さんもお母さんも、歩美のこと怒ってるよね。死んじゃうのって苦しいだろうし……今も一緒にいるのかな？　それとも、離れ離れになっちゃったのかな？」

　そのとき、和也は言ったのだ。

「歩美ちゃん、〝極楽鳥〟っていうのは〝比翼の鳥〟のことなんだ。その鳥は片方しか翼がなくて、一羽では飛ぶことができないんだよ」

「それって可哀想……お父さんはどうして、お店にそんな鳥の名前をつけたの？」

　歩美の言葉を聞き、和也は静かに首を左右に振る。

「いや、それが可哀想じゃないんだ。彼らはこの世でたった一羽、最愛の相手を見つけて、互いを支え合って飛ぶ。愛する人と一緒なら、どこまでも、どこまでも飛んでいける。おじさんたちは〝比翼の鳥〟だ。きっと天国でも一緒に飛んでるから、ふたりとも寂しくないよ」

「よかった……」

　両親が天国でも幸せなら、本当によかったと思った。

「今は寂しくても、歩美ちゃんにも〝比翼の鳥〟となる人がきっといるんだ。そんな人に出会えるのは、人生のうちで一番のプレゼントだと思う。いらないなんて言ってたら、手に入らなくなるぞ。最高の〝極楽鳥〟を見つけて、おじさんとおばさんに紹介しなくちゃな」

　〝比翼の鳥〟の話は小学生の歩美には難し過ぎて、よくわからなかった。

　でも、父と母が天国でも一緒にいて嬉しい。歩美とぴったりのもう片方の翼を持つ人が和也だったらいい。ただ、そんなふうに思っていた。
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　今は歩美にも、和也が話してくれた〝比翼の鳥〟の意味はわかっている。

　苦しいときは支え合い、互いのことを〝比翼の鳥〟と呼べるほど愛し合っていた両親の前に、和也を連れていくことはできない。

「それは、俺がおまえの〝極楽鳥〟にふさわしくないってことか？」

　和也の声は凍りつくようだ。

　彼は結婚相手として完璧だと思う。一緒にいるだけで楽しくて、歩美もついはしゃいでしまう。でも、それだけでは比翼と言えない。

　なぜなら、和也は歩美の思いを知って、寄り添って飛んでもいいと言ってくれただけなのだから。

『キスした時点で、芝居はおしまい。身体の関係ができた以上、結婚は当然だ』

　和也はそう言った。

　決して〝結婚したいほど、歩美のことを愛した〟からではない。

　そんなプロポーズに『イエス』とは答えられない。

「和也くんのことは好きよ。でも、恩とか義理みたいに結婚してほしくない。それくらいなら、お兄ちゃんに全部正直に話すつもり。もちろん、わたしからお願いしたって言う。……ホテルに行ったのも、わたしが誘ったんだって」

　重苦しい空気が車内に漂った。

　三十秒くらいは数えていたが、およそ一分を過ぎても和也は何も口にしない。歩美は耐えられなくなって、慌ててつけ足した。

「だから、和也くんがそんなに責任感じることないんだって。まだ二十歳かもしれないけど、もう二十歳なの。お兄ちゃんがわたしを抱えて、店を始めたころとそんなに変わらないんだから」

「ふーん、じゃあ、おまえも子供を抱えてひとりでも頑張れるってことか」

　その言葉に驚いて和也の顔を見た。先ほどまでの明るさが忽こつ然ぜんと消え去っていた。

　和也の豹ひょう変へんぶりに、歩美は戸惑いすら覚える。

「こっ……子供って、いきなり何を……？」

「何がいきなりだ。言っとくけど、予定外のことだったから準備はしてなかった。意味は、わかるよな？」

（そ、それって、まさか……妊娠!?）

　歩美は眩暈がした。

　たとえ記憶になくとも、たった一度であっても、可能性がゼロではないことぐらい、歩美にだって知識はある。

「俺は、父親になる覚悟はできてる。おまえも承知の上でつき合ったんだろう？　もう、二十歳なんだから」

　ここで、そんなつもりはなかった、と言えば和也は怒るに違いない。それ以上に、無責任過ぎる自分が情けなかった。

「わかったなら、結婚の件は結果が出るまで保留だ」

　話を切り上げられそうになり、歩美は何か言おうとした。

　そのとき、コンコンと助手席側の窓が叩かれる。

　先に和也が視線を向け、驚きの表情を作った。歩美もすぐさま振り返るが、一瞬、息が止まる。

　そこにいたのは光太だった。
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　和也が初めて女を抱いたのは中学一年のとき。

　相手は、父の愛人だった。




　和也の両親は見合い結婚だ。愛とは無縁の、実にドライな夫婦だった。

　だが、地元では〝おしどり夫婦〟と評判が高く、ひとり息子の学校の行事には何をおいても出席してくれた。

　それが自分たちの評判のためとは知らず、幼い和也は両親の愛情を一心に受けている、と信じ込んでいたのだ。

　東京出身の母は、実家で何か起こるとたびたび呼び戻された。祖父母の具合が悪いと聞けば和也も心配になる。一緒に行きたいと頼んでも、一度も連れていってはもらえなかった。

　市会議員をしていた父は出張も多く、ひと月のうち半分は家にいなかったかもしれない。

　高千穂家は、市内の一等地に数千坪の土地を所有する大地主。広大な土地に昔ながらの日本家屋、しかも平屋建て。初めて訪れた者は必ずといっていいほど屋敷内で迷うほどだ。

　そんな広い屋敷だが、友だちを呼ぶことは禁じられていたので、和也に子供らしい思い出は何もない。誕生日を祝ってもらったことも、クリスマスにツリーを飾った記憶もなかった。

　ひたすら勉強だけの日々。放課後だけでなく、休日は一日中家庭教師がつけられ、すべての教科に予習復習が義務づけられていた。習い事はほぼ強制的に、ピアノと書道は自宅で、スイミングと剣道は塾に通わされたのだ。

　和也は広い庭を見るたびに思っていた。家庭教師を振りきり、庭を駆け回って遊んだらさぞかし楽しいだろう、と。

　そんな想像をすることが精一杯の真面目な少年だった。

　だが小学校も高学年になると、自分たち家族の関係が、世間一般の家庭とは違っていることに気づき始める。

　たとえば、一度も家族三人で旅行に行ったことがないことや、家では両親と一緒に食事をとることがほとんどないこと。それに、両親の寝室が別々であることも。

　最初は父が忙しい人だから、部屋がたくさんあるから、そんな言い訳を信じようとしたこともある。

　だが、和也が国立中学に入学した直後、彼にピアノを教えてくれる家庭教師の女性が、父の寝室に入っていくのを見てしまった。そして寝室で行われていることを知ったとき、彼は多くのものを失った。

　母がたびたび実家に帰る理由は、不実な父が原因だった。可能な限り別々に生活しようとするのも、すべて父のせいだ、と。

　そう思うと、彼は母が気の毒でならなくなる。

　自分は母の味方だと伝えたい。夏休みに入ってすぐ、和也は母の過ごす別荘を突き止め、訪ねていった。

　だが、そこで目にしたのは夫に裏切られた哀れな女性ではなく……夫公認の愛人と逢おう瀬せを楽しむ、奔ほん放ぽうな女性の姿だった。

　そして彼は、母の本音を聞いてしまう。

「子供は欲しくなかったのよ。でも、後継ぎを産むことが約束だったから。ひとり目が息子でホッとしたわ。あの子は放っておいても大きくなるし、頭もよくて、おかげで私の評判も上がってひと安心よ。あまり懐なつかないのもちょうどいいわ。まとわりつかれたら邪魔だもの」

　偏差値七十五が合格ラインと言われる国立中学に、ペーパーテストは満点で合格した。母は教師の前で『自慢の息子です』と微笑んでくれたはずだ。だがそのとき母の口から語られた本心は、まるで血統書つきのペットを褒めるかのようだった。

　それからの彼は、両親の動向を注意深くチェックするようになった。

　父の寝室に出入りする女性は家庭教師だけではなく、個人秘書や家政婦、ホームドクターと一緒にやってくる看護師や、顧問弁護士事務所の受付の女性まで。

　そのうちの誰が和也のベッドに潜り込んできたのか……今となっては、思いだそうにも思いだせない。

　市民の尊敬を集め、通算四期も市会議員を務めた父、そんな夫を支え〝良妻賢母〟と讃たたえられた母。理想的な家族――その裏に隠された真実を知ったあとも、父や母に対する態度が極端に変わることはなかった。

　ただ、和也の中から人を慈しむという感情が消えてしまっただけだ。

　中学高校と冷えた心に熱が通うことはなく、とくになんの目標も持たずに和也は父も卒業したという大学に入った。

　そして、光太に出会う。

「おまえが高千穂和也だな。片っ端から女の子を口説いて、やることやったら捨てるなんて最低だな！　おまえのせいで何組のカップルが壊れたと思ってんだ。いい加減にしやがれっ！」

「それはすみませんでした。でも、僕から声をかけたことはないんですが。ひょっとして、あなたの彼女もその中にいたんですか？　だったら、貞操観念のない女性と別れられてよかったじゃないですか」

　そう答えたとたん、問答無用で殴られた。

　来る者は拒まず、去る者は追わず――和也は声をかけてきた女と適当に遊んでいた。その中に光太が憧れていた女性もいたらしい。

　和也自身が口説いたり、相手に甘いロマンスを期待させたりしたような覚えはない。

　しかも、『好きです』という真面目な告白には、鼻で笑うような対応だった。それでもいいから、と一方的に交際を宣言され、あとになって『なんて冷たい人なの』と言われても、和也にはどうしようもない。

　誰かを傷つけるつもりは毛頭ない。ただ、人を愛するという感情がわからなかっただけだ。どうやれば愛せるのか、愛という言葉になんと返せばいいのかも。

　実の親から与えられ続けた偽りの愛が、心の奥深くを傷つけていたことに本人すらも気づけなかった。

　そんな事情も知らず、ヒーロー気取りででしゃばってきた光太に怒りを覚えた。

　不当に殴られても殴り返してはいけない。あとから弁護士を通じて自らの正当性を訴えるためにもグッと我慢して……などという、家の顧問弁護士の教えなどどこかに吹き飛んだ。

　和也も殴り返し、ふたりはその場でとっ組み合いの喧けん嘩かをした。

　光太は和也とは全く逆の人間だった。学年問わず友だちが多く、誰からも頼りにされ、彼を悪く言う人間は少ない。言動も、氷点下と言われる和也に比べて、光太は暑苦しいほどの男だった。

　それは喧嘩のあとの態度に顕著で、『殴り合ったあとは仲直りして友情を築くのが男だ』と言って譲らない。

　しばらくの間、和也はつれない態度を繰り返した。

　ところが光太は、そんなことをまるで気にする様子も見せず、和也は何度となく彼の家に連れていかれる羽目になり……。

　ふと気づけば、和也は洋食屋でアルバイトの真似事をしていたのだった。

　大学一年の冬を迎えるころには、与えられたマンションに帰るより、光太の家に帰るほうが多くなっていた。

　歩美が露天風呂で転んだ温泉旅行も、ちょうどそのころに連れていってもらった。

　そして歩美に話した〝比翼の鳥〟、あれはすべて歩美の父から聞いた話だ。

「これでも証券会社に勤めてたころは羽振りもよかったんだぞ。その分、馬鹿やって女房を泣かせたけどな。それが、やっとふたり目が生まれるってときに、会社が潰れちまって。出産で実家に戻るって言われたときは、離婚も覚悟したんだ……」

　産気づいたと聞いて病院に駆けつけたとき、男の子でも女の子でも名前に〝歩〟の字を入れよう、これからも家族四人で歩いていきたいから、妻にそう言われたという。

　二十代前半で結婚してから、ずっと専業主婦だった歩美の母。にもかかわらず、出産後は夫と一緒に洋食屋で働き始めた。

「いざ独立して店の名前をつけるってとき、女房への感謝を形にして残したかった。でも〝比翼の鳥〟は恥ずかしくてな。〝極楽鳥〟なら洋食屋にも似合いかな、なんて思ったんだよ」

　歩美の父は照れくさそうに笑いながら続けた。

「将来、光太と歩美は一人前になって親のもとから飛び立っていく。そうなっても、いつまでも夫婦一緒に仲よくやっていけそうな名前だとは思わないか？」

　その話を聞いたとき、和也は悔やんだ。

　どうして自分はこんな両親のもとに生まれてこられなかったのだろう、と。

　うつむく和也に歩美の父は言ってくれたのだ。

「いいか、和也。親を言い訳に使うな。おまえがどれだけ優秀でも、片翼じゃ飛べる距離はたかが知れてる。この世でたったひとりの〝極楽鳥〟を見つけて、もっと遠くまで飛べ」
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　扉を開けた瞬間、いつもと同じガランという音が鳴った。

　店から徒歩十分足らずのコーポに歩美を送り届けてから、和也が個人的に借りている店の近くの駐車場に車を停めて、数十メートルの距離を歩いてきた。

　光太には先に店に戻り、待っていてくれるように頼んだ。

『和也くん……あの……』

　不安そうに歩美は和也を見上げていた。

『光太には俺が話す。俺たちの件は……少し、時間をあけてから話そう』

　押しつけるように言い、和也は歩美の前から逃げるように立ち去ってしまった。

（まさか、歩美に断られるなんて……）

　そのショックから、和也はまだ立ち直れないでいる。

　ボーッとする和也の頬をエアコンの冷たい風が撫でた。午前中とはいえ、一番日射しの強い時期、数十メートル歩くだけで和也の額には汗が浮かんでいた。

　店の営業時間は十一時から二十二時。十四時から十七時は休憩時間だ。常連客がいれば時間通りに終わることはできないようだが、それでも〇時には帰ってもらっていると聞いたことがある。そのあと、片づけと仕込みをして店を閉めたとしても、すでに八時間以上店内は無人だったはずだ。

「ずいぶんエアコンが効いてるな。珍しく朝から仕込みか？」

　厨房のほうに人の気配がして、和也は少し大きな声で話しかけた。

「まさか。俺は朝が苦手なんだ」

　光太の返事は予想通りだ。エアコンの効いた店内は、光太が妹の帰りをひと晩中起きて待っていたという証だった。

「……遅くなってすまない」

　和也は謝罪だけ口にした。

「おいおい、これまでだって、歩美はひとりでおまえの家に泊まりに行ってただろうが。世話かけて悪いな、そう言って謝るのは俺のほうじゃなかったか？」

　冗談めかした口調だが、厨房のほうから出てきた光太の目は笑ってはいなかった。

　和也には何も答えることができない。そのとき、目の前のテーブルに栓の開いた炭酸飲料の瓶が二本置かれた。

　光太はテーブルを挟んだ正面に座り、そのまま一本に口をつける。

「いきなり結婚とか言いだして……でもまあ、おまえのやることだから、きっと何か考えがあるんだろうと思ってた」

　考えはあった。歩美の幸せを見届けたら、和也は〝家族同然〟の距離から、兄の親友というポジションに下がるつもりだったのだ。

　だが、それでは納得できないことをラブホテルの一件で痛感した。

（安心して歩美を任せられる男が現れるまでに、馬鹿な男にどれだけ歩美が傷つけられるか考えたら……呑気に見ていられるものか！　それくらいなら、このままずっと俺が守ってやる!!）

　だが、これまでの〝家族同然〟という立場では、この先ずっと歩美を守ることはできない。もっと、これまで以上に彼女の傍にいる必要がある。

　歩美が光太から離れ、結婚相手を探しているというなら、自分が立候補すればいい。

　夫になれば〝家族同然〟ではなく〝家族〟だ。誰憚はばからず彼女の隣に立ち、あらゆる問題から堂々と守ることができる。

　だが、唐突に『俺と結婚しよう』と言っても歩美は本気にしないだろう。とりあえず『婚約した芝居をしよう』と言い、彼女をあちこちに連れ回した。

　歩美は自分に恋している。和也が本気で口説けば、すぐに芝居ではなく本物にしようと言いだすはず……だった。

　だが、問題は和也のほうにあったのだ。

　物心ついたときから成人直前まで、和也には深層心理に染み込んだ愛の価値観がある。日生家のような家族に憧れたが、何をどう思い返しても、両親に対してあたたかい愛情が湧いてこないのだ。

　家族に対する愛情がどんなものかわからない。

　わからないが、それでも和也は歩美を家族にしたかった。

　彼女を手に入れるための完璧な計画。自ら女性を口説いた経験は一度もないが、知識だけで突っ走ることを決めた。

（完璧な計画が……なんでこんなことになってるんだ？）

　まずは機長の出水に婚約者だと紹介し、そのついでのように、社内中に紹介して回るつもりだった。縁談を持ち込まれないため、と説明すれば歩美は納得したはずだ。

　そして破談にするときの理由を歩美に問われたら、和也がＣＡを誘って親しい関係になればいい、と答える。歩美の中に嫉妬と独占欲が生まれたら、自ら思いを告げてくるだろう。

　その計算が、空港で逃げだした彼女を見たとたん、狂いだした。

　口説くには早過ぎる。もっと和也との結婚を現実のものに近づけ、和也は歩美のものだと思わせなくてならない。

　それなのに、気持ちを抑えようもなくキスしていた。

　あとは坂道を転げ落ちるかのごとく、スイートルームに連れ込んでいたのである。

「――や。和也！　おまえ、俺の話を聞いてんのか？」

　和也はハッと我に返った。

「聞いてる。考えてることはひとつだ。俺は、何があっても歩美と結婚する」

「歩美が嫌だと言っても？」

「そんなことは……」

　ない、とは言いきれない。

　和也の本気の求婚は、ほんの少し前、歩美から拒絶されたばかりだ。

（大事に思ってる、だけじゃダメなのか？　気が狂いそうなほど抱きたかった……なんて言ったら、身体目当てだと言われそうだな）

　だが、あれほどまでに狂気めいた欲情をコントロールできる男など、そうそういるものではない。

（結局引けなくなって……しかも、妊娠までちらつかせて……どうするんだ、俺）

　かつては神童と呼ばれ、今も天才パイロットと評されることもある。

　だが歩美との結婚を考え始めてから、その自慢のコンピューターに少しずつガタがきているとしか思えない。

　今このときも、歩美のことを考えるたび、得体のしれない感情が心を占める。

「歩美は、俺のことが好きなはずなんだ……このまま結婚するのが、彼女にとって一番なんだよ。光太、おまえは反対か？」

「いや、反対じゃないさ。でも最近つくづく思うんだ。この店を継いだとき、周りから散々二十歳そこそこのガキだと言われた。三十過ぎたら、馬鹿にされなくなると思ったけど……今は自信がない。和也、おまえはどうだ？」

　昨日までなら間違いなく『自信がある』と答えた。

　光太の質問は、機体のエンジンが両方停止した訓練飛行より、和也を混迷に貶おとしめたのだった。







第八章　兄の恋人
















　休日が三日続き、フライト調整のためのインターバルをさらに一日とる予定が、和也は急きゅう遽きょフライトオペレーションセンターのセンター長に呼びだされた。

　めったに顔を合わせることのないセンター長に呼びだされた理由は当然、羽田空港のエントランスで繰り広げた〝ＢＮＡパイロットキス事件〟。

「高千穂くん、これは前代未聞のことだぞ。君は勤務中だったというじゃないか。ＰＩＣが出水さんだったとはいえ、デブリーフィングもせずに女性のあとを追いかけ、しかも、空港内で破は廉れん恥ちなことを……」

　同じことを延々一時間も言われたら嫌にもなる。

　だがこういう場合、『それはわかりましたから……』と結論を急がせたら、より処分が重くなることは間違いない。

「ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

　その言葉を繰り返しつつ、和也はひたすら黙って聞いていた。

「これは乗務停止の上、謹慎処分に値することだよ」

「はい、承知しております」

「……だが、まあ……追いかけた女性は婚約者なんだって？」

　センター長の言葉のニュアンスが、微妙に変わった――。




　厳重注意で処分はなし。

　その答えを聞くまで二時間あまりをかけ、ようやく和也は解放された。

　社員食堂の窓際の席に座り、飛び立っていく飛行機をボンヤリと見送りながらコーヒーを飲む。そう悪くないと思っていた社食のコーヒーが、今日は色のついた白湯のようだ。なんの味もせず、黙々と口に流し込むだけになる。

　コーヒーは好きで一日五杯は飲むだろうか。一番のお気に入りは店で歩美に淹いれてもらうコーヒーだ。

『普通のブレンドよ。それも業務用のコーヒーなのに』

　歩美はそう言って笑うが、他で飲む物とは明らかに違う。

　あらゆることに無頓着で、食べ物の味にもうるくさくない和也だが、コーヒーに限らず、歩美が自分のために作ってくれる物はすべてが美味しく思えた。

　もし、どうしても歩美に和也との結婚は嫌だと言われたら、この先この世の物すべてが味気なく感じられるだろう。

　他人が聞いたら、いい大人が、と笑うかもしれない。だが和也にとっては真剣な悩みだ。

「まさか……乗務停止、とかじゃないわよね？」

　ふいに後ろから声をかけられ、和也はハッとして振り返った。

　生駒多恵だった。今日も乗務らしく、すでにＣＡの制服に着替えている。

「ここ、座ってもいいかしら？」

　そう言って和也の隣の席を指差す。

「珍しいな。いつも聞く前に座るくせに」

「一応気を遣ってるのよ。社食だし……この間のこともあるし」

　女性ばかりの職場で、多恵は勝気なわりに敵が少ないタイプだ。相手を見て態度を変えることをせず、公正な目で物事を見て発言するせいだろう。

　そんな多恵に、和也自ら隣の椅子を引き「どうぞ」と勧める。

「センター長に口添えしてくれたらしいな。おかげで厳重注意だけで済んだよ。申し訳ない」




　センター長から冷やかし半分に言われた。

『婚約したという話は耳にしていたんだが……。ＣＡたちが君の婚約者がその場にいると知らずに、あることないこと聞かせたんだって？　生駒くんも相当反省していたよ。いやあ、でも、驚いたよ。ずいぶん若い、女子高生のようなお嬢さんだって？　まさか君がなぁ。それも仕事を放りだしてまで、血相を変えて追いかけていくくらいとは……』

　婚約話が持ち上がって以降、いろいろな噂が飛び交っていたことは知っている。社内にプライベートなことまで話し合う友人がいないせいか、噂に尾ひれがついていたことも。

　親の決めた婚約者がいて、仕方なく結婚を決めたらしい。いや、田舎で手を出していた女性が結婚を迫って上京してきたみたいだ。いやいや、引っかけてひと晩つき合った相手を妊娠させたらしいぞ。――等々。

　婚約の件を和也に聞けば、『ええ、婚約しました』と答えるだけで、少しも具体的なことは口にしない。

　本当に婚約者がいるのだろうか？

　そんな疑問の声が聞かれ始めたとき、あのキス事件が起こった。自社のみならず、他社のクルーも見ていたというから驚きだ。

　厳しい処分を、という声があがる中、その場にいたＣＡの多恵も呼びだされた。

『空港内で無駄話をしていた私たちにも責任があります。しかも私自身、高千穂キャプテンと大学時代に交際していたかのようなことを口走ってしまいました。悪気のない冗談ですが、婚約者の方が聞かれていたとしたら、非常に不愉快だったと思います。申し訳ありませんでした』

　婚約者を呼んでいた理由も、指導教官である出水に紹介するためということがわかり、減処分に繋がった。

「口添えっていうか……本当のことを言っただけよ。でも、そのせいで今度は面倒な噂も持ち上がっちゃったけどね」

「大学時代からつき合いのある君を捨てて、女子高生に乗りかえた、ってヤツか？」

　和也は大げさなほど深いため息をつく。

　すると、多恵は逆に笑い始めた。

「そうそう。もう聞いたんだ。後輩だけじゃなくて、上司にまで励まされちゃったわよ。否定はしてるんだけど……もっと、はっきり言ったほうがいいかしら。高千穂キャプテンとセックスしたことは一度もありません！なんてね」

『それはいい案だ』と言えば多恵なら本当に言いそうだ。かといって真面目に、『やめてくれ』と言う気分にもなれない。

　話を逸らしたいわけではなかったが、和也は気になっていたことを尋ねた。

「なんであんなことを言ったのか、聞きたいんだが」

「あんなことって……ああ、初体験云々ってヤツ？　あれは……ちょっとムカついたから、ついね」

「私の婚約に、どうして君がムカつくんだ？」

　多恵は大学時代から、周囲に腹をあかさないタイプだった。それは和也自身も同じなので、理解しがたいほどではない。だが彼女を前にすると、理解したいという気持ちより、距離をとりたいという気持ちのほうが大きくなる。

　今このときも、カウンターの隣同士に座っているのに、ふたりの間には席一個分のスペースを感じる。

「あなたとはずっとライバルだったから」

　多恵は思わせぶりな笑みを浮かべ、和也のほうを見ていた。

「ライバル？　私は君を敵視したつもりはないが」

「嘘ばっかり。光太とつき合ってるとき、いつも割り込んできたじゃないの。私が一度も光太の家に遊びにいかなかった理由、知ってる？」

　和也は首を横に振る。

「行こうとしたら、いつもあなたがいたから。入学してからたった数ヶ月で何人もの女の子とご乱行、なんて話を聞いてなきゃ、あなたは光太が好きで私との仲を邪魔してるんじゃないかって思ったかも」

　少し驚いたが、多恵の言葉は真実に近いように思えた。

「邪魔は、していたかもしれないな」

　ポツリと本音で答えた和也の顔を、多恵は凝視している。

「いや、君と光太が結婚して家を出る、とか言うなら喜んだと思うよ。でも君が日生家の一員のように店に出入りし始めたら、私の居場所がなくなる気がしていた」

　和也の答えに多恵は目を丸くした。

「驚いた。勘違いじゃなくて本当だったなんて……しかもその理由もびっくり」

「ひょっとして、それが聞きたくてフライトが一緒になるたび、ステイ先で声をかけてきたのか？　だが、普通はこう考えるんじゃないかな。私は君のことが好きで光太との仲を邪魔している、と」

　なぜ『光太に気がある』と考えるのかが意味不明だ。

　女心の奥深さに首を傾げながら、和也はカップの底に残った冷めたコーヒーをすすった。

「そりゃ、ちょっとは……でも、光太と別れたとき、思いきり不機嫌そうだったわよね？　そのあとは、キャンパスで顔を合わせても清すが々すがしいくらい無視してくれたじゃない。それで好かれてるって思うほど、厚かましい女じゃないわよ」

　彼女に言われるほど、あからさまに態度を変えた覚えはない。だが、たしかに落ち込む光太に比べて、平然とした様子の多恵に苛立ちを感じていた。

「恋人がパイロットになるのをやめたら、即行でお払い箱にする女。そう思ったら、不機嫌にもなるだろう？」

　ガタンと音を立てて、多恵が椅子から立ち上がった。

「私はそんなこと……」

　明るめの口紅を引いた唇がかすかに震えている。

「どうした？」

　この程度で彼女が動揺するとは思わず、和也は驚いた。

　多恵はハッとした表情を見せ、すぐに言葉を続けた。

「い、いえ、もう、いいわ。でも、ひとつ教えて」

「自分に答えられることなら」

「あなたの婚約者って……光太の妹の〝歩美ちゃん〟なの？」

　まさか婚約に関する質問だとは思わなかった。だが、隠すようなことでもない。

「ああ、そうだ。言っておくが、高校生じゃないぞ。もうすぐ二十一になる。早いもんだな、光太の両親が亡くなった事故から、もう丸十一年だ」

「十一年ね。それで……光太は、結婚した？」

　和也は心の中で、質問はひとつじゃなかったのか、と思いつつ、「いや」と答えた。

「そう……。光太に守られて、あなたまで射止めて、〝歩美ちゃん〟は幸せね」

　多恵はそのまま和也に背中を向け、社員食堂から出ていく。彼女の言葉には、ほんのわずかに棘とげがあった。

　だがその幸せなはずの歩美に、和也は求婚を断られたのだ。

　彼は適当な返事を思いつけず、さっさと多恵がいなくなってくれたことにホッとしていた。
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　めったに訪ねてこない人が家まで来て話したがることは、ろくな話ではない。ということを、歩美はしみじみと実感していた。

「だから言ったんですよ。身内でもない若い男と、家族同然に暮らすなんて！」

　叔母の悦子は五十歳を少し超えた年齢だ。歩美によく似ていて、小柄で大きな瞳をしており、四十代半ばに見える。母とは二歳違いだったというから、母が生きていたらこんな感じだろうなといつも思っていた。

　和也と朝帰りをしてしまってから一週間が過ぎた。

　来週には歩美の誕生日と両親の命日を迎える。その日は毎年、店を休みにして盛大に飾りつけ、常連客も呼んで歩美の誕生日パーティをするのだ。

　当初、叔母を始め親戚は顔を顰めたが、光太は無視し続けた。

『おまえが生まれた日だぞ。父さんも母さんも、俺だって飛び上がって喜んだんだ。祝わないでどうすんだよ』

　悲しみが完全に消えたわけではないが、それでもプレゼントはちゃんと受け取れるようになった。

（今年はどうなるかわかんないけど……）

　和也からお墓に報告に行こうと言われ、思わず断ってしまった。

　あの日以降、和也が店に来たのは数えるほどだ。仕事が忙しいと言い、歩美をデートに誘うこともなくなった。

「ちょっと、歩美ちゃん！　ここに来て、叔母さんの話をちゃんと聞きなさい」

　三畳程度のキッチンに立ち、お茶を淹れる歩美の背中に叔母のキリキリした声が飛んでくる。

　ガラス戸の向こうは六畳の和室で、我が家のリビング兼ダイニングだ。置いてあるのはなんの変哲もないコタツテーブルなので少しもオシャレではないが、冬はコタツ布団をかけるだけで済むのでお手軽だった。

　あとは六畳の和室がもうひとつ、そこは光太の部屋になっている。歩美の部屋は五畳程度の洋室。コーポの二階で、ベランダは南向きなので日当たりはいい。だが、収納スペースが少ないのが困りものだ。

「歩美ちゃん、お茶なんていいから……」

「もう、淹れました」

　うんざりした声で答えながらガラス戸を開けると、コタツテーブルを挟んで光太と叔母が座っている。

（お見合いの件かな、と思ったんだけど……。これって、和也くんに関係すること？　まさか……婚約の件じゃないよね？）

　かつて、小学校に和也まで呼びだされた一件。

　あのことで直接叔母を責める人間はいなかったが、事情を知る人間からは遠回しに〝無責任〟や〝怠慢〟といった誹そしりを受けたという。そのため叔母は和也を嫌っている。

　それが理由かどうかはわからないが、光太は叔母のことを決して頼ろうとはしなかった。叔母の持ってくる見合い話を片っ端から断るのも、その辺りに事情があるのかもしれない。

　歩美は覚悟を決め、お盆に急きゅう須すと湯ゆ呑のみを三個のせて六畳間に足を踏み入れた。

「えーっと、今日は店が休みじゃないから、九時には家を出るんだけど……」

　光太がボソッと呟く。

「わかっていますよ。だから、こんな時間に来たんじゃないの」

　今は朝の八時。千葉に住んでいる叔母が我が家に来たのは三十分前のこと。

「赤の他人の家に入り浸りなんて、どう考えてもおかしいじゃないの？　親がお金持ちなのかもしれないけど、とてもまともな家庭で育ったとは思えませんよ。そんな男性と結婚なんて、叔母さんとても認められないわ」

「え、え、えっと……あの……」

　和也のことを言っているのはわかったが、どうして〝結婚〟の二文字が叔母の口から出るのだろう。

　歩美が戸惑っていると、叔母には光太が答えた。

「申し訳ありませんが、叔母さんに認めてもらうつもりで報告したんじゃありません。ただ結婚相手は決まったので、この間みたいに歩美に縁談を持ってこないでください、と言いたかっただけです。ああ、もちろん俺にももうけっこうですから。どうぞ、お気遣いなく」

　光太の言葉に歩美は仰天した。

　和也のことを嫌っている叔母に、わざわざ婚約の報告なんてしなくてもいいのに、と頭を抱えたくなる。

「どうして光太くんはそんなに頑固なの？　私は姉さんに代わって、あなたたちの行く末を見守りたいだけなのよ」

「見守ってくれるなとは言いません。でも、これ以上口を出してほしくないんです。自分のことは自分で考えるし、歩美のことは……これからは和也とふたりで考えていくでしょうから」

　歩美がひと言も口を挟めずにいると、叔母の目尻がキッと吊つり上がった。

「そうですよ、その高千穂さんが問題なの！　歩美ちゃん、いったいいつからのおつき合いなの？」

　見合いの一件にだけは触れてほしくなくて、歩美はできるだけ小さくなっていた。だが、話を振られたら答えないわけにもいかない。

「いつって……プロポーズされたのは、最近……かな？」

　見合いの話にだけはなりませんように、と祈りながら答える。

「正直に言いなさい。高校生のころから、本当はそういった関係を求められていたんじゃないの？」

「そう、いった？」

　叔母が青ざめながら尋ねる様子に、歩美はわけがわからずきょとんとしていた。

　だが、そんな歩美の態度を『わざととぼけている』と思ったらしい。叔母はさらに語気を強めた。

「まさかとは思うけど、中学生のときからなんて言わないわよね？」

　すると、横から光太の厳しい声があがった。

「いい加減にしろよ！　俺の親友をどこまで侮辱したら気が済むんだ!?」

「侮辱じゃありませんよ。そうでなかったら田川さんがあんなこと……」

（キャー!!　それだけはやめて、言わないでーっ！）

　いきなり叔母の口から見合い相手の名前が飛びだし、歩美は大慌てだ。

「叔母さん！　もう、わたしのことはいいから。とにかく、もう、そのことは……」

「そうはいかないの！　光太くんには内緒にしておくって約束だったから、叔母さん黙ってたけど……。でもちゃんと知ってるんですよ。あのお見合いのあと、あなたが田川さんとどこに行ったのか」

　叔母はうっすらと頬を染めて、目を逸らし気味に話す。

　もちろん〝お見合い〟の言葉に光太が反応しないわけがない。

「見合い？　どういうことだ、歩美。俺は、見合いは断れって言ったよな？　おまえだって乗り気じゃなかったくせに、なんで行ったんだ!?　それに、見合いのあとってなんだ!?　答えろ、歩美!!」

　万事休すだ。

　歩美は目の前が真っ暗になった。




　最初は田川も口を噤つぐんでいたようだ。

　当然だろう。セックスに応じない歩美への嫌がらせに、服を持っていくなんて酷い仕打ちをしたのだ。もしあのとき和也が助けにきてくれなければ、ホテルから警察に通報されていたかもしれない。

　だが、あの男は両親からせっつかれ、断る口実にとんでもないことを口走った。

『ふたりきりになってすぐ、彼女は僕をラブホテルに誘ったんだ。結婚するなら、そういう相性も確認しておく必要があるからって言われて。僕も何回かお見合いしたけど、あんな積極的な子は初めてだよ。相当慣れてる感じだったし。結婚するのはちょっと……』

　田川の両親はとんでもない娘を紹介してくれた、と叔母夫婦にねじ込んできたらしい。叔母の夫は顔を潰されたと怒り、叔母に二度と日生家とかかわらないよう命じた。

　叔母は困惑しつつも静観していたが、光太から歩美が和也と結婚すると聞き、飛んできたという。

　二十歳の歩美がそこまで世慣れたはずはない。もし、田川の言う通りであるなら、それは歩美にふしだらなことを教えた男がいる――その公式で導きだされた答えは、和也の存在だった。




　口うるさい夫の目を盗んでまで、歩美のことを案じて訪ねてきてくれるのはありがたいことだ。

　光太は口を挟まれるのを嫌がるが、歩美は少しでも母の面影を思いださせてくれる叔母のことを嫌ってはいなかった。

「お見合いしたのは本当よ。でも……でも、それは」

（お兄ちゃんのためにも、わたしが早く結婚して一人前になりたかったの……なんて言えない）

　そんなことを言えば、和也との婚約も疑われるだろう。

　歩美はとっさに、別の言い訳を口走った。

「お兄ちゃんが……叔母さんが持ってくるお見合いを断ってばっかりだから、わたしも断るのは悪いと思って……」

「それで……ラブホテルまで行ったのか!?」

　コタツテーブルをドンと叩き、光太は怒鳴った。

　歩美は身体をビクッと震わせながら、必死で言い訳を考える。

「い……行ったけど……でも、お見合いでふたりにされたら、そういうところに行くのが普通だって田川さんに言われて。でも、行っただけよ。何もしてない！」

『何もしてない』というところを強調して叫んだ。

　でも、光太も叔母も揃ってため息をついている。どう見ても丸っきり信じていないみたいだ。

「本当に行っただけなんだからっ！　必死に逃げて、トイレに閉じこもったの。その隙に服を全部持っていかれちゃって……」

　その瞬間、光太の顔色が変わった。

（あ……これは言い過ぎ？　でも、誘ったとか、そういうことをしたって思われるのはイヤだし）

　歩美がチラッと視線を向けると、光太はこぶしを握り締め、みるみるうちに顔の赤みが強くなっていく。

「その田川って野郎はおまえに何をした？」

　どすの利いた声に、歩美だけでなく叔母もビクッとした。

「な、何も」

「おまえが言わないなら直接聞いてやる。叔母さん、そいつの家を教えてくれ」

　光太は膝を立たせて、今にも立ち上がりそうな格好で叔母に尋ねる。

「教えちゃダメ！　叔母さん、教えないで。お兄ちゃん、本当に何もないの。乱暴もされてないし……本当よ！」

「何もない、だと？　何もない相手から、どうやって服だけ脱がすんだ!?　なんかされたから、そいつから逃げてトイレに閉じこもったんだろうが!!」

「そ、それは……」

　歩美はなんて説明すれば光太の怒りがおさまるか、頭の中で必死に考える。

（言われるままにシャワーを浴びて、でもそのときに裸を見られて、怖くなって逃げただけ。つけ足すなら、田川の全裸を見せられて気持ち悪くなったから……とか？）

　そんな本当のことを口にしたら、火に油を注ぐことになるだろう。

「い、いろいろあって……あ、でも結果的には何もなくて。和也くんが助けてくれたの。フライトが終わってから、制服のまま飛んできてくれて。そ、それで、自分と結婚しようって。だから、田川さんのことはもういい……」

「和也が……」

　光太はそのまま押し黙った。

『和也くんが助けてくれた』という歩美のひと言は、光太にとって相当ショックだったようだ。

　それはおそらく、〝歩美がラブホテルに行った〟と聞いたときより。

　叔母は抗議すると怒ったが、歩美はこれ以上大きな騒ぎにならないようにと頼んだ。

「田川さんの件は、叔母さんも悪かったわ。歩美ちゃんはパイロットが好きなんだと思って、お仕事だけ見て、ちょうどいいと思ってしまったせいね。でも、高千穂さんとのことは別よ。光太くんは亡くなったお義に兄いさんに似て人がいいから。でも、叔母さんはずっと気になってたの。あの男のあなたを見る目がね」

　叔母は最後まで、和也に対する不信を口にしながら帰っていった。




　叔母が帰ったあと、光太から思いきり怒られるだろうと、歩美はビクビクしていた。

　だが、いつまで経っても光太の雷は落ちてこない。

　あまりに静か過ぎて、歩美のほうからついつい尋ねてしまう。

「あの、ごめんなさい。黙ってお見合いなんかして。怒ってるよね？」

　おっかなびっくりで声をかけるが、光太は荒ぶる様子もなかった。

「いや、兄ちゃんのほうこそ、気を遣わせて悪かった」

　会話がそこで止まってしまい、歩美はどう言葉を続けたらいいのかわからなくなる。

　こんなとき、今までなら即行で和也に相談してきたけれど、今はそれもできない。三日前、パリ行きの便に搭乗すると言っていた。今はまだ日本に帰ってきていないだろう。

（でも日本にいても、なんか相談しづらいかも……）

　兄妹の心境をうつしとったかのように、その日の客の入りは今ひとつの結果に終わったのだった。




　営業時間が終わると歩美はすぐに帰るように言われた。

　片づけや仕込みをすべて終えてから光太と一緒に帰るとなると、かなり遅くなってしまう。いつも夜道を送ってくれる和也も、今日はいなかった。

　光太はいったいどうしたのだろう。元気のない光太を見るくらいなら、まだ思いきり叱られたほうがマシだ。

　歩美が勝手に見合いをしたこと。窮地に光太ではなく、和也に助けを求めたこと。そのことが、光太にこれほどまでショックを与えるとは思わなかった。

　ただ光太に、『歩美のために』という考えをやめてほしかっただけだ。

　店を出て、三つ目の角をコーポのほうに曲がろうとしたとき、歩美は店のほうを振り返った。すると、歩美のいる方向とは反対から来た誰かが、店の中に入っていくのが見えた。

（あれ？　扉の鍵、閉めたよね？　誰かが入っていったってことは、お兄ちゃんが開けたってこと？）

　閉店後にいったい誰だろう。そう思うと歩美はジッとしていられなかった。

　店に駆け戻ると、正面ではなく休憩室近くにある裏口から中に入った。厨房に光太の姿はなく、やはり誰かがやってきて応対に出たようだ。

（まさか、叔母さん!?　しつこく和也くんの悪口を言いにきた、とか？）

　そのとき、歩美の耳に思いがけない声が聞こえてきた。

「卒業以来だから、十年ぶり？　久しぶりに会うと、ずいぶんオジサンになったわね」

「和也に比べて？」

「そうねぇ……高千穂くんはしょっちゅう見てるから、よくわからないわ。でも昔のことを思えば、彼はずいぶん柔らかくなったわね」

　黒髪のショートボブ、ＣＡの多恵は羽田空港で見たときよりメイクが薄いように感じる。口紅もかなり自然な唇の色に近い。それでも、歩美とは比べものにならないくらいの華やかさだ。

「おまえもいい女になったよ。あのころは気の強さだけが際立ってたからなぁ」

「失礼ね！　そんなに気は強くなかったわよ」

「じゃあ、オバサンになったって言ったほうがいいか？」

「ちょっと、光太……殴るわよ」

　彼女は軽くファイティングポーズをとって光太に殴りかかる素振りをする。

「待て待て、多恵。おまえは本当にやりそうで怖い」

　そんな言葉を返しながら、光太は楽しそうに笑った。

　多恵も同じように声を立てて笑い……厨房の戸口に隠れて立ち聞きしている歩美は、どうしたらいいのかわからなくなる。

（な、何、これ？　生駒さんって和也くんの恋人だったんじゃなかったの？　これじゃまるで……）

　これまで見たことのない光太の姿に、歩美は立ち去ろうにも足が動かない。

　当のふたりは歩美の存在に気づくことなく、入口に一番近いテーブル席に座って話し続けている。

「聞いたわ。高千穂くん、あなたのお姫様に手を出したんですって？」

「なんでおまえがそのことを。ああ、そういや、訓練教官だった機長に紹介するとかいって、歩美を空港まで呼びだしたんだっけな」

「あら、知らないの？　紹介できなかったのよ。まあ、もっと派手に、空港中で働く人たちに紹介したって感じかしら」

　多恵はクスクス笑いながら言う。

「なんだ、それ？」

　光太が身を乗りだす。

「知りたい？」

（キャー、待ってぇーっ！　お願いだから、それ以上は言わないでーっ！）

　歩美は厨房の戸口にしがみつきつつ、心の中で叫ぶが……。

　実にあっさり、多恵はキス事件の全容を光太に話して聞かせた。

「やっぱり、ショック？　大事なお姫様ですもんねぇ」

　光太はスッと立ち上がると、歩美が隠れている場所のすぐ近くまでやってきた。

　このまま厨房に入られたら、間違いなくばれる。

（ちょ、待って、待って！　お兄ちゃん、こっち来ちゃダメーッ！）

　アタフタする歩美だったが、光太は戸口の近くにあるドリンク用の冷蔵庫の前で足を止め、中から瓶ビールを取りだした。

　栓を開け、グラスを二個抱えて多恵の前まで戻る。

「飲むだろ？」

「……ええ、明日は休みだから」

　ふたつのグラスにゆっくりとビールが注がれていく。光太は立ったまま自分のグラスを手に取り、中身を一気に飲み干した。

「相変わらずねぇ。お姫様が一番大事なんだ。まだ独身なんですってね。ひょっとして、私と別れたあと、恋人も作ってないんじゃないの？」

「まあ、そんなとこかな。俺はともかく、そっちはどうなんだ？　結婚したのか？」

　光太の問いに多恵は切なそうに微笑む。

「家に待ってる人がいるなら、今夜ここにはいないわ」

　そう言うと、静かに息を吐いた。

　やはり、このふたりは恋人同士だったのだ。和也が知らないはずはない。どうしてすぐに言ってくれなかったのだろう。

　だが〝兄の元恋人〟――その響きは〝和也の元恋人〟とは違う種類のショックを歩美に与えた。

（わたしがショックを受けると思ったから？　でも、和也くんの恋人だったって言われたほうが、やっぱりショックかな……）

　全然気づかなかった自分は、なんて鈍感なのだろう。

　とはいえ、光太たちが大学生活を謳おう歌かしていた時期、歩美はまだ小学生。とても男女の機微などわかるはずもない、と自分を慰めてみる。

　このままふたりの恋人関係が復活したら、ラブシーンに突入するかもしれない。

（そ、それはまずいわ。覗くのはちょっと……っていうか、お兄ちゃんのラブシーンなんて見たくないし！）

　まだ閉店時間の二十二時を少し過ぎた辺り。明るい道を通って急いで帰ろう。歩美はコソコソと裏口に向かって進もうとした、そのときだった。

「もう、かまわないでしょう？　妹さんは高千穂くんのものになる。あのときは、最低でも妹さんが成人するまで、恋愛も結婚も考えられない。そんなに待たせられないからって、私と別れたのよ」

　多恵の言葉を聞き、歩美はドキッとした。

（それって……お兄ちゃんはパイロットの夢を諦めただけじゃなく、わたしのために恋人の生駒さんとまで別れてたってこと……？）

　そんな歩美の動揺を知らず、多恵はさらに言葉を続けた。

「ふられたのが悔しくて、周りには私から別れたって言ったわ。そのせいで、パイロットにならないあなたを見捨てたって思われてる」

　多恵はグッとビールグラスを掴むと、一気に飲んだ。

「まあ、たしかにこの十年、ずっとあなたを待ってたとは言わない。結婚したいと思って、相手を探したこともあったもの。でも、高千穂くんが妹さんと結婚するって聞いて、気がついたらここに来てた」

「多恵、俺は――」

　光太の言葉を遮るように、多恵は立ち上がる。

「最初からダメだと決めつけないで。あなたが望んでくれるなら、私……空を諦めることだってできる。接客ならこの店でもやれるでしょう？　だから……」

「俺は、おまえにふさわしい男じゃないんだ」

　背中を向けて、光太は多恵から離れようとした。

「そんなこと……」

「それに、和也が歩美を幸せにするとは限らない」

　多恵の反論が止まった。

　息が詰まるような時間が過ぎる。歩美も微動だにできず、厨房に立ち尽くしていた。

　少しして、ガランという音が聞こえた。

「能天気なくせに、一度決めたら頑固で融通が利かなくて、まっすぐなあなたが好きだった。でも、私たち――」

（生駒さん、最後になんて言ったの？）

　彼女の声は扉の閉まる音にかき消され、歩美の耳までは届かなかった。







第九章　婚約解消
















　和也は十五時半には成田に到着する予定だった。いつもなら店に迎えにきてもらうのだが、珍しく銀座で待ち合わせをしたのが裏目に出てしまう。

（だって、昨日の今日だもの。なるべく、お兄ちゃんとふたりきりにはなりたくない）

　光太と多恵の話を盗み聞きしてしまった。話を聞いてしまったことにも、聞いてしまった内容にも、申し訳なさがつきまとう。

　昨夜は光太を待たずに寝たフリをした。

　朝はどうしようとベッドの中で悩んでいたとき、和也からメールが入ったのだった。内容は、婚約指輪のサイズ直しが完了したので帰国しだい銀座まで一緒に受け取りにいこう、というもの。

　和也とふたりきり、それも今の歩美にはあまりありがたい状況ではない。

『キスした時点で、芝居はおしまい。身体の関係ができた以上、結婚は当然だ』

　そんな和也のプロポーズに、歩美はこんなふうに答えてしまった。

『和也くんのことは好きよ。でも、恩とか義理みたいに結婚してほしくない』

　和也はかなり怒った様子だった。

　頭の中は混乱していたが、それでも和也に会いたい気持ちのほうが勝り、ＯＫのメールを返してしまったのだった。




「え？　今、着いたの？」

　二時間も待たされ、ようやくかかってきた電話で和也が告げた言葉は『今、成田に着いた』だった。

『タキシングに入ってからストップがかかったんだ。パリ上空の気流に問題があって、そこから二時間も待たされた。おかげで着陸も順番待ちで……。とにかく、今から都心まで戻るのに一時間半ってとこか』

　タキシング――ゲームにもよく出てくる言葉だが、離陸のため滑走路に向かうことだ。短距離走で『用意』と言われたまま二時間待たされたようなものか。飛ぶ前からさぞかし神経を使ったことだろう。

　それを考えると、歩美が二時間待たされたからといって文句は言えない。このあと、さらに一時間半待つことが確実になったとしても。

「お店、もう閉まっちゃうよ。明日にする？」

　宝石店の営業時間は二十時までだった。今はもう十九時半を回っている。受け取りが一日遅れたからといって傷む物でもない。

『いや、ひとりで受け取りに行ってくれ。おまえが行けばサイズ確認はできるわけだから、俺は必要ないし』

「で、でも……」

（和也くんのプロポーズを断ったのに、婚約指輪を受け取りに行っていいの!?）

「ねえ、和也くん、この間の話なんだけど……」

　歩美は意を決して尋ねようとした。

『車で話した件なら後回しだ。電話で話せることじゃないし、それに、婚約の芝居とは別の話だろう？』

　歩美から言う前に言われてしまった。

（でも落ち着いた声だったし、電話の感じからすると、和也くんの怒りはおさまったのかも）

　もしそうなら、すぐに答えを出す必要はない。歩美が和也を好きな気持ちに変わりはないのだ。傍にいることで、ゆっくり時間をかけて、和也が歩美のことを〝比翼の鳥〟と思ってもらえるように頑張ればいい。

（それならちょっとホッとする……）

　歩美がブツブツ口の中で言っていると、電話口から和也が叫んだ。

『おい！　聞いてるのか？』

　その言葉にハッとし、歩美はとっさに答える。

「聞いてるよ！」

　実は聞いてなかったのだが、さりげなく聞き返してみる。

「えっと……わたし、お店に戻ってようか？」

『腹減ったって言ってるだろ。おまえの手料理が食べたいんだ。先にマンションに戻っててくれ』

　どうやら、和也のマンションでご飯の用意をしておけ、ということを言っていたらしい。

　思えば、マンションでふたりきりというのは、ずいぶん久しぶりだ。ふたりきりになることで、消えた初体験の記憶が思いだせるかもしれない。

（で、でも、思いだせなかったら？　一度エッチしたら、男の人って当然二度目を期待してるよね？）

　いっそ初体験をリセットするつもりで、もう一度抱かれてみたら、なんてことまで考えてしまう。

『じゃ、頼んだぞ、歩美』

「えっ、それってどの件？　和也くん、和也くん!?」

　婚約指輪の件も、ご飯の件も、歩美はまだ返事をしていない。

（返事するまで待ってよ。もう、和也くんのせっかち！）

　ため息をつきながら、電話を切る歩美だった。




　歩美が宝石店に着いたのは閉店二十分前。先月訪れたときと同じく、十歳年上の旦那様がいると話してくれた女性店員がにこやかに応対してくれた。

　彼女に見送られ、宝石店を出たのが二十時過ぎ。

　そして、歩美が港区のマンションに到着したのは二十一時近くだった。

　和也の父親が所有するというマンションは、外観は綺麗に塗装されているが築三十年を軽く過ぎているという。

「お帰りなさいませ、高千穂様」

　ここ数年変わっていないフロントの男性コンシェルジュは、さすがに歩美の顔を覚えたようだ。

「あ、こんばんは。いつもご苦労様です」

　最初は、たまにしかここを訪れない歩美は『お帰りなさい』じゃないような、と思っていたが、このマンションでは週に数回、あるいは月に数回しか帰宅しない住人も少なくないらしい。その頻度で考えるなら、たしかに歩美は『お帰りなさい』の部類に入る。

（わたしと和也くんの関係……この人ってどう思ってるのかな？）

　気にならないではないが、わざわざ尋ねるほどのことでもない。和也宛てのたまった郵便物を受け取り、歩美は礼を言うとエレベーターで上に向かった。

　もし本当に結婚して新婚生活を送るとしたら、ここよりモデルルームを見学に行ったマンションのほうがいいな、と思う。

　マンションの完成から少し遅れるそうだが、敷地内に子供の遊び場や大きな公園、乳幼児の託児施設もできるとパンフレットに書いてあった。江戸川区内はもともと公園が多いが、住人しか入れない公園があると安全だ。

　最近では子供の教育や安全に配慮したマンションも多いのかもしれない。でも、そういったことに興味のなかった歩美の目には、革新的にうつった。

（ああいうトコで子育てとか、楽しいかも……って、違うでしょ。子育ての前に結婚を考えなきゃ）

　軽快な電子音がしてエレベーターの扉が開く。

　歩美は十七階の廊下を歩きながら、バッグから和也にもらったスペアキーを取りだした。

　和也の部屋は一ＬＤＫ。そう言われたら小さく感じるかもしれない。

　だがなんと、リビングダイニングとキッチンで約四十畳。それに約十畳の寝室、三畳程度のウォークインクローゼット、キッチンの奥には四畳半はありそうな収納スペースが、さらには角部屋なのでバルコニーが二方向にあった。

　はっきり言って、ＬＤＫだけで歩美たちの店のフロアがスッポリとおさまるサイズだ。寝室を足したら厨房まで入るだろう。

（ここが狭いって……普通の新婚さんなら広過ぎるくらいだと思う）

　ため息をつきつつ、歩美はキッチンに入った。

　銀座の宝石店からマンションまでは五キロ足らず。普段なら電車で十分ほどの距離だが、それに一時間もかけた理由は『おまえの手料理が食べたい』という和也の言葉のせいだった。

　ここ数日、歩美は和也のマンションを訪れていない。過去の経験からすると、今この家にまともに食べられる物はないと思ったほうがいい。

　案の定、冷蔵庫を開けて唖あ然ぜんとした。

　ポケットにおさまっている大きなペットボトルの中身は、お茶とスポーツドリンクと天然水。小さいペットボトルも数本転がっていて、桃やみかん味の天然水だった。あとはビールの缶が数本と調味料類、そしてなぜか、シーチキンの缶詰が冷蔵庫の中央に鎮座していた。

（なんでシーチキン？　しかも、なんで冷蔵庫？）

　首を捻りつつ、シーチキンの缶詰を取りだし、歩美は買ってきた卵や魚、野菜を冷蔵庫に入れていく。

（とりあえずご飯を炊こう。早炊きにすれば和也くんが帰ってくるまでに炊けるかも。サバは味噌煮にして、ほうれん草は胡麻和えにしよっと）

　などと考えながら米びつに手を伸ばすと、お米も調味料も歩美が以前来たときのまま量が変わっていないことに気づく。

　そして鍋に至っては、一センチも動かした様子はなかった。

（和也くんはインスタントラーメンひとつ作らないもんねぇ。まあポットでお湯を沸かしたら、カップ麺はできるかもしれないけど）

　結婚したら、今どきあり得ないほどの〝亭主関白〟になりそうだ。

　でも和也は、歩美が頼めばたいがいのことはしてくれる。お願いしたら、意外に気分よく料理も作ってくれるかも……。

（だから、ほら、すぐに結婚に結びつけて考えたらダメだってば！）

　何を考えていても、つい和也との結婚生活を想像してしまう。

　好きな人に求婚されたのだから、理由など気にせずにＯＫしてしまえばいい。その反面、好きな人だからこそ、やっぱり愛してほしいと思う。

　もちろん彼にも、愛する人と幸せな家庭を築いてほしい。

　でも歩美に対する思いが義務や責任から生じたものなら、そんな求婚は受けるべきではないのだ。

　ちょっとぬるく感じる水でお米をとぎ、炊飯器の早炊きスイッチを押した直後、ドアホンが鳴った。

（和也、くん……だよね？　鍵、忘れたとか？）

　他の可能性は考えず、歩美は急いで玄関のドアを開けた。

「お帰りなさい、和也くん。ご飯が炊けるまでもうちょっと待っててね。先にお風呂に入っ……」

　開けたあと、ちゃんと確認してから出ればよかった、と後悔した。

　目の前に驚きの表情を浮かべた男女が立っていた。女性はハイヒールのせいか歩美より十センチは背が高い。パッと見た感じは四十代後半、でもよくよく見るとファンデーションを厚塗りしているようで、心の中で五十代に訂正する。美しい女性だが、目から光線でも出しそうな勢いで歩美を睨んでいる。

　一方男性は、長身で五十代後半から還暦辺りか。落ちついた色のスーツを上品に着こなし、まさにロマンスグレーという言葉がぴったり合う。そして、彼の面差しは誰かを思いださせるものだった。

「あ、あの……」

「私はこの部屋の持ち主で高千穂敦あつ哉やという者だが、君は？」

　低く威厳のある声で尋ねられ、歩美の全身に緊張が走った。

「わたしは、日生……歩美と、申します。和也く……さんの、えっと……」

　和也の何と答えるべきか、とりあえず、笑ってごまかす歩美だった。




「和也さんはもうすぐ戻られると思いますので」

　リビングにふたりを通し、急いでコーヒーを出した。

　歩美が玄関口で自己紹介に悩んでいたとき、和也の父、敦哉のほうから、『君が息子のフィアンセかな？』と言われてしまったのだ。

　違います、とは言えず、ニッコリ笑ってうなずき、今に至る。

（お義と父うさんのほうは優しそう……でも、お義か母あさんは怖いよぉ）

　和也の母、雅まさ子こはニコリともせず、まるで値踏みするようなまなざしを歩美に向けてくる。

「実は寝耳に水の話でね。息子が婚約した、と赤の他人から聞かされた親のショックは、わかってもらえるだろうか？」

　本当にショックを受けた表情でしみじみと言われたら、歩美も同意せざるを得ない。

「お若いようだが、女性に年齢を聞くのは失礼かな？」

「いえ、もうすぐ二十一歳になります」

　歩美は即答する。

「では大学生か。どこの大学に？」

　大学に行くのが当然という口調にちょっと気後れしつつ、歩美は顔を上げて堂々と答える。

「大学には行ってません。高校を卒業してからずっと、家の仕事を手伝っています」

「ほう、それは立派な心がけだ。ご実家はどんなご商売をされておられるのかな？」

　まさか褒められるとは思わなかった。

「小さな店ですが、洋食屋をしています」

「では、お父さんはコックさんなんだね」

　何も知らない敦哉に、悪気などあるはずがない。ごく普通の質問だと思いつつも、歩美の声のトーンは下がる。

「それは……間違いではありませんが、両親は十一年前に事故で亡くなりました。店は兄が……和也さんと同じ歳の兄が継いで、わたしのことも育ててくれました」

　ここまできて、歩美は何か妙な感じを覚えた。

　敦哉はずっと笑みを絶やさず、歩美の言葉を真しん摯しに聞き入れてくれているように思える。だが、彼の相あい槌づちにはどこか白々しいものを感じてしまう。

　上滑りしているような、掌の上で弄ばれているような、どちらにせよとても嫌な感覚だった。

「困ったものね、和也さんにも」

　ふうっと大きく息を吐きながら、雅子が口を開いた。彼女は最初こそジロジロと歩美を見ていたが、そのあとは無視するように一切見なくなった。

「あの、それはどういう……」

　少しくらい尋ねてもいいだろうか、と思い口を開くが、敦哉によって止められる。

「やめなさい、雅子。すまないね、女親というのは息子の恋人には敵意を持ってしまうものらしい」

　敦哉は雅子を止める素振りで、実際には歩美の質問を阻んだだけのようだ。

「あら、それだけではありませんわ。あの子の妻には相応の家柄と教養が必要なんです。高千穂家の嫁として、一緒に暮らさなくてはならないんですからね」

　その言葉に歩美の心臓が飛び上がった。

　和也はひとりっ子だ。親に何かあれば責任は彼ひとりにかかってくる。でも、結婚すれば同居などといった話は一切聞いておらず、歩美は驚かずにはいられなかった。

（あ……でも、もしそうだとしても今のところプロポーズは断ってるんだし、婚約はお芝居なんだから……）

　そうは思うものの、やはりどうしても気になってしまう。

　そんな歩美の表情から敦哉は動揺を悟ったらしい。

「どうやら君には何も話していないようだね。和也は来年にも会社をやめて、故郷に戻る予定なんだよ。戻りしだい、次の市議選に立候補して、いずれは市長を目指すことになっている。だが、和也の優秀な頭脳を思えば、最初から国政に出ようという声も後援者からあがっていてね。和也の妻には大きな支えが期待されているんだ」

　その敦哉の言葉には本気で驚いた。

（そんなこと、あり得ない。和也くんがパイロットをやめるなんて！）

　歩美がそのことを口にしようとしたとき、雅子が初めて正面から歩美を見据えた。

「わたくしの実家は金銭面で夫の選挙戦を支えました。それが高千穂家の嫁の務めなんですよ。あなたは、失礼ですけど持参金どころか、結婚費用すら用意できないのではないかしら？」

　ソファに座っていた雅子がスッと立ち上がった。

　そのまま嘲ちょう笑しょうするかのように歩美を見下ろす。

「それにね、あなたには可哀想なことですけれど、和也さんには五年も前から許嫁いいなずけがいるんです。そのこともあって、わたくしたちに直接言えなかったのでしょうね。まあ、和也さんも男ですから、東京に女性がいるのだろうとは思っていました。でもまさか、二十歳そこそこの娘さんだなんて……」

　和也が今の会社をやめるなんて聞いたことがない。市長や代議士を目指すという話も同様だ。

　だがそれ以上に、許嫁の存在など感じたこともなかった。

　歩美がひと言も言い返せず立ち尽くしていると、いきなり雅子に腕を掴まれた。

「あなた、まさか……妊娠しているんじゃないでしょうね!?　そのときは堕おろしてもらいますから。婚外子なんて、とんでもないわ！」

　美人だと思ったその顔は、鬼女のように目が吊り上がっている。ダイヤモンド入りのつけ爪が肌に食い込んできて、歩美は思いきり振り払うかどうか迷った。

　そのとき――。

「これは珍しい方たちがお見えだ。しかも、ふたりお揃いとは。雪でも降りそうですね、お父さん、お母さん」

　人を小馬鹿にしたような和也の声が聞こえ、雅子の力が弱くなった。

　振り向くと制服姿の和也が立っていた。彼はリビングのドアにもたれかかっている。

「和也さん、わたくしはあなたの立場を心配して……」

「僕に許嫁がいるとは、初耳ですね。本人に無断であまり勝手なことはされないほうがいい。後々面倒なことになるのはあなた方ですよ」

　和也はつかつかと歩美の傍まで歩いてくると、雅子から引き剥がした。

　ホッとして、歩美は彼の背後に回り込む。

「勝手ではないだろう？　五年前に話があったとき、まだしばらく結婚するつもりはないと言うから、許嫁の方に待っていただいたんじゃないか」

　敦哉は立ち上がり、和也に近づきながらしれっと言う。

　身長は和也のほうが高いが、顔は本当によく似ている。歩美は並んだふたりを見ながらそう思った。

「都合よく入れ替えないでください。縁談の返事に『この人と結婚するつもりはない』と言ったんですよ。お父さんがいつ結婚について考えるつもりだ、と聞くので『まだしばらくは』と」

　和也はほんの少し語気を強めた。

「なら、ちょうどいいだろう。おまえも結婚する気になったようだし……」

　敦哉はチラリと歩美のほうを見て、偽善者めいた笑みを浮かべた。

「日生さんだったね。申し訳ないが、家族だけにしてもらえるかな？」

　歩美は唇を噛み締めてうつむいた。

　和也に許嫁がいる、ということは気になるが、それならそれで諦める理由になる。やはり、こんな芝居はするべきでなかったのだ。

　歩美が黙って立ち去ろうとしたとき、和也は歩美の手首をしっかりと掴んだ。

「おまえがここで帰ってどうするんだ？　腹が減ったって言っただろう。飯はできてるのか？」

「こ、こんなときに、ご飯って」

　歩美はハッとした。

　親子といえば一番近しい間柄だ。それなのに、和也は空港で見かけたときと同じ、ずいぶん他人行儀な言葉遣いをしている。

（どうして？　ご両親なのに。久しぶりに会って嬉しいっていうより、なんか緊張してるような……）

「実家は洋食屋さんとおっしゃったかしら？　よほどお料理が上手なのね。でも、それじゃお嫁さんというより、家政婦さんとして来ていただいたほうがよろしいわね」

　和也の言葉を聞いた雅子は、歩美を見下すような視線を向けつつ、嫌味ったらしく言った。

　雅子の言葉が刃のように歩美に突き刺さる。

「僕に家政婦は必要ありません」

「いい加減になさい！　あなたは母親思いのいい子だったわ。お願いよ、おじい様の身体の調子もよくないし、お父様の仕事も大変なの。もうパイロットの仕事は充分でしょう？　我がままはこれくらいにして、家に帰ってきてちょうだい!!」

　和也の返答を聞くなり、雅子はヒステリックに叫んだ。

　だが、和也に少しも心を動かされた様子はない。

「その件に関しては、いずれ答えを出す、と言ったはずです。ただ、結果がおふたりの期待に添わなくても、僕の関知するところではありませんが」

「和也さん！」

　相手は実の母親だというのに、木で鼻を括くくるかのような対応だ。平然とした和也を見ていると、歩美のほうがハラハラしてしまう。

　そのとき、唐突に敦哉の笑い声が響いた。

「わかった、いいだろう。では、このマンションをそのお嬢さんの名義にしよう」

　歩美の腕を掴んだ和也の指先が、ピクッと痙けい攣れんした。

　歩美には敦哉の提案の意味がわからず、一歩だけ和也の傍に近寄る。

「元パイロットとして講演会をするなりして、理由をつけて上京すればいい。ここでいくらでも新婚ごっこをしなさい。ただし、地元では妻を大切にして、品行方正な生活を送るように。では、私たちは失礼するよ。お嬢さん、せっかく淹れてくれたコーヒーに手をつけず申し訳なかったね」

　敦哉は雅子を急かすようにして、リビングから出ていこうとする。

　そして和也とすれ違いざま、当たり前のことのように呟いた。

「だが、婚外子だけは認めない。万一のときは始末するように。おまえの責任だ」

　まるで地獄から響くような、冷たい声色だった。

　歩美はゾッとして和也の後ろから離れられなくなる。

　その瞬間、和也の口から笑い声が聞こえた。それは先ほどの敦哉と違い、自嘲めいた笑い方だった。

「いや、驚いた。まさか、あんたの口から〝品行方正〟なんて言葉を聞こうとは」

　それは歩美にしてみれば、いつもの和也の口調だ。

　だが、ふたりにとっては違ったらしく、一瞬唖然とした表情を見せた。

　その直後、敦哉は眉間にシワを寄せ、わずかに声を荒らげた。

「父親に向かってそんな口の利き方があるか！」

「そうですよ、和也さん。いい歳をして、常識というものを……」

　そんな雅子の言葉を遮ったのは和也だった。

「茶番はやめにしよう。どうしても続けたいなら、〝品行方正〟な父親の寝室に消えていく家庭教師の話や、〝常識〟を持つ母親が実家に帰ると言いつつ別荘に行く話でもしようか？　俺も〝いい子〟の看板は下ろしたくないんでね。お互いに、これからも干渉せずってことで……それが無難だろう？」

　歩美には、和也が何を言いたいのか全くわからない。だが、和也の両親には伝わったようだ。

「親を脅迫する気か？　おまえがその気なら私にも考えがある。このままパイロットを続けられると思うな」

　それまで余裕綽しゃく々しゃくだった敦哉の顔色が一瞬で青ざめ、声も震えていた。

「好きにしろよ。もちろん、俺も黙ってはいないけどな。お互いに火だるまになるだけだ」

　和也は逆に、酷く冷静で冷ややかなまなざしを敦哉に向けていた。

「高千穂の家名に泥を塗る気か!?」

「おっと、責任転嫁は勘弁してくれ。泥を塗るのは俺じゃない。あんたたちの品行だ。公表されて困るような行いは一切ない、というなら堂々としてたらいい」

　両親から怒りに満ちた視線を浴びせられるが、和也は平然と受け流している。

　やがて、彼らのほうが根負けしたようだ。敦哉は最後に「このままで済むと思うな」と、悪党の負け惜しみさながらのセリフを吐き捨て、引き揚げていった。

　リビングに静寂が戻り、歩美は冷めたコーヒーカップをお盆にのせる。

「驚かせて悪かったな」

　ポツリと和也が呟く。

「ん……なんか、びっくり」

　歩美もいきなり嵐に巻き込まれた気分で、頭の中がボーッとしたまま答えていた。

「俺が戻る前も、おまえに嫌なこと言ったんじゃないか？　もしそうだとしたら謝る。すまん」

　やけに素直な態度に、歩美はなんと答えたらいいのかわからない。

　だが、和也は心底疲れた顔つきで、ソファに腰を下ろした。

「あれが俺の両親だ。ここを出たら別行動だろうな、あのふたりは」

「別行動？」

　どうして一緒に上京した夫婦が別々に行動しなくてはならないのか、歩美にはその理由がわからなかった。

「愛情も何もない、打算と欲にまみれた夫婦だ。まあ、ふたりともそうなんだから、お似合いというか、ある意味幸せだな」

　和也は深く息を吐き、彼の育った家庭が綺麗に調ととのえられた外面とは相反して、いかに破綻していたかを話してくれた。

　歩美の疑問は解けたが、どうしてそれで夫婦を続けていけるのかはよく理解できなかった。

　そんな歩美に、和也は笑いながら尋ねた。

「ほら、おまえが露天風呂で溺れたことがあったろ？」

　いきなり話が飛んだ気がして、歩美は吹きだしそうになる。

「あったけど……そんなこと、今、言わなくたって」

「あの日、おじさんから急に俺も一緒に行こうって言われたんだ。宿で夕飯のとき、ケーキが出てきたのを覚えてるか？」

　覚えているも何も、あの日は和也の誕生日だった。みんなでサプライズパーティをしようと盛り上がり、結局、温泉旅行に行くことが決まったのだ。

「俺さ、十九年生きてきて、初めて誕生日に『おめでとう』って言ってもらえた。信じられない親だろ？」

　和也は笑いながら言うが、歩美は涙が込み上げてきた。

（和也くんは、お似合いだから幸せだって言うけど……でも、そんなのって家族じゃないよ）

　親になった以上、子供の幸せを考えるのが当然のような気がする。子供の誕生日すら祝わない親を、親と呼びたくない。

　二十歳そこそこの小娘に、と言われるかもしれない。でも、誕生日プレゼントを渡すために少しでも早く帰ろうとしてくれた両親が間違っていたとは思いたくない。

　このとき、歩美は無性に和也を抱き締めたくなった。

　寂しい瞳をしてうなだれる彼の姿が、幼い少年のように思える。ギュッと抱き締めて、ありったけの愛情を注いであげたい。

　愛の言葉をたくさん口にして、そして自分がずっと傍にいるから、と。

（もう、言っちゃおうか……『わたし、和也くんのお嫁さんになりたい。だから、わたしのことを好きになって』って）

　すぐでなくてもいいから、結婚して夫婦になって、楽しい思い出をいっぱい作っていけば、いつかはきっと歩美の両親のような夫婦になれるんじゃないか。

（ううん、きっとなれるよ！）

　歩美が勇気を出して思いを告げようと決めたとき、和也が先に口を開いた。

「結婚、しないほうがいいのかもな」

「……え？」

　和也の言葉は歩美の勇気を一瞬で打ち砕いた。

「日生のおじさんとおばさんを、本当のお父さん、お母さんと呼びたかった。だからおまえが欲しかったのかもしれない。もちろん、おまえのことは大事だ。何があっても守りたいと思う。でも、愛してるかって聞かれたら……悪い、俺はあのふたりの子供なんだ」

　歩美は呼吸が止まった。

　前向きな考えは消え去り、この部屋の時間まで止まった気がした。

「俺はおまえの〝極楽鳥〟にはなれない」

　苦しげに、和也の口から零れる拒絶の言葉。

　歩美は前髪に触れて、ツンツンと引っ張った。

「そ、そう……よかった。わたしも、和也くんのご両親はちょっと……仲よくなる自信ないかなぁ、なんて」

　涙を零さないように必死だ。

　両親のことを言われたとたん、何かをこらえるように奥歯を噛み締めた和也のことなど、今の彼女は気づくはずもない。

　歩美はキッチンに置いたままのバッグを取りにいき、中から婚約指輪の入った水色のケースを取りだした。

「これ、もういいから」

　歩美からケースを差しだされ、和也はうなだれていた顔を上げた。

「結婚はともかく、婚約の芝居に必要だろう？　俺が言いだしたんだ。それまでやめるつもりはない。指輪を光太にも見せておけば、あいつだって安心……」

「だから、もういいんだって！　わたし、聞いちゃったから。あのＣＡさん、生駒さんだっけ？　昨日の夜、お店に来たの……」

　遮るように言うと、和也が息を呑むのがわかった。

　歩美は深く考える前に、成り行きで立ち聞きしてしまった内容を話した。ついでに、光太に内緒で見合いをした挙げ句、ラブホテルに連れ込まれた一件がばれたことも。

「お兄ちゃんてば、わたしが結婚しても出戻ってくることまで心配してるのよ。実力行使に出ても無駄みたい。だから、芝居はもうやめる。わたしの本当の気持ちを話してみようと思う」

「本気で、自分のためにいろいろ我慢されるのは迷惑って言う気か？」

「迷惑だなんて思ってない。ただ、わたしはもう大丈夫だから『今までありがとう』、そう言うつもり」

　和也は不満そうな顔をして口を開きかけた。

　でもその前に、歩美はひと息に言う。

「和也くんにも……今までありがとう。でも、わたしはもう大丈夫だから。今度はちゃんと〝極楽鳥〟を探すから……和也くんも諦めないで」

　口を開いたまま、和也は歩美の顔を食い入るようにみつめている。

「えっとね……ご飯はすぐに炊けると思う。でも、おかずはまだなの。ちょっと、作ってあげられそうにない……ごめんね」

　そこまで口にするだけで精一杯だった。

　和也の部屋から飛びだし、そのとき一度だけ振り向いた。ひょっとしたら、和也が追いかけてきて引き止めてくれるかもしれない。終わりにしたくない、愛している、と言ってくれるかも……。

　でも、和也は追ってはこなかった。

　歩美は泣きながら廊下を小走りに駆け抜け、エレベーターに飛び乗った。







第十章　愛はどこにある？
















　歩美が店に着いたときには、もう閉店時間を過ぎていた。

　すでに看板とショーケースの電気は消え、暖簾も中に取り込まれている。だが、入口の鍵は開いたままだった。

　歩美はスーッと息を吸うと、元気よく扉を開ける。

「ただいまーっ！　ごめんね、夜は全然手伝えなくて。和也くんが……」

「やれるもんならやってみやがれ!!」

　光太の怒声に歩美は息を呑む。

「ああ、けっこうだな。和也がテメェらの言いなりになるようなクソ野郎なら、こっちからお断りだ！　歩美には二度と会わせねぇって言っとけ！」

　そう叫ぶと、叩き壊す勢いでカウンターの横にある店の電話を切る。

　聞こえた内容から、歩美と和也のことを話していたのだとわかった。ひょっとしたら、和也の両親はもうなんらかの手を打ってきたのかもしれない。

「お、お兄ちゃん……あの……和也くんのご両親、だったりする？」

　光太は歩美の問いには答えず、冷蔵庫から取りだしたビールをグラスに注ぐと、ゴクゴク飲み干した。一気に二杯飲み、三杯目を注いだ辺りで、ようやく落ちついてきたらしい。

「いきなり銀行の支店長から電話があったんだ。なんか銀行のルールが変わるとかで、店の権利だけじゃ担保にならなくなるって言われて……」

　両親が亡くなったときに一旦完済したが、素人同然の光太が後を継ぎ、一人前の料理人になるまでにはふたたび借金ができていた。

　もちろん、店の権利を担保にした借金なので、自宅の不動産を担保にした開店資金ほど高額ではない。借金以上の貯金があるので、すぐにでも返済は可能だ。

　だがこの先、銀行からお金を一切借りられないとなると、光太も不安にならないはずがない。

「あまりにも急な話だろう？　そしたら、今度は和也の父親って男から電話がかかってきたんだ」

　それが今の電話だという。

　和也には、地元に戻れば双方の親公認の許嫁がいること。

　若い女性の誘惑に負けて婚約しなければならない事態になったようだが、そんな結婚は誰もが不幸になるということ。

　最後には、婚約そのものをなかったことにすれば、お互いの傷も浅く済むので、必要な金額を言ってほしい、と。

「和也に非があるってのは口先だけで、おまえから結婚を強請ったように言いやがった。示談書にサインをして金を受け取らないなら、店が困ったことになる――銀行の頭取には懇意にしていただいてるんだとさ」

　唾だ棄きするように言ったあと、光太は三杯目のビールを喉のどの奥に流し込む。

　和也に言っても埒らちがあかないと思ったからに違いない。なんて卑ひ怯きょうなのだろう。和也の気持ちも幸せも考えず、自分たちの思い通りにするために和也の名誉まで貶めるなんて。

　歩美は憤りを抑えつつ、和也のマンションで彼の両親と会ったことを話した。

　許嫁の話は和也も知らないうちに決められていたことで、和也が両親を脅すようにして追いだしたことも。

「あいつの親が最悪なのは聞いてたが……そこまでとは、な」

　ふたりは親友なのだからいろいろ話していて当然だろう。だが、光太は和也の両親に会ったことはないという。

　優秀なパイロットである息子が、自分たちにとってプラスになるときは何をしても見て見ぬフリ。だが今回、息子の決めた結婚がマイナスになると思ったので飛んできたに違いない。

　光太にそんなふうに言われ、歩美は切なくなる。

「迷惑かけて、ごめんね」

「おまえは気にすんな。ようは、あいつが腹を括るかどうかってことだ。和也が本気なら俺だって負けないさ。最強タッグでおまえのことを守ってやるよ」

　ふわりと光太の手が歩美の頭を撫でた。

（これから先もずっと守ってもらうの？　そんなのはダメ！）

「ダメよ。お兄ちゃんが守るのはわたしじゃない」

　歩美は両手を祈るように前で組み、ギュッと力を入れて握り締める。

「……歩美？」

「昨日の夜、ここでお兄ちゃんが生駒さんと話してるの聞いたの。生駒さんが好きなら、わたしじゃなくてあの人を守ってあげて」

　多恵の名前が出たことに、光太は動揺を露わにした。

「いきなり何を言うかと思ったら……彼女とは十年も前に終わってるんだ」

　そのまま、逃げるように背を向ける。

「わたしのために、でしょう？　お兄ちゃんの時間はこの十年、止まってたようなものだもの。もう一度、ちゃんと自分の気持ちを考えて。だって生駒さんと話してたときのお兄ちゃんは、わたしの知らない男の人に見えたよ」

　じゃれ合うふたりの姿を思いだし、歩美は少しだけ寂しくなる。

「わたしはもう、守ってもらわなくても大丈夫だから」

「和也に守ってもらうってか？　あいつが親の言いなりになって、おまえのこと放りだしたらどうすんだよ。もし、そうなったら……」

　ほんの少し、歩美の心に弱気の虫がささやいた。

　和也の両親があんな人たちだとは思わなかった。とても一生つき合える自信はない。だから、自分から和也に婚約解消を頼んで帰ってきてしまった。

　そう言えば、光太は和也を責めないだろう。歩美の決断も、あの両親なら仕方ない、と受け入れてくれるはずだ。

　その代わり、やっぱり歩美には自分がついていなければ、と思うかもしれない。

（生駒さんのことは、本当に〝過去のこと〟にしちゃうよね、きっと）

　それでもいいのではないか、という弱気の虫が心の隅で声をあげていた。

　もし多恵に光太を譲ってしまったら、〝わたしだけのお兄ちゃん〟は本当にいなくなる。光太にとっての一番が多恵になり、歩美を一番に考えてくれるはずだった和也は……。

　なけなしの勇気が弱気の虫に食べられそうになったとき、雪絵の言葉を思いだした。

『お兄さんに妹離れしろって言うなら、あんたも兄離れしないとね』

（そうよ。わたしはもう十歳やそこらの子供じゃないんだから！）

　最初は見合いに行くだけの軽い嘘だった。婚約の芝居にしても同じだ。和也もきっと、そんな歩美の気持ちに合わせてくれていただけのはず。

　でも今は、和也の職場も両親も、歩美の叔母も巻き込んで、さらには両親の残した店まで失いかねない大問題に発展しつつある。

　嘘はやめよう。誰かのための嘘なら尚のこと。

　決意を固めると、歩美はことさらなんでもないように口にした。

「あのね、お兄ちゃん！　えっと、和也くんとの婚約は……お芝居だったの。でも、ご両親まで出てきて大きな騒動になっちゃったから、お芝居はやめにしようってさっき和也くんに言ってきた」

　だが光太からすれば、すぐに理解できる内容ではなかったようだ。

「芝居、だと？　何を今さら。おまえは芝居で男とキスして、抱かれるのか？」

「そ、そんなこと……」

（ああ、そうだった。生駒さんから聞かされてたんだっけ……）

　その事実を思いだして歩美は真っ青になる。

「朝帰りってのはそういうことだろうが。だったら、今度も言えるか？　何もしてない、って」

　歩美はグッと返事に詰まった。

　すると、光太は無言でロング丈のエプロンをほどき始める。

「お兄ちゃん？　あの、何してるの？　とにかく、今度のことは和也くんと話し合って決めたことだから……あの」

　エプロンの紐を引きちぎる勢いで腰から外そうとしている。どこからどう見ても、完璧に怒っているようだ。

「おまえの言い分はわかった。あとは和也に聞いてくる」

「き、聞かなくてもいいって」

　わざとらしい笑顔まで作り、光太を引き止めようとした。

　だが、そんなもので止まりそうにはない。

「いいや！　おまえが和也を好きなことは知ってたさ。でもあいつは、女には本気になれないから結婚はしないと言ってたんだ。それを……十二も離れたおまえの気持ちを、あいつは利用しやがった！」

　光太は吐き捨てるように言うと、ほどいたエプロンを床に叩きつけた。その怒りを露わにした態度に焦り、歩美は必死になって押しとどめようとする。

「違うの！　利用したのはわたしなの！」

　歩美の告白に光太の動きが止まった。

「お兄ちゃんに自分のことを考えてほしくて。だから、お見合いして結婚しようと思った。でも話した通り、とんでもないことになって。和也くんが、自分ならお兄ちゃんも安心して任せられるだろうからって、協力してくれただけなの！」

「歩美、おまえ本気でそんなこと……」

　光太も、まさか歩美がそこまで考えていたとは思わなかったらしい。

「和也くんとキスできて嬉しかった。ホテルに泊まったことも……後悔してない。和也くんを振り向かせて、本当の婚約になったらいいなって思ったのはわたしのほう。でも、わたしのことは大事で守りたいけど……愛じゃないって……言われちゃった」

　歩美は光太に自分から抱きついた。

　光太のコックコートからは、デミグラスソースとカレーを混ぜたような匂いがする。それは優しかった父と同じ匂いだ。

　そう思うと、張り詰めた心の糸がプツンと切れた気がして、歩美の瞳からポロポロと涙が溢れだした。

「ごめんね。今はちょっと悲しくて泣いてるけど……でも、すぐに元気になるから。もうわたしは、誰かに守ってもらわなくても大丈夫。お兄ちゃん、長い間ありがとう。どうか生駒さんと幸せになって」

　歩美は泣きながら笑った。

　光太の手は優しくて、いつまでも歩美の背中を撫でてくれたのだった。
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　婚約の芝居にピリオドを打ち四日が過ぎた。

　パイロットの場合、長距離の国際線に搭乗したあとは最低でも三日間の休日が入る。今日で四日目なので、そろそろ次のフライトだろう。

　だが、和也からの連絡は一切ない。続けて四日、日本にいながら和也が歩美のもとを訪れないのは滅多にないことだった。

（訓練生で寮に入ってたとき以来？　それって十年……九年前だっけ？）

　婚約が芝居だったと泣きながら光太に告白した翌日、銀行の支店長が融資担当者を伴い、歩美たちの店を訪れた。

『本部の指示で、ああいったご連絡を差し上げたのですが、当方のミスであったことが判明しました。大変ご迷惑をおかけして申し訳ありません。お詫びに、残金は完済されたという形で手続きさせていただきましたので、何卒ご内聞に』

　菓子折を差しだしつつ、ふたり揃って頭を下げた。

　和也の父親が頭取に口を利いたのであれば、この支店長は一方的に命令されただけなのだろう。残金完済は、慰謝料の代わりといったところか。

　歩美がムッとして言い返す前に、光太の怒号が飛んだ。

『うちは貧乏だが、金を恵んでもらう理由はない！　借りた金は利息をつけてきちんと払う。商売の邪魔だ。とっとと帰ってくれ！』

　そう言って光太は菓子折を叩き返し、支店長たちを追いだした。

　以降、高千穂敦哉からのプレッシャーは一切ない。きっと和也が歩美との婚約を解消した、と話してくれたのだろう。

　各テーブルから調味料入れを集めてきて、休憩室に座って中身を補充しながら、歩美はそんなことをボーッと考えていた。

「ちょっと塩！　歩美、ストップだってば！　もうそれ以上入んないから！」

　雪絵の大きな声でハッとして手を止める。

　小瓶から塩が溢れ、お盆の上に零れ落ちていた。これがソースならもっと酷いことになっていただろう。歩美はため息とともに小瓶をテーブルに置いた。

　心ここにあらず、といった歩美の様子を見ながら、雪絵は呆れたように言う。

「そんなに気になるなら、会いに行ってくれば？」

「え……だ、誰に？」

「決まってるじゃない。〝和也くん〟よ」

　あっさり言われてしまった。

「別に気にしてないから。会いたいわけじゃないし」

　雪絵はテーブル越しに顔をヌッと突きだす。

「嘘ばっかり。顔中に、『会いたい、会いたい、会いたい』って書いてあるわよ」

　歩美には何も言い返すことができない。口を閉じたまま、手にした塩をジッとみつめる。

　その一方、白い紙ナプキンでスプーンを包みながら、雪絵も落ち込んだような声を出した。

「まあね、親がしゃしゃり出てきて、家柄がどうとかなんて……それだけで鬱陶うっとうしいっていうのはわかるけどねぇ」

「雪絵ちゃん……」

　雪絵の父親はともかく、母親と祖母は彼女に旅館を継がせるため、かなり強引だと聞く。そんな自分の立場と、今回の和也の件を重ねているのだと思う。

　和也の両親は息子の気持ちなんてこれっぽっちも考えていない。信じられないくらい卑怯なやり方で歩美を追い払おうとした。

　まさか雪絵の両親はそんなことはしないだろう。

　歩美がそのことを口にすると、雪絵は「どうかなぁ」と苦笑いを浮かべた。

「そういう親がもれなくついてくるとわかってて、何がなんでも会いに行くべき、とまでは言えないけどね」

「あのご両親はともかく、和也くんにきっぱり言われたから。わたしの〝極楽鳥〟にはなれないって。彼にとって、運命の恋は他にあるのよ。しょうがないよね」

　和也の姿を思いださないようにしつつ、歩美も笑った。

　それが無理やりの笑顔だということは、雪絵にもわかったみたいだ。

「難しいよねぇ。運命の恋とか、永遠の愛とか、そんなもの全然わかんないわよ。この人はダミーだからこっちが本物、みたいなプレートつけておいてくれなきゃ。〝比翼の鳥〟なんてどうやって見つけるのよ！　気に入った男はどいつもこいつも、他の女とツガイじゃないのっ！」

　しだいにエキサイトしてきて、雪絵はドンッとテーブルを叩いた。

「ツガイって……ねえ、雪絵ちゃん。なんかあった？」

　もともと雪絵はクールに見えてカッとしやすいタイプだ。言いたいことは黙っていられなくて、けっこう敵を作ってきたようだった。しかも意地っ張りなので、引くこともできない。

　逆に、強く主張しようと思っていても、『まあ、いいか』と引いてしまう歩美とは対照的だ。

　歩美がジッと彼女のことを見ていると、観念したようにポツポツと話し始めた。

「来月の半ばから授業が始まるから、大学にもちょこちょこ顔を出してて……で、先輩のこと、聞いたんだよね」

「雪絵ちゃんに連絡とろうとしてる、とか？」

　歩美のセリフに雪絵はちょっと泣きそうな顔になった。

「先輩さ、予定通り今月前半までバイト続けたんだって」

「へえ、それって責任感があるってこと、だよね？」

「私の代わりに元カノを呼んで、ふたりはめでたく元サヤにおさまりましたとさ。別にいいんだけどね。私だって、もういいやって連絡もとらなかったんだし」

　歩美は胸がズキンと痛んだ。

「ご、ごめん、わたし……」

「やだ、もう、なんであんたが謝るの？　歩美のせいじゃないんだから」

　雪絵は笑顔だが、本当は泣きたい気持ちのはずだ。でも雪絵は絶対に泣かない。今まで泣いたところは見たことがなかった。

「雪絵ちゃん、好き、だったんだよね？　初めての人になってほしいって思うくらい。だったら……ごめん、気が回らなくて……自分のことばっかりで」

　無神経な自分が情けなくて、歩美のほうが先に泣いてしまいそうだ。

　だがそのとき、雪絵はふたたびテーブルをドンッと叩いたのである。

「そこよ!!」

「……ど、どこ？」

　急に声を大きくした雪絵に、歩美は拍子抜けする。

「たしかに思ったのよ。彼にバージンをもらってほしいって。でも、元カノと復縁したって聞いたとき、あげなくてよかったって思っちゃった。でも、それってさ……運命の恋とはほど遠いと思わない？」

　雪絵は早口で言ったあと、テーブルにゴンと頭をぶつけるように置いた。

　彼女の言葉の意味は歩美にもわかった。

　歩美の場合は、初めて飲んだシャンパンの勢いでベッドのほうまで初体験してしまったらしい。

　でもそのことは、雪絵には話していなかった。というか、何を話せばいいのかわからないのだ。なんといっても全く覚えていないのだから。

　だが、光太にも言ったけれど後悔はない。

（だって和也くんのこと、本気で愛してるって思ったから……）

　ただ、その思いが〝運命の恋〟ではなかっただけだ。

（こんなに好きでも、和也くんはわたしの〝極楽鳥〟じゃないんだよね。それって、もっと好きになれる人がいるってことだから、ラッキーって思えばいいの？）

　少しでも前向きに考えようとするのだが、歩美も雪絵と同じように、どんな思いに運命や永遠の文字をつけたらいいのかわからなくなる。

「ねえ、歩美……お兄さんもさ、美人ＣＡの元カノさんと復縁するのかな？」

「そんなの、わかんないよ」

　この四日、光太は何ごともなかったかのように振る舞っている。歩美と和也の婚約話も、多恵が会いにきたことも。

　光太の真意はどこにあるのだろう？

　長い間、光太はわかりやすい性格をしていると思ってきた。だがこうして一歩引いて見てみると、歩美には光太の気持ちが全然わからない。

　歩美が別の空の小瓶を掴み、塩を入れようとしたとき、雪絵が大げさなほどため息をついた。

「その前に、私のバージンもらってくれないかなぁ？　お兄さん」

「……はぃ？」

　信じがたいセリフに、手にした小瓶がゴトンとテーブルに落ちて転がった。

　そんな歩美に気づかないフリをしているのか、雪絵は頬ほお杖づえをつくと嬉しそうに語り始めたのだ。

「お兄さんって、けっこういい男じゃない。高校のときから、なんかいいなぁって思ってたのよね。言うことはちょっとオジサンっぽいけど、嫌いじゃないし」

「ちょっと待ってよ。好きでもない相手と結婚するんだから、せめて初めてくらい好きな人と、って言ってなかった？　それがなんで、うちのお兄ちゃん!?」

　多恵に光太を盗られるのは悔しい。歩美がひっくり返っても敵かなわない、と思う女性だから余計だ。

　だったら雪絵ならいいか、と想像してみても……あまりにも予想外過ぎて、心の整理にだいぶ時間がかかる。

（これって、和也くんとわたしのことを見てた、お兄ちゃんの気持ちに通じるかも）

　今さらながら、光太の心情を思い、歩美は心の中で手を合わせる。

　だがそんな妹心は、親友には伝わらなかったらしい。

「恋愛ってなんかしんどくて、よくわかんないのよ、もう。お兄さんだったら優しいし、癒し系だし。いいじゃないの、ちょっとくらい貸してくれても」

　雪絵の気持ちには、妥協の文字が見え隠れする。それには、歩美も呆れて開いた口が塞がらない。

　だが何も言わないでいるとＯＫしたようにも思えてしまう。歩美は少し考えて、思いついたことを口にした。

「それって、貸す貸さないの問題じゃなくない？　まあ、雪絵ちゃんが後悔しないんなら……あ、でも、エッチは保証できないかも」

「歩美に保証してもらわなくても……でも、なんで？」

　雪絵は不思議そうな顔をしている。

「だってああ見えて、誰とでも、ってタイプじゃないから。生駒さんのことが好きなら、他の人とはしないと思う。雪絵ちゃんとそうなるときは、お兄ちゃんが雪絵ちゃんを好きになったとき、じゃないかなぁ。たぶんだけど」

　次の瞬間、雪絵は目を見開いた。

　歩美にしてみれば、自分の兄が誘われたら誰にでも手を出す遊び人だとは思いたくない。そんな〝妹馬鹿〟ともいえる気持ちが働いて言ったことだ。

　その直後、雪絵は声を立てて笑い始めた。

「ど、どうしたの、雪絵ちゃん!?」

　歩美はびっくりする。

「えーっとね……まだ、上手く言えないんだけど、なんかわかった気がしたの。本当に誰かを好きになるってことが」

「ホント？　だったらわたしにも教えて!!」

　歩美は興奮した様子で身を乗りだした。

「いや、待ちなさいよ。自分が言ったんじゃ……」

　雪絵の言葉を遮るように襖が開いた。

　すると、深刻そうな顔つきで光太が立っている。一瞬、さっきの雪絵の発言を聞いていたせいかと思ったが、どうやら違うらしい。

「あ、時間かけてごめんね。もうすぐ終わるから……」

　歩美は慌てて転がした塩の小瓶を手に取る。

「いや、違うんだ。歩美、和也が来てる。おまえに話があるって」

　小瓶はふたたび、コトッとテーブルの上に倒れた。
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「――高千穂キャプテン！」

　副操縦士の那波の呼びかけにハッと我に返る。フライトプランに目を通していたはずが、いつの間にか別のことを考えていたらしい。

　和也は今、十六時に羽田を出発する新しん千ち歳とせ行きのコックピットに座っている。

　副操縦士は先日の福岡便でバディを組んだ那波だ。頼りになる相棒とは言いがたいが、臆病な分だけ慎重に判断を下すので、その点はプラスに査定している。

「ああ、すみません。テイクオフ・ウエイトでしたね」

　そう答えて、あらためてフライトプランを確認しながら、離陸時の総重量を那波に告げた。

「キャプテン、今日は体調でも悪いんですか？」

　那波は心配そうに機長席のほうを見ている。

「いえ、何も問題はありませんが」

「でも、仕事中にボーッとしてるなんて、鬼の霍かく乱らんとしか……」

　和也の動きがピタッと止まった。

　那波も、機長相手にちょっと言い過ぎたと自覚したらしい。

「それは、私が鬼だと言いたいわけですか？」

「そ、そういうわけでは……あ、ウエイトを入力します！」

　慌ててテキパキと仕事を始める。

　そんな那波を横目で見ながら、和也はフライトプランの数字を確認した。計器のチェックを繰り返しつつ、和也は今から約二時間前のことを思いだしていた。
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　歩美に『ありがとう』と言われた瞬間、和也の中で何かが終わった。

　それからの三日間は何をして過ごしたのか覚えていない。ただ父からの電話に、彼女から婚約を解消された、とだけ伝えた気がする。

　いよいよショーアップ――出社時間が近づいたとき、和也は苦し紛れについたひとつの嘘を思いだした。

（最終的に結婚すればいいだけだ。もちろん、俺はそのつもりなんだからたいした問題じゃない）

　そんなふうに考えて、歩美の気持ちを深く考えないまま嘘を重ねてきてしまった。しかし、あのことだけは、正しておかなくてはならない。

　だが――。




「悪いな……どうしても、会いたくないって言うんだ」

　光太は心底申し訳なさそうだった。

　彼の命よりも大切な妹を傷つけたのだ。殴られ、店から叩きだされることも覚悟の上だった。だが、まるでその気配がなく、逆に和也のほうが居た堪れなくなる。

「なんで、殴らないんだ？」

「歩美から事情は聞いた。馬鹿な男と見合いした件も、そのときにおまえが助けてくれた件も……全部、俺の弱さのせいだ」

　光太の言葉は意表を突くものだった。

「なっ!?　なんでそうなるんだ？　おまえは歩美のために――」

　光太はつらそうに顔を歪ゆがめ、和也の言葉を遮る。

「違う！　俺がパイロットを諦めたのは、怖くなったんだ。絶対にパイロットになって歩美を迎えにくる、そう言おうとして言えなかった」

　それは、和也が想像もしていなかった、光太の心の内だった。

「叔母さんは離婚してでも歩美の面倒は見るって言ってくれたんだ。でも俺が、ひとりになるのが怖かった。あいつがいたから、両親の死を乗り越えられたんだ。歩美に縋っていたのは俺のほうだ」

　苦境にもへこたれず、堂々としていたはずの親友が初めて見せた弱みに、和也は何も言ってやることができない。

　そんな和也に向かって、光太は自嘲めいた言葉を続ける。

「おまえや多恵の凛り々りしさが羨ましかったよ。俺は張子の虎でさ、余裕があるフリをしてるだけで、いつもいっぱいいっぱいだった。多恵より前に行きたくて、でも行けなくて……歩美を理由にして、俺は逃げたんだ。情けねーだろ」

（自分も歩美から逃げているのかもしれない）

　和也はふと、そんなことを考えた。

　だが、愛を求める彼女にどうやって与えたらいいのだろう。和也の中に〝人を愛する〟という要素は育まれていないのだ。誰も教えてはくれなかったし、おそらく、あの両親から受け継いだＤＮＡの中にも組み込まれてはいないだろう。

　和也は自分の人生に歩美を引き止めておくため、あらゆる手段を使った。

　これ以上の手立てはひとつも残ってはいない。

（いや、もうひとつ残ってたな……歩美に言えばよかったんだ。『愛してる』そんな言葉をささやいたら、きっと歩美なら信じたはずだ）

　そうすれば、歩美を失わずに済んだ。

　偽りでもなんでも、愛の言葉に違いはない。一生騙せば、それが真実になったかもしれないのに。

（今からでも、愛の言葉を使えば……）

　和也の心が迷走を始めたとき、光太がしみじみと口にした。

「なあ、和也。歩美は後悔してないってさ。もう、俺たちの手はいらないって。だから、俺からも礼を言うよ。これまでいろいろ世話になった、感謝してる。ああ、それから……」

　殴られると思った相手から礼を言われ、それは和也の心に平安とはほど遠い感情をもたらした。

　店を出たとき、遠くに雷の音が聞こえた。

　いっそこの身に落ちればいい。そんな思いを抱えて歩く車までの数十メートルが、今の和也には果てしない距離に感じられた。

　車のドアを開けようとしたとき、サイドミラーに制服の袖章がうつり、和也は手が止まった。

　自由、自立、反抗、そんな思いに突き動かされパイロットを志した。空に憧れる光太と行動をともにするうちに、その憧れが和也に伝染したともいえる。

　親から与えられたものではなく、自らの力で飛べたなら、自分はあの両親とは違う人間だと証明できるのではないか、と。

　だが、和也は鳥ではない。

　ひたすら飛んでいられるわけはなく、彼には戻る場所が必要だった。それが、洋食屋〝極楽鳥〟であり、親友の光太のもとであり、何よりも大事な歩美の傍ら――。

　しかし求婚を断られ、歩美を泣かせて、永遠に戻る場所を失った。

　このとき和也は初めて人生に戸惑いを覚え、自分はなんのために飛んでいるのかわからなくなった。
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　タキシングで滑走路にポジショニング――スタート地点に到着する。

「ライトサイド・クリア」

　コックピットで操縦士の座る席は決まっている。機長が左、副操縦士が右。当然、右側を確認するのは那波だ。

　那波の声を聞いてから、和也は左側を確認する。

「レフトサイド・クリア。ＯＫ。チェックリスト」

「トランスポンダ……テイクオフ・チェックリスト・イズ・コンプリーテッド」

　和也の指示に従い、那波も離陸のための最終チェックを行った。

　トランスポンダ――無線のチェックも含め、すべてが完全な状態であることを互いに確認する。

「ランウェイ・イズ・クリア……では、行きます」

　滑走路の安全を目視で確認したあと、和也はスラストレバーを右手で握る。

「はい、よろしくお願いします！」

　那波の軽快な返事が聞こえた。

　和也はスラストレバーをゆっくりと前に押して、エンジンの出力を上げていく。

　そして、速度が八〇ノットになったとき、那波が声をあげた。

「エイティ」

　この八〇ノットを超えたら高速滑走になり、離陸を中断する条件が変わる。

「チェックト」

　和也は左右の速度計に間違いがないことを確認する。

「ブイワン」

　高度が上昇するごとに、互いに声をかけ合う。

「ブイアール」

「ブイツー……ポジティブ」

　高度計を見て、那波がポジティブの声をあげた。

　ポジティブの声が聞こえた瞬間――それは滑走路を全力で駆け抜け、身体がふわりと宙に浮く瞬間のこと。

　解放感に満ち溢れたテイクオフ、それは和也が最も好きな一瞬だ。

　和也は高度計を確認したあと車輪を上げる指示を出す。

「ギア・アップ」

　那波が同じ言葉を繰り返し、車輪を上げるためのスイッチを押せば動作は完了する。

「ギア・アッ……プ、あれ？」

「どうしました？」

「後輪のランプが……つきません。ギアが上がりません！」

　それはこのフライトが、いつも通りでは終わらないことを示すシグナルだった。







第十一章　君のもとへ
















　雷が鳴りやむと次は雨だった。

　悲しみや苛立ちを叩きつける勢いで雨が降り、今は空も少し落ちつきを取り戻している。

「はい、愛あい子こおばあちゃん、ササミステーキ定食の梅肉ソース多め。山やま口ぐちのおじいちゃんはオムハヤシ、お味噌汁つきね」

　ちょうど夕食時間に雨が降りだしたせいか、客足は今ひとつ。年配の常連客がチラホラと顔を見せ、せっせと歩美に話しかけてくる。

「そういや、明日は歩美ちゃんの誕生日じゃないか。夜は臨時休業にしてパーティーだな。また祝いを持ってこさせてもらうよ」

「あら、山口さん、今年の祝いはふたつですからね。誕生日と婚約と」

「そうだった、そうだった」

　まるで本当の祖父母のように嬉しそうに話している。

（婚約がダメになったって言うべき？　今言ったほうがいいよね？　でも、なんて言おう。ここは和也くんのご両親に、悪者になってもらってもいいかな？）

　歩美は心苦しい思いでグラスに水を注ぎ足しながら、告白のタイミングを計る。

「和也くんはいい子だよ。大学時代も慣れないお盆抱えて、一生懸命働いてたしねぇ。真面目な子だから、きっと歩美ちゃんのことを幸せにしてくれる。本当にいい人を選んだよ。歩美ちゃん、よかったねぇ」

　愛子にジッと潤んだ目でみつめられる。

（い……言えない）

　歩美は「うん」とだけ答えた。

「まあ、光太くんは寂しいだろうけどさ。なんだったら、うちの孫娘を嫁にもらっちゃくれないかねぇ」

　フロアの声が聞こえたのか、厨房から光太がヒョコッと顔を出し、

「愛子ばあちゃんの孫ってさ、この春中学に入ったばかりじゃなかったか!?」

　そう叫んで引っ込む。

　数人の客が一斉に笑い始め、歩美も笑顔らしきものを作った。
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「わたしは……もう、話はないから」

　今から約四時前間、和也が来ていると言われたときの歩美の返事だった。

　雪絵はすぐさま声を荒らげた。

「歩美！　そんな意地張ってないで、会ったほうがいいって」

「意地じゃないから」

「でも……」

　雪絵の顔を見て、歩美は泣きそうな声で言った。

「和也くんが言ったんだから、わたしのことは大事だけど愛情じゃないって……」

　会いたい。

　本当は会いたくて堪らない。

『和也くんの気持ちが義務でも責任でもいいから、やっぱり結婚したい!!』それが歩美の本心。それを全部言ってしまいたくて、胸の奥がざわざわする。

「和也くんは……お、男の、責任とかで、結婚するって言うと思う。でも、きっとわたしとじゃ〝比翼の鳥〟にはなれないから。和也くんはもっと高く、遠くまで飛べる人だから……」

　歩美にとって、これが本物の恋かどうかはわからない。

　でも和也を好きだという思いは誰にも負けない。

「お兄ちゃん、和也くんに伝えて……和也くんに心から愛する人が見つかったら、また会おうねって」

　それは、光太が最後に和也に伝えた言葉だった。
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（意地張っちゃったのかなぁ……やせ我慢ってヤツよね）

　客が帰ったあとのテーブルを片づけながら、歩美はこの日、軽く二桁はいきそうなほどため息ばかりついていた。

「歩美ちゃん、歩美ちゃん」

　隣の席に座り、ササミステーキを食べながら愛子が手招きする。

「何？」

「この間から気になってたんだけど、顔色、あんまりよくないねぇ。どこか具合でも悪いんじゃないのかい？」

「そんなことないってば。大丈夫、大丈夫！」

　和也に『芝居を本物にしよう』と言われてから、考えることが多過ぎて寝不足気味だ。しかもここ三日ほどは食欲まで落ちてしまっている。

　何を食べても砂を噛むようで全然美味しくない。

　美味しい物を食べた思い出をたどろうとしたら、すべてが和也に繋がってしまう。どこまで遡っても、歩美の心のアルバムには和也の姿がある。これを消すためには、この先いったい何年かかるのだろう。

　愛子の前で大げさにため息もつけず、もう一度頑張って笑顔を見せた。

「本当になんでもないから」

「そうかい？　あたしはてっきりオメデタかと思ってドキドキしちゃったよ。もしそうなら、お祝いをもう一個増やさないとねぇ、なんて」

　楽しそうに笑う愛子とは対照的に、歩美の笑顔は引き攣つっていた。




　あの日和也に妊娠の可能性を言われ、歩美は和也にコーポまで送ってもらったあと、自分の部屋にこもって大慌てで危険日というものをネットで検索した。

　その結果、スイートルームに泊まった夜はいわゆる安全日だとわかったので、それ以降完全に頭から消えていた。

　ただ、検索結果の中に気になる言葉があったのは覚えている。

　――女性の身体はデリケートなので排卵日の予測は絶対ではありません。安全日はないものと考えて避妊しましょう――

　でもまさか、そんな〝万一〟が自分の身に起こるとは夢にも思わなかった。

　そもそも、セックスした記憶がないため、どうしても歩美には危機感や責任感が湧いてこないのだ。

（だって、身体に触れられた感じは残ってるんだけど、肝心の……痛みがないんだもん。出血した感じもないし……それはそれで、なんかショック）

　愛子の指摘を笑ってごまかし、どうにか汚れた食器を洗い場まで運んできた。そのあと、休憩室と裏口の間の壁にかかったカレンダーを覗き込んだ。

　予定日から八日も遅れている。だがこれまでにも予定が崩れたことはあったはず、と思うのだが、それがいつのことだったか思いだせない。

　どちらかといえば、歩美の身体は規則正しいリズムを刻んできた。そのリズムが狂ったということは、ちゃんとした理由があるはずなのだ。

（嘘よね……そんなたった一度のことで……）

　和也の赤ちゃんがお腹にいる――かもしれない。

　それは歩美の人生を変えてしまうくらいとんでもないことなのに、胸の奥がこそばゆくて、温もりすら感じる。

（これが運命だとしたら？　わたしたちは離れるべきじゃないっていう証だとしたら？）

　自然と頬が緩んでしまいそうになったとき、歩美は和也の両親の言葉を思いだし、逆に頬が引き攣った。

『あなた、まさか……妊娠しているんじゃないでしょうね!?　そのときは堕ろしてもらいますから』

『婚外子だけは認めない。万一のときは始末するように。おまえの責任だ』

　産みたいと伝えたら、彼らは歩美のことを許さないだろう。

　和也はどうだろうか？

（やっぱり、責任とって結婚するって言うよね）

　彼なら間違いなくそう言う、と歩美は思う。

　和也はようやく歩美から解放されたのだ。赤ちゃんに運命を感じるのは歩美だけだろう。

　もちろん、和也にも責任のあることだ。ひとりの男として、大人として、そして父親として、負うべき当然の責任だとは思う。

　愛する人との子供だから、歩美は産みたい。でも、ひとりで育てるなんてカッコいいことは言えそうにない。結婚して和也の手を借りるということは、不本意ながら、彼を一生縛りつけることになるのだ。

　歩美の中に芽生えた喜びはすぐに消え、不安だけが募った。

（ごめん……ごめんね。一〇〇パーセント、喜んであげられなくて……本当にごめんなさい……）

　心の中で謝りながら、そっとお腹に手を添える。そこは当然ペチャンコで、なんの気配も感じられない。

　赤ちゃんには一切の責任はない。それなのに、これから起こるであろう修羅場を想像するだけで、授かっていないほうがいいと願いそうになる。

　そのとき、ふいに裏口の扉が開いた。

　今日はアルバイトの大学生は休んでいる。光太は店のフロアにいて、こんな時間に裏口から入ってくる人間に心当たりはない。

「あの……え？　ひょっとして雪絵ちゃん？」

　声をかけた人影はびしょ濡れだった。

　よく見ると、『天気が悪くなりそうだから早めに帰る』と言って引き揚げた雪絵だ。彼女は店から徒歩二十分の最寄り駅から、電車でひと駅の距離に住んでいる。

「まさか、雨の中を駅から歩いてきたの？　なんでそんなこと……ちょっと待って、タオル持ってくるから」

　休憩室にあるタオルを取ってこようとした歩美だったが、ふいに腕を掴まれ引き止められる。

「歩美……ニュース見た？」

　雪絵の声は震えていた。顔も青ざめている。

「ううん。今日はお店のテレビ消しちゃったの。さっき雨が酷かったでしょう？　どうせ聞こえないから、ってお客さんに言われて」

「落ちついて。いいから、落ちつくのよ。変なふうに考えちゃダメだからね」

　雪絵は歩美の両腕を掴み、言い聞かせるように繰り返す。

「わ、わかったから。でも、落ちつくのは雪絵ちゃんのほうじゃ……え？」

　グイッと腕を引っ張られ、唐突にフロアまで連れていかれた。

　頭からずぶ濡れの雪絵がいきなり現れ、光太はもちろん、愛子たち常連客もあんぐりと口を開けてこちらを見ている。

　雪絵がテレビのリモコンを手に取り、電源スイッチを押した。

　直後、画面に飛行機がうつしだされた。尾翼には大きくＢＮＡの文字がある。

　そして画面の隅に書かれてあったニュースの見出しは――。

『ＢＮＡ、羽田発新千歳行き、車輪トラブルにより胴体着陸か!?』




　今日、和也が搭乗するのは新千歳行きの便だった。

　夕方に羽田を飛び立ち、二十時過ぎには戻ってくる。そして店が閉まったあと、歩美があと片づけをしているころに『腹減った』と言いながら帰ってくるのだ。これまではそうだった。

（新千歳行きの便は一日何便もあるし……これが和也くんの操縦する機体だとは限らないよね……）

　そう思ったとき、機長と副操縦士の名前がテレビの画面にうつった。

『高千穂機長は三十二歳。この春、機長に昇格したばかり。総飛行時間は三五〇〇時間で、ＢＮＡ最年少機長とのことです』

　和也の機長経験が浅いこと、それに加えて、副操縦士である那波もほぼ新人パイロットであることが報道され、まるでそのことが原因で今回のトラブルに結びついたかのような言われようだった。

　歩美には何がなんだか、すぐに状況が把握できない。

　そんな歩美に代わって、雪絵が怒りの声をあげた。

「馬鹿じゃないの、このキャスター。車輪が出ないとか、油圧機の故障とか言いながら、そんなのってパイロットの経験とは全く関係ないじゃない！」

　ニュースを聞いて素人の歩美にわかったことは――。

　離陸した直後に左右の後輪が収納できなくなったということ。

　そのまま羽田に戻ろうとしたが、今度は収納した前輪が出なくなり、着陸できなくなってしまったということだった。このままだと後輪のみで胴体着陸を試みることになるらしい。

　そこには問題がふたつあった。

　まず、羽田空港が天候悪化で視界不良という点。現時点では、通常の離発着なら欠航になるほどではないという。だがこの先、雨はともかく横風も強くなるという予報が出ていた。

　もうひとつは、後輪のロックが充分でない場合、着陸直後に脚が折れる危険性があるというのだ。

　そのときは機体を支える車輪なしで胴体着陸することになる。

　専門家を名乗る偉い人が出てきて、それがどれほど危険なことかをくどくどと説明してくれる。ニュースを見れば見るほど、歩美の不安は増すばかりだ。

「こんなもんを見てても埒があかん！　歩美、羽田に行くぞ！」

　光太はそう言うと雪絵にあとを頼んでいる。

　雪絵もテキパキとタクシーを呼んだり、看板の照明を消したりしてくれた。

「行ったほうがいいわ。高千穂さんのことだから、これくらいたいしたことないって顔で降りてくると思う」

　テレビの前に立ち尽くしたままでいる歩美を、そんなふうに励ましてくれる。

　それなのに、歩美は怖くて動けなかった。

「わたし……行けない」

　蚊の鳴くような声でポソッと言った。

　すると、雪絵に腕を掴まれ怒鳴られたのだ。

「歩美、いい加減にしなさい！」

「でも……和也くんが待っててほしいのは、別の人だと思うから……」

　それが言い訳なのは歩美が一番わかっていた。

　和也に、二度と会えないかもしれない。

　それは戻ってこなかった両親の姿と重なる。混乱と後悔が押し寄せてきて、歩美は一歩も動けなかった。

　そんな歩美の頬に雪絵の平手が飛んできた。

「しっかりしなさい！　あんたが言ったのよ。お兄さんは好きな女じゃなきゃ抱かないって！」

「雪絵……ちゃん？」

　唐突に何を言いだすのだろう？

　歩美が首を傾げると、雪絵は叫ぶように続けた。

「誰が本物かじゃない！　本物の印は私たち自身が持ってるのよ。勇気を出して、あなたが私の〝極楽鳥〟ですって言わなきゃ！　高千穂さんはまだ、別の人を選んだわけじゃないんでしょ？　私もギリギリまで好きな人を見つけることを諦めない。だから、歩美も諦めるんじゃない!!」

　ついさっき、和也が訪ねてくる直前に歩美は言った。

『和也くんにきっぱり言われたから。わたしの〝極楽鳥〟にはなれないって。彼にとって、運命の恋は他にあるのよ』

　そして雪絵は答えたのだ。

『運命の恋とか、永遠の愛とか、そんなもの全然わかんないわよ。この人はダミーだからこっちが本物、みたいなプレートつけておいてくれなきゃ』

　光太なら、本当に好きな人でないと抱いたりしない。それは、光太が運命の相手を選ぶということ。

（だったら、わたしや雪絵ちゃんが選んだっていいんだよね？）

　運命の相手はプレートつきで立っているわけではない。

　頑張って、たったひとりを見つけだして、そして『あなたがわたしの〝極楽鳥〟です』と印をつけて初めて、運命の恋が始まる。

　歩美は和也に会いたいと心の底から願った。




　雪絵の怒声と常連客たちの声援に背中を押され、歩美と光太が羽田空港に到着したのは、ニュースを見た一時間後のことだった。

（本当に来てよかったの？　でもわたし、どこに行けばいいんだろう？　飛行機は今、どうなってるの？）

　和也はまだ飛んでいるのだろうか？

　それとも……。

　歩美は全身にまとわりつく不安で、今にも倒れてしまいそうだ。

　関係者に連絡をとってみると言って光太が離れていったことも、覚えてはいるのだが、夢の中を彷徨っている気分だった。

　空港はごった返していた。国際線国内線、全線の発着がストップしているという情報が、ざわめきとともに耳に入ってくる。

（全線がストップ……それって、ものすごく大きな事故ってことになるんじゃ……）

　歩美の頭の中に〝墜落〟や〝炎上〟といった文字が踊る。さらには〝乗員乗客全員死亡〟なんていう文字までちらつき始め、立っているのもつらくなる。

（まさか、そんなこと……ないよね？）

　トンッとすれ違う人の肩が歩美の肩に触れ、たいした衝撃でもないのに、歩美は膝から崩れ落ちた。

「……和也、くん……」

　そのとき、誰かの手が歩美を引っ張り上げた。

「おまえ、こんなところで座り込んでてどうする？」

「お……にい、ちゃん……和也くん、死んじゃったら……どうしよう」

　ふわっと目が熱くなり、次々に涙が込み上げてきた。

「死なない！　あいつは絶対に死なない！　おまえが信じないでどうするんだ!?」

　光太は歩美の両肩に手を置き、一喝する。

　その直後、光太がお目当ての人を見つけて手を上げた。

「多恵、こっちだ!!」

　光太の声で駆け寄ってきたのは、ＣＡの制服を着た多恵だった。

「こういうときだけ連絡してくるんだから」

　多恵は疲れている様子だったが、絶望的な表情はしていない。

　そのことに歩美は少しだけホッとする。

「悪い。他にツテもなくて、頼りはおまえだけなんだ」

　光太は多恵に軽く頭を下げた。

　そんな光太をわざと無視しながら、多恵は歩美に手を差しだす。

「歩美ちゃんね。ああ、ごめんなさい、歩美さんて呼んだほうがいいかしら。こうして挨拶するのは初めてよね？　生駒多恵です。お兄さんとは……」

　歩美も条件反射のように握手を返したが、それ以上の挨拶は光太に遮られた。

「多恵、とりあえず挨拶はあとでいいから」

　その瞬間、多恵の顔つきが変わった。

「わかってるわよ！　じゃあ歩美さん、私と一緒に来てもらえるかしら。高千穂キャプテンの婚約者として」

　歩美はゴクリと唾を飲み込んだ。




　＊　＊　＊




「――以上の理由により、当機は一旦着陸態勢に入ったあと、着地寸前に急上昇いたします。その際に機体は大きく揺れますが、それは前輪を出すためにわざと行っているものですので、墜落等の恐れは一切ございません。安心して、客室乗務員の指示に従ってください」

　和也は同じ内容を英語で繰り返し、アナウンスを終える。

　そして、すぐに那波に向かって指示を出した。

「アイハブ」

　アイ・ハブ・コントロール――自分が操縦するという意思表示だ。

　すぐに「ユーハブ」という小刻みに震える声が返ってきた。

「墜落の恐れは一切ございません、か……キャプテンが言うと、ゴーアラウンドも朝飯前に聞こえますね」

　ゴーアラウンド――着陸復行のチャレンジのことで、早くいえば、着陸態勢からふたたび上昇することを指す。

「朝飯前とは言いませんが、昼飯前くらいでしょうか。こういった事態に備えて訓練を重ねてきたわけですから。私たちにできることをやるだけですよ」

　那波の声に動揺を感じとり、和也はできる限り余裕を見せて答えた。

　ランディングギア――車輪の上げ下ろしを含む降着装置の故障により胴体着陸。

　という設定は、シミュレーターで嫌というほど訓練を繰り返した。過去の航空トラブルや考えられるあらゆる機体の故障、ニアミスを含む事故、ハイジャックやテロ等の事件、さらにはパイロットの急病や急激な天候悪化まで。

　だが実機の操縦中に、ここまで大きなトラブルに遭遇するのはごく稀だろう。

　しかもほぼ満席、和也の決断には五〇〇人を超える乗員乗客の命がかかっている。

（ったく、最悪だな。こんな気分のときに……なんの罰ゲームだよ）

　これが前回のフライトなら気分は違ったはずだ。

　歩美が待っている。なんとしても、彼女のもとに帰るんだ。その思いがあれば、どれほどのアクシデントに遭遇しても、和也の精神力なら小揺るぎもせずに対処できただろう。

　だが、今の和也は違った。

　機長のプライベートとは全く関係ないはずの故障や悪天候が、愚かにも歩美を傷つけた報いではないか、とさえ思えてしまう。

　天罰なら自分ひとりに与えてほしい。誰かを巻き込むなら、あのどうしようもない親たちを巻き込めばいい。

（ああ、クソッタレ！　そんなマイナス思考で操縦桿を握るんじゃない！　マジでやばいぞ）

　八月だというのに、背中に冷たい汗が流れた。

「すみません。僕はまだ、そこまで操縦に自信が持てなくて。考えるな、考えるなって自分に言い聞かせてるんですが……なんか、書き残しておいたほうがいいのかな、なんて」

「……何を？」

「遺書というか、遺言というか」

　小心者だがお調子者のイメージのある那波から〝遺書〟という言葉を聞くとは思わず、和也は絶句した。

「メモでもいいんです……父さん母さんありがとう、みたいな」

　とくにパニックに陥っているというわけではないようだ。ただ冷静でいようとするあまり、発想が突とっ飛ぴになっているのかもしれない。

（遺書って……墜落前提にしてくれるなよ、頼むから）

　馬鹿馬鹿しいと思いつつ、和也の胸にもよぎった。もし遺書を書くとしたら、自分は誰に書くのだろう、と。

　那波が言ったような『父さん母さんありがとう』という言葉だけは死んでも書きたくない。本末転倒だが、そんな文面を残さなければならないなら、絶対に死ねない。

　書き残すなら、こんな自分を親友に選び、家族の温もりを教えてくれた光太に感謝の言葉を。

　そして、和也にたくさんの愛情を注いでくれた歩美に。

　彼女を守るために、支えるために、ふさわしい男になろうと努力したこの十一年間は、とても充実したものだった。

　生まれて初めて、自分のために歌ってもらった『ハッピーバースデー』は、死ぬ瞬間まで頭の中に響いているだろう。

　ランドセルを背負うあどけない女の子が、顔を合わせるたびにどんどん成長していった。

　両親を亡くしたとき、歩美は嘆なげき悲しんでいた。

『歩美が早く帰ってきてって言ったからだよね……』

『なんにもいらないから……お父さんとお母さんを返してほしい……』

　そのとき和也は、もし叶うなら、自分の命と引き替えにして彼女に両親を返してやりたい、とすら思っていた。

　一生のうちでここまで誰かを守りたいと思えるのは、ひょっとしたら奇跡に近いことなのかもしれない。

　それなのに、どうして守り続けることができなかったのか。

（歩美以外の人間には、こんな感情は微み塵じんも抱けないのに……俺の心が壊れているせいだ）

　願わくは、残りの人生すべてを彼女とともに過ごしたかった。しかしその可能性がなくなった今、ここで人生が終わっても悔いはない。

　そう思った瞬間、和也にフッと笑いが込み上げてくる。

（ああ、そうか、俺は彼女の〝極楽鳥〟になりたかったんだ。でも、もう一緒に飛べないから、片翼を失くしたからここで墜落するわけ、なのか？　……あれ？）

　マイナス思考が限界まで達したとき、ふいに、心の針がプラスに振れた。

「でも、そう思ったらどうにも切なくなりまして……」

　和也の思考を遮断するように那波の声が聞こえた。

「だから、何が？」

　何かに手が届きそうなところを遮られ、和也は苛々して少し乱暴な言葉遣いになる。

　だが、今の那波にそんなことを気にする余裕はないらしい。

「最期の言葉が親に向けてだなんて。二十八年間生きてきて、言葉を残したい、最期に顔を見たいって思える恋人のひとりもいないんですよ」

「彼女はたくさんいたんじゃなかったか？」

「死ぬ寸前に会いたい人なんて、そんな中にはいませんよ！　キャプテンは例の可愛い婚約者さんですよねぇ。ああ、もっと真剣に恋愛しておくんだった」

　生きるか死ぬかの瀬戸際に思い残すことがそれか？　という突っ込みはさておき。

　和也は思い浮かんだことを那波に尋ねてみる。

「なあ、ギリギリの状況でひとりの女のことしか考えられなくなるっていうのは……愛、かな？」

「当たり前じゃないですか！　というか、こんな状況でも惚気るなんて、どういう神経してるんですか!?」

　那波は、和也が冗談を言ってからかったと思ったようだ。自分は本気で後悔しているのに、と口の中でブツブツ言い続けている。

　そのとき、管制塔からようやく『ゴーアラウンド許可』の無線が入った。

　雨はともかく風はかなり強くなっている。天候に問題のない空港まで飛ぼうにも、車輪を出したままでは高度が出せず、長距離の飛行も難しい。

　着陸後の火災を防ぐため、羽田上空を旋回して燃料を消費してきたが、天候悪化と天秤にかけて、飛行を続けるのはこの辺りが限界だった。

　胴体着陸はできる限り避けたい。

　そのためには、このゴーアラウンドで前輪が出てくれることを祈るしかない。

　和也はスーッと息を吸った。

「那波！　泣き言はそこまでだ。羽田に帰るぞ！」

　突如、名前を呼び捨てにされた那波は、面食らったように和也を見ている。

「スピードチェック！　フラップ・ワン」

　和也の声にハッとして那波も前を向く。フラップ――高揚力装置の角度のことだ。数字が増えていくごとに速度は落ちていく。

「フラップ・ワン……ローラカイザー」

　那波が震える声で和也の指示を繰り返しつつ、フラップレバーを操作した。

　ローラカイザーは、滑走路に対して機体が左右にずれていないかを確認する装置だ。それを和也が確認して声をあげる。

「ローラカイザー、キャプチャー……フラップ・ファイブ」

　そしてさらに速度を落とす指示を出した。

　和也の至って冷静な声に、少しずつ那波も冷静さを取り戻してくる。

「フラップ・ファイブ、グリーン」

　那波は言われるままに、左手でフラップレバーを手前に下げていく。

　そこまでは何も問題はない。

（さて、ここからだな）

　和也は気持ちを引き締め、ギア操作を指示した。

「ギア・ダウン」

「ギア・ダウン……やはり前が出ません」

　その瞬間、コックピットに警告音が鳴り響いた。

　訓練以外で聞くのはさすがに気持ちのいいものではない。案の定、那波はビクッと指先を震わせる。

「無視しろ！　次だ、フラップ・フィフティーン」

「フ、フラップ・フィフティーン……グライドスロープ」

　鳴り響く警告音に、たちまち那波の声は掠れ始める。

　ローラカイザーが左右なら、グライドスロープは高さを計測する装置だ。

「グライドスロープ、キャプチャー。セット・ゴーアラウンド」

　そのグライドスロープを和也がチェックして、さらに、進入角度とゴーアラウンドの高度を再確認する。

　和也とて、全く平気なわけではない。人並みの恐怖心は持ち合わせている。だが、もしものときは、誰かの責任ではなく自分の責任で死にたい。

（いや、こんなところじゃ死ねない。歩美のもとに戻る！）

　和也は大きく深呼吸して、次の指示を出した。

「フラップ・トゥエンティ」

「フラップ……トゥエンティ」

　警告音は鳴りやまない。しだいに、那波の復唱は泣くような声になる。

「オートパイロット・オフ」

　高度一〇〇〇フィート――約三〇〇メートルでオートパイロットを切った。いよいよ五〇〇人の命が和也の腕ひとつにかかってくる。

　横風に煽あおられ機体が揺れる。

「キャプテン、もう、ゴーアラウンドしたほうが……」

「まだだ。フラップ・トゥエンティファイブ」

　那波の提案を即座に却下し、和也は全神経を計器に集中させる。

「フラップ……トゥ、トゥエンティ、ファイブ」

　和也の手が、スラストレバーの横にあるゴーアラウンドの際に必要なスイッチに触れた。

　機体に、安全かつ最大限の衝撃を与えるため、ギリギリまで下降してから上昇する。マニュアル的には、後輪に故障の可能性がなければ、接地の際に大きな衝撃を受けるはずのタッチアンドゴーのほうが有効なのだ。

　だが万にひとつ、後輪がロックされていなかった場合、機体にダメージを与えて、着陸をさらに困難なものにしてしまう。

　やってみてダメでした、では済まされない。

　そのとき、那波が叫んだ。

「ファイブハンドレット！」

　機体は高度五〇〇フィートを切った――。

「よし、ゴーアラウンドだ！」

　和也はスイッチを押し、即座にエンジンパワーを上げる。

　その瞬間、思いきり機体が揺れた。

　スラストレバーを押し、操縦桿を引き上げていく。身体にかかる負荷はまるでジェットコースターのようだ。

　本来の和也なら、こんな乱暴なゴーアラウンドは絶対にしない。

（前輪、出ろ！　俺にここまでやらせて、いつまでも引っ込んでるんじゃない！　とっとと出てくれ！）

　直後、和也が声をあげた。

「那波、フラップを上げろ！」

　赤いランプが点灯し、今度は急上昇の警告音が鳴り響く。

　チラッと見た那波の顔は蒼そう白はくで、目が泳ぎ始めている。急いで和也がフラップレバーを掴み操作した。

（那波にはきついか……クソッ！　絶対に墜落なんてさせない！）

「出ろよ、前輪！　俺は羽田に……歩美のもとに戻りたいんだーっ!!」

　派手な警告音とともに、和也の絶叫がコックピットにこだました――。







第十二章　愛してる
















「ここは関係者以外立ち入り禁止よ」

　多恵はそう言うと、光太には外で待つようにとつけ足した。

　思い鉄製のドアを開けると、細長い通路があった。扉を一枚隔てただけで、空港の混雑が嘘のような静けさだ。通路の途中、機械室のようなプレートを掲げた部屋は無視して通り過ぎる。次に多恵が開けた扉の向こうには階段があり、その階段を下りた先には、また細長い通路が姿を見せた。

　足早に歩きながら、彼女はほとんど何もしゃべらない。当然、和也が操縦する飛行機のことも何も教えてはくれない。

　タクシーは空港内に入れないかもしれないと聞き、途中からバスでここまで来た。その間、ほとんど情報が入ってこなかった。

　空港に着けば最新の情報が得られると思ったが、それどころかたくさんの情報が錯さく綜そうしていて、本当のところはどうなのかさっぱりわからない。

「あの……か、かず……和也くんは？」

　歩美はやっとのことで和也の名前を口にした。

「すぐにわかるわ」

　多恵は感情を露わにせず、短く答える。

「お、お兄ちゃんも、一緒に来たほうがよかったんじゃ」

「関係者オンリーって言ったでしょ。一応、上の許可はとってるけど、正規の許可証を発行してもらう時間がなかったのよ。だから目立ちたくないの。光太は今ひとつ空気が読めないし、身体も態度もデカいんだもの」

　実にきっぱりしたわかりやすい説明に、歩美は二の句が継げない。

（生駒さんの言った『すぐにわかる』って、どういうこと？）

　細長い通路を進むと、ふたたび鉄製の思い扉に突き当たった。

　その扉を開けると、事務室らしきオフィスデスクの並ぶスペースがあり、スーツ姿や航空会社の制服姿、あるいは作業着姿の男女が忙しく動き回っていた。

　突然入ってきた多恵や歩美の姿など、誰も気に留める余裕すらないらしい。

　無事に着陸したのであれば、ここにいる人たちはホッとした顔をしているはずだ。

　だが、万にひとつ、最悪の事態になっていたら、もっとサイレンやら人の怒号が飛び交っているのではないか。

　窓から見える範囲の滑走路には消防車や救急車らしき車両も見える。どれも赤色灯を点灯していない点からも、緊急事態ではないのだと思う。

（和也くんはどうなったの？　まだ、飛んでるの？）

　不安で息をするのも苦しい。

　歩美の中に、両親が亡くなった日のことが思いだされる。

　誰も何も言ってくれなかった。叔母から『お父さんとお母さんに会いに行こうね』と言われて、不安だけが膨らんだ。

（まさか……あのときと同じじゃないよね？　何も言われないのはもう手遅れだから、なんて……和也くん、そんなことないよね？）

　こんなことになるなら、和也とちゃんと話しておけばよかった。

　どんな話でもかまわない。心残りにならないように、すべてを聞いて、そして素直な気持ちを伝えればよかったのだ。

（今度はちゃんと伝えるから……あなたを愛しているから、あなたの傍にいたい。いつか、和也くんがわたしのことを愛してくれたなら、そのときは結婚したいって）

　もし、本当に和也の赤ちゃんがお腹に宿っているなら、そのときが来るまで、ひとりで育てよう。

　和也が、義務や責任でなく愛情で寄り添ってくれる、その日まで。

　今の和也にとって歩美は愛する女性ではないのかもしれない。でも、歩美の他に愛する人がいる、と直接言われたわけではないのだ。

（だから……だから、神様お願いします。わたしは逃げません。どんなことでも受け止めます。だから、和也くんを奪わないで！　お父さん、お母さん、和也くんを守って！　お願いだから、わたしたちのところに帰してください）

　歩美は両手でお腹を押さえ、心の中で懸命に神に祈った。

「立ち止まってないで、こっちよ！」

　多恵はさっさと別の扉を開け、歩美に声をかける。

　歩美はデスクの間を小走りに駆け抜け、多恵のあとを追った。すると今度は、少し薄汚れた感じのする廊下が現れた。

（空港って……本当に広い。でも和也くんに会えるなら、どこまでだってついていく！）

　次に多恵が扉を開けたとき、ムッとした風が廊下まで吹き込んできた。冷房の風ではなく、間違いなく外気だ。町工場の前を通ったときのような油の臭いもする。

　そこは倉庫のような場所だった。壁はなく開放的で、正面に滑走路が見える。その滑走路の見える方向に一台のバスが停まっていた。

　多恵はそちらに向かって歩きだす。

　バスの周囲には大勢の人が集まっていた。カメラやマイクを手にした人もいるようだ。彼らはマスコミ関係者ではないだろうか。歩美はＢＮＡの職員でも空港関係者でもない。この非常時に、関係者オンリーの場所にいるところをうつされたら、多恵に迷惑をかけてしまうのではないか。

「あの……目立ちそうだから、あっちには近づかないほうが……」

　歩美が小さな声で話しかけたとき、バスをとり囲む人混みの中に和也の両親の姿を見つけた。

　向こうもほぼ同時に気づいたらしく、母親の雅子が血相を変えてこちらに近づいてくる。

（ど、どうしよう……なんて言ったらいいの）

　歩美は思わず回れ右をしそうになった。でも、たった今、どんな試練からも逃げないと神様に誓ったばかりだ。

（ここで逃げたら、和也くんに二度と会えなくなるかも……）

　和也に会いたいという思いが、歩美の弱気の虫を追い払う。彼女は奥歯をクッと噛み締め、何を言われても耐えようと覚悟を決める。

　そのとき――。

「歩美!!」

　和也の声が聞こえた。

　慌てて辺りを見回し、例のバスに目をとめる。

　すると、和也がＣＡたちを押しのけ、バスの乗降口から転げ落ちるように飛びだしてきた。

　歩美は夢を見ている気分だった。まるで映画のワンシーンのように、目の前の光景が流れていく。

「和也……くん」

　そよ風にすらかき消されてしまいそうな、頼りない声で和也の名前を呼んだ。

　和也は帽子も上着も放りだし、パイロットシャツの第一ボタンは外れ、ネクタイも緩めたままだ。操縦桿を握るときしかつけないという白い手袋も外し忘れている。

　それは、たった今コックピットから飛びだしてきた、と言わんばかりの姿だった。

　両親はおろか誰のことも目に入らない様子で、和也は一目散に歩美のもとへ駆けてくる。

　歩美のほうも同じだ。

　ここまで悩み続けたことなど一瞬で消え去った。和也の姿を見た瞬間、歩美の目には彼しかうつらなくなった。

（和也くん？　本当に、本物の和也くん？　わたしのほうに向かってきてくれてるの？）

　重かった歩美の足が、とたんに軽くなった。

　和也に触れたい。生きていることをこの手でたしかめたい。歩美の心は、その思いでいっぱいになる。

（和也くん、和也くん、和也くん……!!）

　彼に向かって精一杯手を伸ばすが、ふいに足が何かに引っかかり、歩美は転びそうになった。

　次の瞬間、和也の手に抱きとめられ、そして、抱き寄せられた。

　和也の温もりだ。会いたくて、会いたくて、どうしても会いたかった、和也の腕に抱かれている。

（生きてる……よかった……お父さん、お母さん……ありがとう）

　息もできないくらいの強さで抱き締められ、歩美も力一杯彼のパイロットシャツを掴んだ。

「歩美……歩美……よかった。おまえに会えて、本当によかった」

「和也くん……ありがとう、生きて、帰ってきてくれて……ありがとう」

（どうして着陸できたの？　空を飛んでるんじゃなかったの？　なんでこんなに早く、地上にいるの？　もう、よくわかんない。でも……生きててくれたら、なんでもいい！）

　聞きたいことはたくさんあるのに、「和也くん、ありがとう」とそればかりになる。

「歩美、俺はおまえと離れたら飛べない。そのことに、やっと気づいたんだ。おまえが大事で……命より大事で……その思いの呼び名がわからなくて……でも、やっとわかった」

　喘あえぐように慌てて言葉にしようとする和也が怖くなった。

　こんなふうに熱い思いを伝えようとする彼を見たことがない。

「もう、いいよ。もう、いいから。ごめんなさい。会わないなんて二度と言わないから。和也くんがわたしを必要としてくれるときは、いつでも傍にいる。だから、お願いだから、いなくならないで！」

　歩美は和也に抱きつき、思いきり叫んだあと泣きじゃくる。

　これ以上歩美に影響を受けたくないから、彼の人生に歩美はいらない。そう言われたら、諦めないという決意はどうすればいいのだろう。

　歩美は引き離されたくなくて、ギュッと和也のシャツを掴む。

　そのとき、頭上から信じられない言葉が降ってきた。

「愛してる。愛してるよ、歩美」

　とくんと胸が高鳴る。

　まさか、和也がそんなことを言うはずがない。聞き間違いだと思い、歩美は返事もせず、ただ縋りついたままでいた。

（幻聴？　やだ、そんなの聞こえないでよ。和也くんの姿まで幻覚に思えるじゃない！）

　そんなことを考え、いっそう強く和也のシャツを掴んだ。

　すると、苛々した和也の声が聞こえてくる。

「おい、聞こえなかったか？　俺はおまえに惚れてるんだ。おまえにふられたら、飛ぶこともできないくらいに」

　パッと上を見る。

　間違いなく和也が、こっちを見下ろしていた。

（なんか……頬が赤い……気が……え？　今、『惚れてる』って言ったぁ!?）

　一瞬で頭の中がシャッフルされた気分だ。目の前がぐらぐらして、和也に掴まっていないと、確実に倒れてしまう。

「あの……あの……和也くん。愛……してる、って言った？」

　やっと、それだけ口にできた。

　すると和也は憑き物でも落ちたようなスッキリした顔で言う。

「言った。何がなんでもおまえに会いたくて、前輪を下ろして、即行で羽田に降りたんだ」

「ぜ、前輪を、下ろして!?」

　我ながら素っ頓狂な声だったと思う。だが、おかげで涙が止まった。

　その前輪が下りないから、専門家の人が『危険だ、危険だ』と騒いでいたのではないだろうか。

（な、な、何をやったの!?　和也くん……さ、さすが、天才って、褒めるべき!?）

　まさかジェットコースター並みの衝撃を機体に与え、前輪を見事に下ろして通常の着陸を決めてきた、などとは歩美は夢にも思わない。

　歩美の動揺をよそに、和也はしれっとした顔で答えた。

「言っとくが、危険な真似はしてないからな。マニュアル通りにやっただけだ。まあ、ちょっとは荒っぽかったかもしれないが」

「ちょっとはって……怪我人とかは？」

「誰に聞いてるんだ？　この俺が操縦桿を握ってるんだぞ。怪我人なんか出すかよ」

　和也の黒い瞳がキラキラと輝き、極上の笑みを浮かべて歩美を見下ろしている。

「飛行機……無事に着陸したんだ」

「ああ、そう言ってるだろ」

　和也の返事を聞くうちに、じわじわと嬉しさが込み上げてくる。

「じゃあ、ここにいるのは……本物の和也くんなんだぁ」

　ふたたび、歩美の目にうつる和也の顔が歪み始めた。

「ちょっと待て、なんでそうなるんだ？　おい、ちゃんと足はあるからな。ほら、この通り」

　和也の靴が歩美の爪先にコンと当たった。そんな何気ない仕草に、飛び上がりたいほどの幸せを感じる。

　するとそのとき、さっき以上の力で歩美は抱き締められた。

　それも、息もできないくらいの激しさで。

「か、かず、や、くん……苦しい」

「それだけか？　おまえも言えよ。愛してるって」

　少しだけ彼の力が弱まり、ふたりの間に隙間ができる。

　歩美は和也の顔を見上げて、思いのすべてを告げた。

「うん、愛してる。和也くんのことが好き、大好きなの。愛してるの。一生離れたくない」

（よかった……言えたよぉ）

　歩美はホッと胸を撫で下ろした。

　彼のシャツに触れる指先に、トクントクンとたしかな鼓動を感じる。それは和也が生きているという証だ。

「ああ、もちろんだ。というか、おまえが離れたいって言っても離さないけどな。俺たちは〝比翼の鳥〟だ。初めて会ったときから、きっとそうだったんだ」

　あの和也から〝比翼の鳥〟と言われる日が来るとは。なんだか、人生の夢が叶いまくっている気がする。

（神様ってば大盤振る舞い？　わたしって、幸運をここで使い果たしてる？）

　歩美は未来にちょっとだけ不安を覚える。

　和也はそんな歩美の表情を敏感に察したらしい。

「ああ、勘違いするなよ。出会ったときの七歳のおまえに欲情したって言ったんじゃない。俺たちが出会ったのは、寄り添って飛ぶための運命だからだ」

（それが勘違いなんだけど……でも、もう勘違いでも、なんでもいいっ！）

「和也くん」

　みつめ合っていると、また涙が浮かんでくる。

　そのとき、和也がふいに歩美の額に自分の額をコツンとくっつけた。

「そんな目で見るな。また、やばくなる」

　情熱を孕んだ色っぽい声だ。

「和也くん、わたし……」

　和也になら何をされてもかまわない。

　そんなことを口走ってしまいそうになったとき――。




「はーい、そこまで、そこまで。カメラも回ってるみたいだし、この辺でストップしておいたほうがいいんじゃない？」

　歩美の後ろから、パンパン手を叩く音とともに多恵の声が聞こえた。突然ストップがかけられ、歩美は現実に引き戻される。

　恐る恐る和也の肩越しに向こうを見ると、バスの横に並ぶ、唖然としたクルーたちの顔があった。そして和也とクルーの間には、苦虫を噛み潰したような和也の両親と、出迎えを無視されて立ち尽くす航空会社の幹部たちの姿も。

（ど、どうしたらいいの？　なんか、とんでもないことしちゃったかも！）

　思わず和也の胸に顔を隠すが、いつまでもそうしてはいられないだろう。

　すると和也は、まず航空会社の幹部たちに向かって微笑みかけた。もちろん、歩美の肩はしっかりと抱いたまま。

「失礼しました。婚約者の顔を見たら止まらなくなりまして」

　実に堂々と言いきる辺りが和也らしい。

　そんな和也に、幹部たちは一瞬で呑まれたようだ。

「い、いや、そんなに可愛い婚約者がいては、君も帰ってこないわけにはいかないだろうから。まあ、それが素晴らしいランディングに結びついたともいえるし……」

　よくよく考えると意味不明なことを言いつつ、幹部たちもマスコミの目があるので丸くおさめたいらしい。

「ありがとうございます。ですが、ランディングに関しましては私ひとりの力ではありません。クルーを始め、関係者のみなさんの協力に感謝しております。今回あらためて、私にはパイロットが天職だと思いました。これ以外の仕事にはつけません。この仕事に出会えたのも、祖父や父とは違う道を選んだ私を快く空に送りだしてくれた両親のおかげです」

　和也はニコニコ笑いながら高らかに宣言する。

　歩美の目には何かたくらんでいるように見えるのだが、会社での和也は普段からこんな感じなのだろうか？

　歩美は慌てて多恵のほうを向いた。

　すると、彼女も笑いをこらえた顔をしている。だが歩美の視線に気づくと、『まあ、こんなもんね』とばかりにウインクした。

　そのとき、ひとりの幹部が異論を唱えた。

「ランディングは文句なしだが、ゴーアラウンドは君らしくない強引さだったんじゃないかね？」

　そう言った幹部は、別の幹部に素早く肘でつつかれている。きっと、マスコミに聞こえる場所で余計なことを言うなということだろう。

「ああ、いや、まあ……安全面に配慮した、欠点のないものではあったが、君にしては、という意味だ」

　慌てて言い直した幹部に向かって、和也は平然と言い放った。

「今回のゴーアラウンドの目的は着陸のやり直しではなく、機体を揺さぶり前輪を出すためのものでした。目的のためなら決して諦めず、あらゆる手段を講じます。そして必ず達成する。私が父から教わったことですよ」

　そう言いながら敦哉のほうに目を向ける。

　和也の挑戦的なまなざしに、敦哉は視線を逸らせた。そして突如身を翻し、その場から立ち去っていく。マスコミ関係者も敦哉のあとをついていった。どうやら敦哉がなんらかのパフォーマンスを見越して呼んだ連中だったみたいだ。

　クルーたちは建物の中へ入るように言われ、歩美は和也から離れようとする。

「待てよ。どこに行く気だ？」

　和也はびっくりした様子で歩美を引き止めようとした。

「だって、わたしは部外者だし。和也くんが無事だってわかったから、お兄ちゃんと一緒に帰って待ってるね」

「ダメだ。生駒、歩美にロビーで待つように言ってくれ。光太も呼んでくれないか」

　歩美の肩をしっかりと押さえたまま、多恵にそんなことを言いだした。

「私はあなたのマネージャーじゃないんだけど」

　多恵は少し不満そうに口を尖らせた。

「わかってる。あらためて礼はする」

　和也ひとりのためにクルーや関係者たちを待たせているとなったら、さすがに歩美も責任を感じる。

「わ、わかったから。生駒さんに聞いて、和也くんが終わるのを待ってる。だから、早く行って？」

「サンキュ」

　和也は短く言うと、なんと歩美の額にチュッとキスをした。

　あっという間に離れたが、歩美にすればそれだけで、頬が火照って一〇〇メートルを全力疾走した気分だ。走って仲間に追いつく和也の背中を、ボーッとみつめる。

（やだ、もう……人の見てる前で、和也くんってば、なんてことしてくれるの!?）

「婚約中のカップルって、はっきり言ってムカつくわね」

　白けたような多恵の声にハッとし、歩美はしどろもどろになりながらも弁解する。

「す、すみません。あの……ご迷惑ばかりおかけして。あ、その代わりといったらなんですが、生駒さんがお兄ちゃんと結婚するときは、協力しますから」

「結婚か……さて、どうなるかしらねぇ」

　多恵は中空をほんのわずかな時間みつめ、サッと身を翻す。

「ほら、行くわよ」

「は、はい！」

　そのとき、歩美は目の端に飛行機を捉えた。それが今日、和也が操縦した機体かどうかはわからない。でも、「ありがとう……」と機体に向かって小さく呟き、多恵のあとを追った。
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　カツン――灯りの落ちた廊下に靴音が響く。

　長いデブリーフィングを終え、報告書を書き、さらには関係省庁の役人から質問攻めに遭い……とりあえず、と解放されたのが午前三時だった。

　明日は急遽休みになり、明後日あさってはこちらから省庁に出向いて調書を作成するという。

（別に怒られるわけじゃないが、面倒っちゃ面倒だな）

　一階に下り、ロビーに向かって歩く。ステーションコントロールのある建物内も関係者以外立ち入り禁止だ。だが、多恵が上手く手配してくれたらしい。ロビーのベンチソファに腰かける誰かの後ろ姿が目に入った。

　振り向いたのは光太だった。

　和也は軽く手を上げ、ベンチソファに近づく。

「歩美は……」

　そう尋ねようとしたとき、光太は指を一本立て、口元に押し当てる。

　光太の影になって見えなかったが、ベンチソファに倒れ込むように歩美が眠っていた。胸にはバッグを抱き締めている。

　上半身に光太のパーカーがかけられていたが、ミニスカートから伸びた脚が丸見えだ。和也はどうにもそれが気にかかり、フライトバッグに引っかけていた上着で彼女の下半身を隠した。

　そんな和也の姿を見て、光太がクッと笑いをこらえる仕草をする。

「なんだ？」

「いや……さすが人前で抱き合って、『おまえにふられたら飛ぶこともできない』って叫んだだけのことはあるなぁと思って」

　和也はらしくもなく、頬が熱くなるのを感じた。

　そのまま光太を引っ張り、ロビーの中で歩美から最も遠い自動販売機の前に連れていく。

「さては……生駒が話したんだな？　おまえ、あいつとよりを戻すのか？」

「わかんねーな。十年は長いからなぁ。一気に縮められる距離じゃない。それに、あいつも言ってた。『私たち、もとには戻れないわね』って。でもまあ、これ以上歩美を逃げ道にはできないからな。いろいろ考えてみるさ」

　眠気覚ましに缶コーヒーのブラックを買い、光太に一本放り投げる。

「歩美には？　おまえがパイロットになるのをやめた経緯や、叔母さんの件は話したのか？」

　歩美は、光太が夢を諦めたのは自分のせいだと思い込んでいた。多恵との仲も、おそらく自分が壊したと思ったはずだ。光太が歩美を必要としていたなら、叔母が離婚してでも歩美を引きとろうとしたことは話していなかっただろう。

　和也の視線を受け、光太はうなずいた。

「話した。叔母さんが本当に歩美を大事に思ってたってこと、言っとかないと卑怯だと思ってな」

　歩美にしてみればいろいろとショックだったのではないか。

　ただ、それなら急いで結婚する必要はない、と考え直したかもしれない。そのときは和也のほうがショックだ。

「それでも、自分を守ってくれたのは間違いなくお兄ちゃんが一番だからって、そう言ってくれたよ、歩美は。でも、これ以上自分の存在を言い訳にはできないように、『これからの一番は和也くんよ』だってさ」

　和也は光太の言葉を聞き、無意識に頬が緩み、笑みを浮かべてしまう。

　そんな和也の顔を見て、光太はボソッと言った。

「ムカつく奴。やっぱ、一発殴らせろ」

「そう怒るなよ、お義兄さん」

　和也は光太の肩を叩きながら言う。

「こんな捻くれた弟なんかいらん！　第一、おまえのほうが一週間年上だろうが！」

「まあまあ、仲よくしようぜ、兄貴」

　今度は肩を組もうとするが、光太に思いきり振り払われた。

「だから違う！」

　和也は心に痞つかえていた何かがなくなり、身体中の風通しがよくなった気がした。

　そして生まれて初めて自分の言葉で思いを伝えたような、満ち足りた幸福感に包まれていた。







第十三章　本当に初めての……
















　身体がふわふわする。

　柔らかな羽根布団に包まれた感触、そして心地よい温もりに抱き締められる安心感。ほんの数週間前と同じ感覚に囚われながら、歩美は目を覚ました。

　顔を上げると、そこに和也がいる。

（ああ、やっぱり和也くんに抱き締められて眠ったんだ……幸せ）

　と思った瞬間、パチッと目を見開いた。

「か、か、和也くん!?　ここって……あれ？」

　見慣れた机に本棚、オーディオセット。机の上にはノートパソコンがあり、その周囲には黒い背表紙のルートマニュアルが広げたまま置かれている――という、いつもの光景。

　ここは間違いなく、和也の寝室だった。

「おはよう、歩美」

　それは和也のいつも通りの声、そしてごく普通の朝の挨拶だ。

「あ……うん、えっと、おはようございます。じゃなくって、羽田にいたのに……なんでわたし、和也くんの家のベッドで寝てるの？」

　たしか最初は空港内のロビーにいた。正式なＩＤをもらう時間がなかったので、航空会社の建物には入れなかったせいだ。

　だが、誰かが歩美のことを『例の機長の婚約者』とマスコミ関係者に密告ちくったらしく、歩美と光太は大勢から囲まれることに。その事態を憂慮した空港の責任者がＢＮＡにかけ合ってくれ、ふたりは和也がいる建物のロビーで待てることになった。

　最初は光太といろんな話をしていたが、さすがに日付が回ると歩美も疲れてきて、ベンチにもたれるようにして、ウトウトしていたのは覚えている。

「お兄ちゃんは？　生駒さんは？　あ……空港までご両親が来られてたじゃない。何か話はした？」

　歩美は思いつくままに質問する。

「光太はおまえを俺に預けて家に帰った。生駒は今日フライトがあるから、昨夜のうちに帰宅したはずだ。あとうちの両親は、まあ、とりあえず田舎に帰ったから、心配はいらない」

　歩美にしてみれば、また銀行に手を回してくるのではないか、とも思ったが。

「婚約者としておまえのことを公表した以上、もう邪魔はしないさ。どっちみち、許嫁がどうとか嘘っぱちだからな」

　和也は歩美を安心させるように、優しく頭を撫でてくれた。

　思わず、『もうっ、子供じゃないんだから』と言いそうになったが、彼の甘やかなまなざしに、ドキッとする。

（ちょ、ちょっと、落ちつこう、わたし）

　深呼吸して、和也の言葉を思いだし、確認するように尋ねた。

「う、嘘って言った？　誤解じゃなくて、嘘なんだ」

「もし本当にいたらあの場に連れてきてるさ。事故機の機長を出迎える婚約者、なんて最高のツーショットだからな」

　和也に言われてハッと気づいた。

「えーっと、もしかして、わたしって……昨日の夜、かなり目立ってた？」

　歩美が困ったように笑いながら言うと、和也は満面の笑みを浮かべてベッドサイドのテーブルから朝刊を手に取った。

「ほい。おまえって、たぶん俺以上に時の人」

　飛行機の写真が第一面にデカデカと掲載されていた。

　そして『無事着陸』の大文字が。続いて『最年少機長、最高の判断と操縦で胴体着陸回避へ』と書かれてある。それは自分が褒められることよりも遥かに嬉しくて、歩美はニコニコしてしまう。

　視線をドンドン下げていくと、そこに和也の写真があった。機長と副操縦士が並んで掲載されている。

　問題はさらに下。

　なんと一番下に和也と歩美がひしっと抱き合うツーショット写真が掲載されていたのだ。

「な、な、な、なんでーっ!?」

　しかも、『婚約者の日生歩美さん、二十歳』とフルネームと年齢までばっちりだ。

　記事を読み進めていくと、婚約者の女性は高卒で両親はすでに死亡、江戸川区内でお兄さんと洋食屋を営んでいる。ふたりの出会いは十四年前、両親を亡くした彼女を兄同様に見守ってきたが、彼女が成人を迎えた一年前から結婚を意識し始めた、などと書かれてあった。

　歩美は呆れるよりも、書いた人を尊敬してしまいそうになった。

「なんか、凄いね。よくわかったっていうか、綺麗にまとめ上げたっていうか……感心しちゃう」

　その記事はまるでふたりの十四年間を見てきたかのような文章だ。

　歩美がそう思ったとき、和也がとんでもないことを口にした。

「まあ、俺が情報を流したからな」

　しれっとした口調に、一瞬『さすが和也くん』と歩美はうなずきそうになる。

「ああ、なるほど……って和也くんっ!?」

　こういった情報が出ることを聞き、和也の両親は引いたそうだ。

　ここまで深い繋がりのある女性がいながら、田舎に親の決めた許嫁、などといった存在が浮上すればマイナスになる。それは和也にとってではなく、自分たちにとって。息子に保守的な考えを押しつける封建主義の親の代表、といったイメージは避けたいらしい。

「じゃあ、お義父さんやお義母さんは、もう反対しないの？」

「ああ。昨日の夕方から今朝までの計画にしちゃ、なかなか頑張ったとは思わないか？　ちょっとは俺のこと、褒める気になった？」

　さも得意げに和也は笑ってみせる。

「キャー！　さすが和也くん、素敵！　最高ーっ!!」

　歩美は思いつく限りの褒め言葉を叫びながら彼に抱きつく。

　策士も策士、よくもまあ、そんな短い時間でそこまで策を巡らせたものだ。

（お義父さんが和也くんを政治家にって気持ち……なんかわからないでもない）

　歩美はそんなことがフッと思い浮かんだ。でも、やっと最大のハードルを飛び越えられた気がする。

　だがそのとき、胸の辺りがスースーする感じがした。

　ハッとして、スイートルームのときと同じく全裸だったらどうしよう、と青くなる。恐る恐る下を見ると、ちゃんとＴシャツとショーツは身につけていた。

（よかった……あれ？　でも、ブラジャーって誰が外したの？　それに、このＴシャツはわたしのじゃない！）

　今の歩美はＶネックのスポーツＴシャツを着ていた。メンズ、それも和也のだ。サイズはＸＬなので、胸元がかなり涼しく感じる。

　和也のＴシャツだと思うと、急に恥ずかしくなった。

「わ、わたし、昨日の夜は脱いでないはずだけど。だって、シャンパンどころか、お酒なんて一滴も飲んでないもの」

　ホテルでの失態を思いだし、歩美は必死に言い訳する。

「汗びっしょりだから着替えさせたんだけど、嫌だったか？」

「そうじゃないけど……変なこと、してない？」

　歩美はコクッと息を呑んだ。

　妊娠のこと、いつまでも黙っているわけにはいかない。なんといっても、和也は『愛してる』と言ってくれたのだ。愛の結晶を邪険にするはずがない。

　歩美は真剣な気持ちで彼の顔をジッとみつめた。

「変なこと？　ああ、それなら……今からしようと思ってるところだ」

　Ｔシャツの裾から手を入れて、歩美の腰からヒップ辺りをさすり始める。

　どうやら、歩美の真剣さは、今ひとつ伝わっていないようだ。

「和也くん！　そ、それは……そうじゃなくて……あの」

　歩美が必死になって言葉を選んでいると、和也がふいに唇を重ねてきた。

　それも恋人同士のキスをされると、歩美はどうしても頭の中が真っ白になってしまう。その上、ダブルベッドに向かい合って座っているという状況だ。少しずつ互いの唇を求め合って、身体の距離まで縮まっていく。

（ああ、ダメ……幸せ過ぎて、他のことがどうでもよくなっちゃう）

　歩美の肌に触れる指先が信じられないくらい甘く優しい。心の距離まで引き寄せられ、何ひとつ抵抗できず、されるがままに流されそうになる。

「ちょ……っと、待って。違う……の。わたしの、話を……聞いて……あっ」

　キスの合間にどうにか声を繋げるが、途中で唇を甘噛みされた。歩美の口から悩ましげな声が漏れてしまう。

　和也は実に満足げな表情を浮かべつつ、歩美の耳元に口を寄せてささやいた。

「可愛い声だ。もっと聞きたい。いいだろう、歩美？」

（ダメだってば……ほら、あのことを言わなくちゃ）

「そ、れは……それは、待って、ダメ……そうじゃないの」

「今日はダメな日、とか言われたら、泣きそうな気分だけど我慢しよう。そのときは、もう一度スイートをとって仕切り直しだな。今度はおまえの好きなホテルを予約してやるから、どこでも言えよ」

　和也と一緒に過ごせるなら、スイートでなくとも全然かまわないのだが、とりあえず、そのことは棚に上げておこう。

「違うの、あの、そうじゃなくて」

「どうした？」

　やっと少し距離をとってくれた和也の顔を見上げる。するとそこには、心配そうに歩美をみつめる瞳があった。

　歩美は勇気を出して、ひと息に言ってしまう。

「あのね、和也くん……わたし、赤ちゃん、できちゃったみたい！」

　そのまま、和也の胸に顔をうずめて、彼の返事を待つ。

　寝室はシーンと静まり返り、和也の息を呑む気配が感じられた。

「お願い……なんか言って？」

「そ……それは、もう、病院に行った……とか？」

　それは、どことなく熱意の感じられない声に聞こえた。歩美の中に、不安が湧き上がってくる。

「まだ、だけど。だって事故のニュースの直前に気がついたんだもの。今日、検査薬で試してみようかなぁって」

　そう答えた瞬間、頭上から聞こえてきたのは、大きく息を吐く音だった。

　和也のあまりにあからさまな安堵に、歩美のワクワクした気持ちは一瞬で吹き飛んでしまう。

　戸惑いはしても、喜んでくれると思っていた。なんといっても顔を見るなり、熱烈な愛の言葉を口にしてくれたくらいなのだから。

　本気の愛情なら、子供ごと抱き締めてくれる。

　そう信じていたのに。

「もう……いい」

　歩美は泣きそうな声でひと言だけ呟き、和也から離れようとした。

　彼に背中を向けてベッドから下りようとしたとき、いきなり背後から思いきり抱き締められる。

「待てよ、歩美。おまえに話さなきゃならないことがある」

　言い訳なんて聞きたくなかった。

「もういいから、離してよ！」

「よくない。妊娠はおまえの勘違いだ。いや、まあ、勘違いさせたのは俺が悪いんだが……」

　和也の言葉に憤りを覚え、歩美は身を捩よじって彼の腕から抜けだそうとした。

「なんでそんなこと言いきれるの？　和也くんが言ったのよ。父親になる覚悟はできてるって。それなのに……本当にそうなったら、勘違いなんて酷い!!」

　まさか〝勘違い〟なんて言葉でごまかそうとするなんて、思ってもみなかった。

　歩美はそのつもりで和也を責めたが、それでも彼は離そうとしない。

「それは訂正しない。俺はその覚悟もなしにおまえは抱かない。だから……今から抱いていいか？」

「……はぁ？」

　意味がわからず振り返って彼の顔を見ようとしたとき、耳元に彼の唇が押し当てられた。

「酔って意識のないおまえから、この俺が本気でバージン奪ったと思うか？」

「か、和也くん!?　それって……それって、ひょっとして？」

　和也の唇が耳の裏側に吸いつき、そのまま、歩美の肌を唇でなぞるようにして首筋に下りていく。

　ゾクゾクするが、今はそれどころではなかった。

「酷い！　わたし、ママになるんだって……全然、覚えてないけど、でも、和也くんの赤ちゃんがお腹にいるんだって……そう思ってたのにっ!!」

　安堵感はある。でも、残念な思いもあって、歩美は和也の唇から逃れるなり、彼の腕を叩いていた。

「わかった。じゃあ、今すぐ作ろう」

「そ、そ、そういう問題じゃないでしょ！」

　予想外の返事に、怒っていたはずの歩美も唖然としてしまう。

　もっと文句を言ってやりたくて、歩美は振り返った。でもそのとき、彼の真摯なまなざしに気づき、息が止まる。

「あんな馬鹿げた嘘をついてまで、おまえに結婚を承諾させたかった。それが愛してるってことだったんだな。でも、あのときは本気でわからなかった。昨日、フライト前に寄ったのは、おまえを抱いてないと正直に告白しようと思ったからだ。……本当に悪い」

　全面降伏の体ていで謝罪されたら、歩美もそれ以上怒るに怒れない。

　記憶のないまま初体験したわけではなかったと思うと、やはりホッとしてしまった。

　和也になら何をされていたとしてもかまわない。

　その反面、やっぱり和也はそんな男性ではなかった、とわかって嬉しい。

（酔って眠ってるわたしを……なんて、和也くんがそんなことするはずないよね）

　和也は世界で一番素敵な男性なのだから。

　歩美は、和也がバスから転げ落ちるようにして、自分に向かって走ってきた姿を思いだした。

（わたし、愛されてるんだ……やだ、もう、なんか恥ずかしい）

　じわじわと胸の奥から喜びで満たされていく感じがする。

（ああ、でも、お兄ちゃんに早まって妊娠の報告しないでよかった……）

　言っていたら、また大騒ぎになったかもしれない。

（赤ちゃん、いないんだ。ちょっと寂しいかも……あれ？）

　そのとき、歩美はハッと気がついた。

「ちょっと待って！　じゃあ……わたしって、まだバージンなの？」

　歩美の問いに和也がうなずく、という質問の内容からすると奇妙な図だ。

「だから、おまえが一流ホテルのスイートがいいっていうなら、ここは我慢する」

「ねえ、ひょっとして……和也くんがそのことにこだわるのって、わたしが高校生のとき、雪絵ちゃんと話してるのを聞いたから？」

　歩美の問いに和也はフッと笑った。

　その昔、どこで初体験したいかという話を雪絵としていた覚えがある。

　雪絵は『温泉旅館だけは絶対にイヤ！』と言い張った。一方、歩美にこだわりはなかったが、『素敵な夜景の見える一流ホテルのスイートルーム』と言った気がする。

　たしか休憩時間に店の中で話していたのは間違いないが、まさか和也に聞かれていたとは思ってもみなかった。

「あれって、何がなんでもってわけじゃないのよ」

「わかってるって。それでもいいんだ。ただ、なんとなくでも、おまえの願いは全部叶えてやりたかった」

　いつもの俺様然とした和也とは雲泥の差だ。

　和也は頬ずりするように歩美を抱き寄せ、ちょっと拗ねた表情で甘えた声を出す。

「本気でおまえに惚れてるってわかったから、もう二度と馬鹿な言い訳はしない。だから歩美……俺に抱かれたくない、なんてことは言わないでくれ。マジで立ち直れなくなる……」

　自分に甘えてくる和也、という構図を目の当たりにして、歩美の頭もネジが二、三個外れてしまった。

（なんだか夢みたいなシチュエーション……わたし、まだ寝てたりして）

　こんな状況でもまだ信じがたく、これは夢ですぐに覚めるのではないか、と歩美は不安になった。

　でもこの際だから、夢なら夢で後悔しないように思いきり甘い夢を見ておこう、なんて突拍子もない方向に気持ちを切り替える。

「じゃあ、わたしの一番のお願い、叶えてくれる？」

「ああ、なんでも言ってくれ」

「わたしが夢見てたのはね……〝和也くんに愛されて、初めての人になってもらう〟ってこと」

　我ながらとんでもないセリフを言っている。

　言ったあとに恥ずかしくなって、歩美は和也から目を逸らせてしまう。すると、ふわっとベッドに押し倒された。

「よし、わかった。じゃあ、すぐにおまえの夢を叶えるとしよう」

　びっくりして和也の顔を見ると、彼は極上の笑みを浮かべてこちらを見下ろしていたのだった。




　Ｔシャツがたくし上げられ、頭からスルリと脱がされる。

　胸を直接見られるのは初めてではないとはいえ、やはり恥ずかしい。しかも、遮光カーテンの隙間からうっすらと朝日が射し込んできている。

（朝っぱらから、こういうことって……してもいいのかな？）

　どう考えても、朝から嬉々としてやるべきことではないように思う。

「あ、あの、和也くん。よく考えたら、今って朝よね？」

　歩美はおずおずと尋ねてみる。

「だから？」

　和也が歩美の瞳を覗き込む。

「夜になってから、したほうがいいんじゃないかなぁ……なんて」

　何を今さら、と怒鳴られるかと思ったが、意外にも和也の反応は違った。

「夜の延長ってことにしとけばいい。なんだったら、このまま夜まで続けようか？」

　それは、これまでで一番セクシーな和也の声だった。

「そんなことっ……あ、んん……やぁんっ！」

　いきなり彼の指先が胸に触れ、そのまま先端をつまんだ。

　優しい動きでそろそろと撫でられ、思わせぶりな刺激に硬く尖り始める。自分の身体の思わぬ変化に、歩美は恥ずかしさと気持ちよさで泣きそうになった。

（こ、これって、何？　変……なんだか、変な感じがする）

「気持ちいいときは、声を出していいよ。この部屋は防音になってるから」

「声って……わかんない、けど」

　ついさっき、胸に触れられた瞬間、思わず口から零れてしまった声のことだろうか。

（あれが、気持ちよくて出た声なの？）

　歩美がそれを尋ねようとしたとき、和也の唇が彼女の胸に押し当てられた。

「やっ……やだ、何する、の？　やだぁ、そこは……」

　チューッと音を立て、和也は胸の先端に吸いついた。

　そのくすぐったさに、歩美は思わず彼の髪を掴んで押しのけようとしてしまう。

　そのときだ。和也は胸の先っぽを咥くわえたまま、上目遣いで「おまえ、可愛い過ぎ」なんてささやいた。

（な、何？　これが和也くん!?　かっ、可愛い過ぎって言った!?）

　歩美はパニックになり、とても本気で抵抗なんかできそうにない。

「やだ、もう……和也くんのエッチ……」

　和也はこれまで、いやらしいこととは無縁のイメージだった。

　だからこそ、平気でこの部屋にお泊まりもできたのだ。でも婚約の話題が出てから、空港でのキスといい、今といい、まるで別人に変身したみたいだ。

　すると歩美の言葉を受け、和也は真剣な顔をした。

「ああ、どうやら、そうらしい」

「え？」

「とくに自分から求めたことも、切羽詰まったこともなかったから、セックスはなくても生きていける、と思ってたんだけどな。おまえを抱きたいと思ってから、そのことしか考えられなくなった」

　真顔で言われたら、なんと答えたらいいのかわからない。

　しかも唯一身につけているボトムス、黒のボクサーパンツをあっさりと脱ぎ捨て、歩美の上にのしかかってくるではないか。

　スイートのときは直視は遠慮させてもらったが、今回は歩美の了解もとらずに和也は全裸になった。

　それは、真正面から和也のすべてを見てしまうということ。

（え？　え？　なんにも言わないで、そんなにサッと脱いじゃうの？　見えちゃうっていうか……もう、見てるっていうか……）

　今さら目を閉じても遅い気がして、歩美は何も考えられずにそのままソレを凝視してしまった。

「和也くん……あの……」

「俺が、怖いか？」

　ちょっとだけ怖かった。

　でもそれは、『死んでもイヤ』とか、『恐怖で泣きそう』という怖さとは違う。目にうつるモノも、見合い相手とは違って汚いとは思わない。

（むしろ、堂々としてて素敵かも）

　比べるつもりはなくても、他に比較対象がないせいでついつい比べてしまう。

「ドキドキするけど……和也くんのこと、全部知りたい」

　歩美が勇気を出して口にしたとき、彼は歩美の手を取り、自分の胸に持っていった。

「俺も一緒だよ。この十四年間、充分幸せだった。その関係を変えるのは怖い。それでも、おまえが欲しいと思う」

　逞しい肌を指先に感じる。トクントクンと鼓動が脈打ち、歩美の手の中でジッと息を潜めているようだ。

　同じように、和也の掌が歩美の肌をなぞり、ゆっくりと下腹部に下りていく。ショーツの端に指先がかかり、そのままスーッと引き下ろされた。

「あ、あの……待って、あっ」

　左右の太ももをすり合わせ、ほんの少し身を捩る。その瞬間、ヒップが宙に浮き、無防備な下腹の茂みが露わになった。

（ヤダ、見えちゃう……）

　キュッと唇を噛み締めたとき、恥ずかしい場所に和也の指が滑り込んだ。茂みの奥に潜む初々しい花芯が和也に触られてしまった。

（か、和也くんの……指、指が……）

　彼の指はさらに、その周りの花びらまで優しくかき乱す。すると、とうとう奥からとろっとした蜜が溢れ始めた。

「和也……くん。もっと、ゆっくり……あの、そんな、激しくしないで……」

　歩美の耳に、水音が聞こえ始めた。クチュクチュと、その音は自分の脚の間から聞こえてくる。

「ホントに？　でも、おまえの中って奥からドンドン溢れてくるんだけど。このヌルヌルはどうしたらいい？」

「そ、そんな……そんなこと」

　そんなはずがない、と言いたくて、でも言えなかった。にわかに信じがたいことだが、耳に届く音も内股に感じる温もりも、歩美には否定できない。

（これって……何？　わたしの身体から溢れてきてるの？）

　太ももが戦慄わななき、歩美は自分が淫みだらになったようで、恥ずかしくて堪らなかった。

（なんでこうなるの？　わたし、本当に初めてなんだよ？　これだと経験あるみたいで……もう、ヤダ……）

「待って、ちょっと待って、わたし……聞きたいことが……」

　和也を止めて、歩美の反応をどう思っているのか聞こうとした。だが、歩美の制止も聞かず、彼はなんと脚の間に顔をうずめようとしたのだ。

「なんでも聞いていいよ。でも、やめない。悪いけど、ここまできて男を止められると思うな」

　優しくて、それでいて刹那的な声に、歩美の身体はピクンと震えた。

　指で触られるだけでも身の置き場がないほど恥ずかしい。

　それなのに、和也は彼女の太ももを掴むと、左右に大きく広げさせた。

（え!?　ちょっと待って、何するの？　和也くん！）

　歩美は必死に抵抗した。

　ただでさえ朝で、部屋の中は明るくなっている。そんな格好をしたら、大事な部分が丸見えになってしまう。

「きゃあっ！　やだ、見ないで！　明るいところで見ちゃやだぁ！」

　歩美は両手で顔を覆いながら、悲鳴をあげた。

「そんなに恥ずかしがるなよ。おまえのココはとっても綺麗なピンク色だ。甘い蜜に濡れそぼって、俺を欲しそうにピクピク震えてるぞ」

　アダルトビデオや官能小説のセリフみたいだ。

　それが和也の口から零れてきたことに、歩美は唖然としていた。

「なあ、歩美。とりあえず、おまえの傍にいたくて、頑張ってきたつもりだ。でも、俺は聖人君子じゃない。全部晒けだしたら、本性はこんなもんだ。イヤになったか？」

　困ったような、悲しそうな和也の顔を見て、歩美は首を横に振った。

「違うの……わたし、だけなら平気。モテモテで、たくさんの人に同じこと言ってるならイヤだけど。わたしだけ、だよね？」

「当たり前だろ。他の女に死んでも言うかよ。俺はもう、おまえのことしか目に入らないんだから」

　ゆっくりとふたりの唇が重なり、そして、腰の辺りも重なっていった。

　開かされた脚の間に和也の腰がぴったりとおさまる。硬く、弾力のある塊が少しずつ歩美の体内に潜り込んできた。濡れた蜜みつ襞ひだをかき分けながら、徐々に徐々に、歩美の内部に侵食してくる。

（な、なんか、変な感じがする……でも、和也くんを感じる）

　想像していた痛みや不快感はなく、しだいに挿入される感覚だけが深くなっていく。

「歩美、大丈夫か？」

「ん……えっと、もう、全部？」

　歩美自身、ちょっと拍子抜けだった。

（さっき目にしたモノって……けっこう凄かった気がする。でも、そんなにつらくない……よね。なんでかな？）

　歩美の質問に和也はフッと笑う。

「いや、もうちょっと、かな」

　思わせぶりな返事とともに、和也の手が歩美の腰に添えられた。

「この先はちょっときつくなるぞ。我慢してくれよ」

　そう言われた直後、脚のつけ根にググッと力が加わる。

「い、痛……待って、和也……く、ん」

（脚、これ以上開かないっ！）

　身体の中ではなく、股関節に痛みが走り……歩美が音をあげそうになったとき、和也のモノが歩美の奥まで滑り込むように挿入された。

「や、待っ……はぁうっ！」

　その瞬間、体内にピリッとした痛みが走った。グイッと押し広げられ、ふたりの重なった部分がギシギシと軋む。

「全部……入った。痛いか？」

　大きく息を吐きながら、和也は掠れるような声を出す。奥まで繋がって、真っ先に歩美の身体をいたわってくれたことが堪らなく嬉しい。

　彼の思いやりに応えようとするが、上手く言葉が出てこなかった。

「あ……あの、それは……あぅ、あぁっ」

　皮膚が裂かれるような感じがする。奥のほうをゴリゴリと突かれる痛みもあった。そのまま痛みが続くかと思ったが、あっという間にこそばゆい感覚に変わっていく。

「少しずつ……痛いのが消えていく感じがして、なんか気持ちいい、かも……和也くんは？」

　和也を受け入れて、ひとつになっている。

　そう思うだけで歩美の心も身体も、嬉しくてどうしようもない。だが、悦びが痛みをかき消していくことに、戸惑いも覚えていた。

「俺も……気持ちいい。最高だ……好きな女を抱くことと、セックスは違うんだと、初めて知った」

　この上なく幸せそうな和也の言葉に、歩美の心も緊張から解放されていった。

　そんな歩美の表情を見て、和也もホッとしたようだ。

「痛くはないみたいだな。よかった。ちょっとだけ、動くぞ」

　そう言うなり、彼はほんのわずか身体を揺すり始めた。

　すると、繋がった部分が擦れて、歩美は背筋に電気が走ったような感覚を味わう。

（やだ……やっぱり、変な感じ……これって、これって……）

　思わず、和也の腕をギュッと掴んでしまう。

「わたし……変なの」

「何が、変？」

「初めてなのに……身体がふわふわして、とっても気持ちいいっていうか……どうしたらいいの？」

　抑えようとしても息があがってしまう。

　本当はセックスの経験があるんじゃないか、と和也に思われてしまいそうで、歩美は泣きたくなった。

　すると、和也は彼女の身体を力一杯抱き締めながら、耳元で呟いた。

「おまえが痛くないように、頑張って気持ちよくしてやってんだぞ」

「嘘……そんなこと、あっ……んんっ」

「嘘じゃないって。ほら、なんにも気にせずイケよ」

「えっ、あっ……やだ、ソコ触ったら……やぁん、いやぁーっ！」

　ふいに花芯をいじられ、歩美は痺しびれるような感覚を味わった。片方の手でシーツを握り締め、もう片方の手は和也の腕にしがみつく。

　全身が震えて、自分の身体なのに、込み上げてくる何かが我慢できない。

（ナニ、コレ？）

　荒い息で、歩美はじわりと身体の奥から蜜が溢れだす感覚を知った。でも、和也自身によって堰せき止められている。それに気づいたとき、どうしようもなく恥ずかしくなった。

「俺も……そろそろイキたい」

　喘ぐように、切ない声で言われる。

　エアコンの効いた部屋にもかかわらず、和也の首筋に汗が伝った。彼は荒い息を隠そうともせず、屹きつ立りつした高ぶりで歩美の胎内を激しくかき回す。

　ゆっくりした動きがしだいに速くなり、和也は歩美の身体を下から突き上げた。ゆっさゆっさと身体を揺らされ、内側が擦られて、歩美はギューッと彼の胸に抱きつく。

「好き……和也くん、大好き」

「ああ、愛してる、歩美……俺もおまえが好き、だ……」

　和也の動きが止まる。

　そして、もっともっと深く結びついた感じがして……その瞬間、歩美は熱い飛ひ沫まつを受け止めていた。




　＊　＊　＊




『おまえら、いい加減にしろよ！　今日は歩美の誕生日パーティーで、婚約祝いもやるから絶対に来いと言っただろうが!!』

　初めての経験に調子に乗って、和也のベッドでイチャイチャしていたら本当に夜になってしまった。

　光太からの怒りに満ちた留守電を聞き、ふたりとも急いで着替えを済ませ、店近くの駐車場に車を置いたところだ。

「遅くなっちゃったね。お兄ちゃん、怒ってるかな？」

「大丈夫、大丈夫。その指輪とこのパンフレットを見せたら、たぶん、問題ない」

　指輪は例の婚約指輪である。

　これは光太より叔母のほうに効き目があると思う。それに和也から渡された大量のパンフレットを抱え、歩美は感心していた。

「ねえ、これっていつの間に集めたの？」

　それは都内と千葉県内の挙式会場のパンフレットだった。ブライダルフェアの日付も入っており、和也は行く気満々らしい。

「最初はお芝居で、結婚式なんて挙げる予定なかったのに……。無駄になるかもって思わなかった？」

　彼は歩美のことを愛していないと思っていたはずだ。

　それを考えると不思議でならない。

「全然。おまえを一生守るためには、結婚が一番だと思ってたからな。とりあえず芝居ってことにして、おまえに俺との結婚を本物にしたいと思わせたら、本気で求婚するつもりだったんだ。結果オーライだろ？」

　ということは、最初からこの婚約は、和也にとって〝芝居〟ではなかったらしい。

　歩美は気持ちが軽くなって、彼の腕に手を回すなり思わず笑みが零れた。

「あ、そうだ。お兄ちゃんからメールもきてたよ……例のお見合い相手の件」

　自分からラブホテルに誘いながら歩美に誘われたと嘘をついた田川だが、悪いことはできないものだ。他の見合い相手にも同じことをしていて、複数の女性からクレームが来たらしい。見合いにかこつけての悪事がスカイエアの会社内にも広まり、定期便から貨物便の副操縦士に格下げになりそうという話。

「やっぱり、悪いことしてたらばれるのよねぇ」

　歩美はしみじみ言う。

「まあ、そういうことだ。田川の野郎、純情そうな娘にばかり目をつけて、やることやってお断りなんてパイロットの面汚しだな」

　和也はさらっと口にするが、歩美はあることに気づいた。

「あれ？　わたし、和也くんに田川さんの名前言ったっけ？」

「いや。でも、スカイエアの社名は聞いてたからな。あとはちょっと調べたらすぐにわかった」

　歩美の中で『まさか……』という予感が走る。

「和也くん!?」

「落とし前はきっちりつける。そう言ったはずだぞ」

　和也は『さあ褒めろ』とでも言わんばかりに、不適な笑みを浮かべている。

　両親を追い払った手口といい、この田川の一件といい、叔母が心配していた通りなのかもしれない。

（実は和也くんが一番のくせ者だったりして……）

「ほら、早く来いよ、歩美」

　立ち止まった歩美に向かって、和也は手を差し伸べる。

（えーっと……まあ、いっか！）

　歩美もニッコリ笑って彼の手を掴んだ。

　理由も理屈もいらない。この人は十四年も前に出会った、歩美の片翼を持つ〝極楽鳥〟なのだから――ということにしておこう。





～ｆｉｎ～












あとがき




　ベリーズファンの皆様、お久しぶりです！　昨年はファンタジーでお世話になりました、御み堂どう志し生きです。このたび、ベリーズ文庫さんのラインナップに加えていただくことになりました。嬉しいです！

　しかも今回は書き下ろし！　最初にこのお話をいただいたのは『身代わり王女に花嫁教育、始めます！』の打ち合わせのときで、まだ連載か書き下ろしか決まってなかったような気がします。

　プロットを提出する際に三つ出したんですが、その中からこのパイロットヒーローに決まりました！

　好きです、パイロット（照れ）。実は電子書籍でも一シリーズ書いてます。何はなくとも、制服に萌えますっ!!

　……失礼しました。思わず興奮してしまって。あ、そうだ！　パイロットって機種ごとの免許（レーティング）が必要なんですよね。現在、和也が操縦しているのはトリプルセブン。乗務している便もそれに合わせてあります。（十四年一月時点）

　そして今回、和也の制服を描いて……違った、可愛い歩美ちゃんを描いてくださったチバサトコ先生、どうもありがとうございました!!

　ラフ絵をいただき、ＰＣを下から覗き込んでる私がいます。ベリーズ文庫を手にしたときの楽しみ方のひとつですね（違う？）。本を裏返したり、傾けてみたり……運がよければ和也の顔も見えるかもしれません！（注・見えません）

　実はこの作品はなかなかタイトルが決まらず、校正までずっと『パイロット（仮）』という状態だったんです。作品全体に流れるテーマは歩美ちゃんにとっていろんな「初めて」かなぁと思い、担当様に相談した結果、『初恋だって…いいじゃない！』という可愛らしいタイトルにたどり着きました。堀口様、いつもありがとうございます。

　最後にお礼の気持ちを――いつも応援してくださる読者様、編集をお手伝いいただいた説話社の編集様、スターツ出版＆関係者の皆様、見守ってくれている家族に。

　そして、この本を手に取ってくださった〝あなた〟に、心からの感謝を込めて。

　またどこかでお目にかかれますように――。





平成二十六年七月　御堂志生
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